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　　第五章　見えない心、見えない翼　～Will you like me?～




　──メイ。

　声が聞こえる。

　笑いを含んだ少女の声が、どこからともなく響ひびいている。

　──ほらメイ、はやくはやく。

　世界は一面の闇やみ。目を凝こらしてもなにも見えない、星明かりが消えた夜空の色。意い識しきは霞かすみがかかったように虚うつろで、ただ、呼吸を繰くり返すたびに口の中に広がる血の味だけが、やけにはっきりと感じられる。

　体の感覚がひどくあいまいで、自分が立っているのか座っているのかさえもわからない。

　──やっと起きたわね。もう、ねぼすけなんだから。

　耳元で、声。

　傍かたわらに視線をめぐらせると、そこには褐かつ色しよくの肌をした少女の姿がある。

　真っ黒なドレスに身を包み、口元に大人おとなびた笑みを浮かべて少女が言う。

　──ほら。主しゆ賓ひんがいつまでもこないから、シャオとカイが待ちくたびれてるわよ。

　いつのまにか、目の前には大きな丸テーブルが置かれている。

　テーブルいっぱいに飾られたケーキの上で、十本のろうそくが赤々と燃もえている。

　真ん中のチョコレートの板には、色違いのチョコで書かれた『誕たん生じよう日びおめでとう』の文字。

　黒髪の男の子が椅い子すから身を乗り出すようにして手招きし、となりに座る白髪の少年が小さく笑う。

　──メイ！　誕生日おめでとっ！

　──おめでとう。

　二人は口々に祝いの言葉を述べ、闇やみ色の天井に向かってクラッカーを鳴らす。

　気がつけば、テーブルから少し離れたところにいたはずの自分の体は、ケーキのすぐそばにある。

　男の子と少年が期待のまなざしを向け、黒いドレスの少女がそっと背中を押す。

　──ほら、メイ。

　うなずき、肺の痛みをこらえて、大きく息を吸い込む。

　十歳の誕生日を祝うろうそくを、一息に吹き消す。

　どっと沸きあがる歓声。

　得意満面に、背後の少女を振り仰ぐ。

　と、冷たい何かが頰ほおに当たる。

　ぽたり、ぽたりと、涙のような滴しずくが少女の瞳ひとみから零こぼれ落ちる。

　ルーティ？

　──よかったわねメイ。

　薄うす茶ちや色の瞳から黒い涙を滴したたらせ、悲しそうに少女が笑う。

　瞬まばたきする暇もなく、その体が黒い水に融とけ落ちる。

　ざぁっという水音と、黒いドレスだけを残して、少女の姿が消える。

　跳ね飛んだ黒い滴が、ぽたり、ぽたりと頰を濡ぬらす。

　こわごわと振り返る。

　抜け殻になった服だけを椅子の上に残して、男の子と、少年の姿は、どこにもない。

　口の中いっぱいに、血の味が広がる。

　熱を帯びた肺が、ぎりぎりと痛む。

　男の子が座っていたはずの椅子に歩み寄り、小さな服にそっと手を伸ばす。

　伸ばしかけた手は、すでに人の物ではない。

　肘ひじから生はえ出した無数の黒い触手が、男の子の小さな服を滅め茶ちや苦く茶ちやに刺し貫く。

　抜け殻のはずの服から、黒い血があふれて椅子を黒く染める。

　どこいったの？

　血にまみれた声で、叫ぶ。

　ルーティ、カイ、シャオ、みんなどこいったの？

　闇やみに向かって、一歩踏み出す。

　踏み出しかけた足は、すでに人の物ではない。

　黒い触手に転じた足は体重を支えてはくれず、バランスを崩した体が闇の中に倒れこむ。

　水を詰めた風船が割れるように、地面に叩たたきつけられた体が爆はぜる。

　薄うす皮かわ一枚の皮ひ膚ふを突き破ってあふれ出た黒い水が、闇に染み入って消えていく。

　胸から上だけになった体から力をかき集め、必死に顔を上げる。

　一面の闇。

　星明かりが消えた、夜空の色。

　叫びの形に開いた口からは、声とともに黒い水があふれ出る。

　目から、耳から、鼻から、口から、あらゆるところから噴ふき出した黒の水が、意い識しきを闇色に塗りつぶしていく。




　ねえ、みんな

　おねがいだから、わたしをひとりにしないで──




　　　　††††††††††††††




　自分の叫び声に驚おどろいて、目が覚めた。

　弾はじかれるように身を起こし、とたんに鈍い痛みが肺の奥を走り、ファンメイは胸元を強く押さえて何度も細い呼吸を繰くり返した。

　身体からだ中を濡ぬらす冷え切った汗が、黒の水のような気がして気持ち悪い。汗を拭ぬぐおうと手を伸ばしかけ、そこでもっと恐ろしい可能性に思い至る。両手を大きく目の前に広げ、十本の指をこわごわと動かしてみる。大丈夫、どこもおかしくない。ちゃんとした人間の手。右手の薬指には指輪もはまっている。

　小さく安あん堵どの息を吐つき、顔を上げ、

「……あれ……？」

　そこでやっと、ファンメイは、自分が見知らぬ部屋にいることに気づいた。

　夢の続きのような闇が室内を満たし、傍かたわらにともる光がその闇を弱々しく押しのけていた。タイル張りの薄汚れた床、錆さびが浮き出たパイプベッドの手すり。小さな発光素子はその手すりに貼はり付けられていて、ファンメイの体にかけられた白い布団を淡い橙だいだい色に照らしていた。シーツの裾すそをつまんで顔に近づける。洗い立ての清せい潔けつな匂におい。ゆっくりと布団を下ろすと、体を包んでいるのは見覚えのない水色のネグリジェ。

　わたし、いつの間に着替えたっけ？

　虹こう彩さいを調節して闇やみに眼を慣らし、視線を少し上に向ける。パイプむき出しの天てん井じよう、まだら模様にすすけた壁かべ。自分が寝ているベッドの傍かたわらには小さなテーブルがあって、その上には水が入った小さなコップ。他ほかには家具らしいものが見当たらない、コンクリート打ちっぱなしの狭い部屋。

　なにかのマンガに出てきた牢ろう屋やみたい。

　ますます混乱する。自分がどうしてこんなところにいるのか分からない。落ち着け落ち着けと心に言い聞かせ、少しずつ記き憶おくを巻き戻していく。

　肺の痛み。雨。倒れる自分。ずぶ濡ぬれで町を歩く自分。女の子。泣き叫ぶ自分。それから、

「あ──」

　思い出す。雨の中をさまよう自分。応接室の前を駆け出す自分。ヘイズと先生の会話を盗み聞きしてしまった自分。龍りゆう使つかいは人間ではない。黒の水は人間の姿を必要としていない。わたしは、李芳美リ・フアンメイは、遠からず、

　人間の姿を──

　記憶領域の底からあふれ出た恐怖が瞬しゆん時じに心を覆おおいつくす。体の震ふるえが止められない。うずくような感触が瞳ひとみの裏に集まり、それはたちまちのうちに涙となってあふれ出す。腕の中の布団に顔を押し付け、必死に悲鳴をかみ殺す。

「……助けて……」

　唇から漏れ出す声は、情けなくなるほど弱々しい。

「……シャオ……助けて」

　無む意い識しきに右手に左手を重ね、小さな指輪をこれでもかと握りしめる。論理回路に刻まれたメッセージが何度も頭の中に繰くり返され、それでも涙が止まらないことに絶望する。視界がぐしゃぐしゃにかすむ。嗚お咽えつを漏らすたびに、肺がぎりぎりと悲鳴を上げる。

「……あ、目が覚めまし……」

　背後で、突然の声。

　とっさに後ろを振り返り、ファンメイは目を見開いた。

　部屋の片隅、壁際の小さな椅い子すに座って、金色の髪の少女が目を見開いていた。




　少女は一瞬の自失から立ち直り、青ざめた顔で立ち上がった。両肩をくるむ毛布を乱暴に払い捨て、椅子を蹴けり飛ばさんばかりの勢いでベッドに駆け寄る。若草色のスカートに、同じ色調のカーディガン。闇雲に踏み出した足が床の医い療りようキットにぶち当たり、けたたましい音が部屋中に響ひびき渡る。

　ファンメイは動けない。

　頭と体をつなぐ神経が切れてしまったみたいに、ただ呆ぼう然ぜんと、少女の顔を見つめることしかできない。

「大丈夫ですか？　どこか痛いですか？」

　転げ込むようにして枕まくら元に両手をつき、少女が早口にまくし立てる。

「待ってください！　ええっと、とりあえず熱を！」

　ベッドに身を乗り出すようにして、指先でファンメイの額ひたいに触れる。

　そこで、金かな縛しばりが解けた。

　ファンメイは小さく悲鳴を上げ、ベッドの反対側までずり下がり、殴られそうになった子供のように両腕で顔をかばった。

「え……？」

　驚おどろいたように、少女が動きを止める。

　伸ばしかけた手とこっちの顔を、まじまじと見比べ、

「あ、ご……ごめんなさい」

　ゆっくりと手を引っ込め、小さく頭を下げる。

　ファンメイは答えない。

　ベッドの手すりにこれでもかと背中を押し付け、布団を胸の前にバリケードのようにかき抱き、体の震ふるえを必死に抑えて少女を射い殺ころさんばかりに睨にらみつける。

　機能が回復しきっていないⅠ－ブレインの片隅を、ちりちりとノイズが走る。

「……あの、そんなに怖がらないでください」困ったように、少女が眉まゆ根ねを寄せる。「お願いですから、ちょっとだけ話を聞いてください。……あの、ファンメイさんは重度の肺炎で熱が四十二度もあって、本当はシティのお医者さんに見てもらうのが一番よかったんですけど私も捕まるわけには行かなくて……だから……勝手なのは分かってたんですけど……」

　そこで言いよどみ、もう一度「ごめんなさい！」と頭を下げる。

　それでも、ファンメイは動けない。

　血管が浮き出るほど強くシーツを握り締しめ、両目をせわしなくさまよわせて必死に逃げ道を探す。

　かすかなノイズが、脳の片隅を走る。

「え？　で、出口ですか？」かすかに裏返った少女の声。「あ、あの、本当に申し訳ないんですけど、ファンメイさんにはまだこの部屋にいてもらわないと」

　その言葉に、びくりと体が震える。

　涙で歪ゆがんだ視界がゆっくりとめぐり、少女の姿を捉とらえる。

　わたしは、この子に捕まった。

　今のわたしは、戦うことはおろか人並みに動くことさえもできない。

　逃げられない。

　ここから、出られない。

「あ！　ち、違うんです！」少女の声が、今にも泣き出しそうな色に染まる。「ファンメイさんが考えてるようなことじゃありません！　本当です！」

　いやいや、と首を振る。

　混乱しきった頭の片隅に、冷たい刃物がかすめたようなノイズ。

　さっきから、脳内のノイズが治まらない。

「ですから、ファンメイさんの体はまだ治ってなくて！」お構いなしに少女がまくし立てる。

「私もいっしょうけんめい治ち療りようしたんですけどⅠ－ブレインの防ぼう壁へき機能が半分残ってる状態だと同調が上う手まくいかなくて、だから肺の中から雑菌を取り除いたり合併症を防いだりするだけで精いっぱいで──！」

　ほとんど叫ぶような少女の声。

　恐怖に身をすくませた瞬しゆん間かん、鋭するどい痛みが左手に走る。

　力を込めすぎた左手の爪つめが、シーツごと手のひらに食い込む。

　同時に、ひときわ大きなノイズが脳内を駆け抜ける。

　ベッドに両手をついていた少女がふいに身をのけぞらせ、傷ひとつない自分の左手を胸に抱きしめて顔を歪ゆがめる。

　その姿に、脳の隅に残ったひとかけらの理性が反応する。

「……あ、ファンメイさん大丈夫ですか？」

　恐怖でぐちゃぐちゃの頭の底で、わずかな思考が少女の言葉を反はん芻すうする。

　そうだ、最初から、この子の言っていることはおかしい。

「待ってくださいね、すぐ手当てを──」

「……ねえ」

「はい？」

　それは。

「なんで……わたしの考えてることが分かるの？」

「え……」

　この子の能力はわたしには効かないと、ヘイズは言っていた。

　絶対情報防御はあらゆる情報構造体攻こう撃げきを遮断してくれると、昔、ルーティは言っていた。

　だけど、それはⅠ－ブレインが正常に作動しているときの話だ。

　考えてみれば、すぐに分かることだった。

「あ、あの……それは、その……」

　──わたしの頭になにしたの？

「違うんです！　ファンメイさんが考えてるようなことはなにも──」

　少女が、はっと口を閉ざす。

　実際の声と同じくらい明確にイメージした『頭の中の声』に、少女はあっさりと反応する。

　これが、この子の能力。

　相手の情報を好き勝手に取込み、書き換える、『同調』という力。

「ご、ごめんなさい！　あの、仕方なかったんです！　ファンメイさんの体を治ち療りようするには同調させてもらうしかなくて、そうすると思考とか記き憶おくとかが勝手に！」

　ファンメイは体の震ふるえを押し殺す。押し殺して少女の顔を睨にらみつけ、Ⅰ－ブレインに指令を送る。脳内のスキャン、外部からの不正なアクセスの検出──

（思考ノイズを検出。外部接続防ぼう壁へきに異常を感知）

　見つけた。そうと意い識しきしなければノイズとしか認識できない、ほんのわずかな異常。脳にさらなる指令を送る。防壁の機能を強化して、今すぐにもこの子を頭の中から追い出し……

（Ⅰ－ブレイン機能低下。体表面の構造改変に失敗。情報防壁、動作効率50パーセント展開）

「うぁ……」

　顔から血の気が引く。必死に脳に命令を送り、そのたびに脳はその命令を拒絶する。頭の中にはノイズがある。目の前には少女がいる。

　こうして私が怖がっていることをこの子は知ってる。

　頭の内側に手を突っ込まれて、撫なで回されているような気がする。

「あの！　そんなに怖がらないでください！」

　頭に残ったなけなしの理性を、恐怖が押しつぶす。

　無意識にずり下がろうとして、背中が強くベッドの手すりに押し付けられる。

　どこにも逃げられない。

　必死の形ぎよう相そうで、少女が詰め寄ってくる。

　言葉にならない悲鳴が、喉のどの奥からほとばしる。

　刺すような痛みが、胸を貫く。

「だめです！　そんなに声を出したら肺が！」

　頭の中で、なにかがぶつりと音を立てて切れる。

「お願いですから、話を！」

　闇やみ雲くもに振り回した手が、傍かたわらのテーブルのコップに触れる。

　ファンメイは反射的にそれを引っつかみ、

「こっち来るなぁっ──！」

　少女の顔めがけて、力まかせに叩たたきつけた。




　　　　††††††††††††††




　フィアがあの女の子を助けてしまったのは、どう考えても失敗だった。

　百歩譲ゆずって助けるところまでは認めたとしても、一いつ緒しよに連れてきてしまったのはフォローのしようがないくらいの大失敗。シティの軍を相手に人ひと質じちが役に立つとは思えないし、うっかり逃げられでもした日にはこっちの情報が筒抜けになってしまう。そもそも感情に流されて敵を助けてしまうなんて素しろう人と以下。フィア自身のためにも、黙だまっているわけにはいかない。

　なにを考えてるの。どうしてそういう危ないことをするの。なにかの罠わなだったらどうするつもりだったの。その子が敵だってちゃんと分かってるの。だいたい──

「はぁ……」錬れんは、深々とため息をついた。

　気が重い。お説教なんてやりたくない。たとえ敵でも病人を放っておくわけにはいかない、というのはいかにもフィアらしいと思うし、そういうフィアだから錬は好きになったのだ。もし自分のお説教にフィアが深く反省して、人の命より作戦を優ゆう先せんするような子になってしまったら、錬としてはものすごく困る。そもそも、同じ状況に置かれたら自分だって似たような行動をとらなかったとは言い切れないのだから、偉そうなことが言えるわけがない。

　それでも、言うべきことは言わないといけない。

　時間になっても合流ポイントに現れない少女のことを自分がどれだけ心配したか、こういう作戦において予定外の行動がどんなに危険か、きちんと教えなければならい。

「……はぁ……」

　つくづく、気が重かった。

「……だいじょうぶ？」

「ん？」

　小さな声とともに袖そでの肩口を引っ張られ、ようやく我に返る。視線を少し上に向けると、相変わらず無表情なエドの顔。自分だけ椅い子すに座ったこの体勢だと、エドの方がこっちを見下ろす格好になる。

　かすかに首を傾け、錬の袖を指でつまんでくいくいと引っ張り、エドは抑よく揚ようの乏しい声で、

「れん、だいじょうぶ？」

「大丈夫だよ」答えて、どうにか作り笑いを浮かべる。「ごめんね、一人で働かせて。僕も手伝おうか？」

　ぶんぶんと首を横に振るエド。その後ろでは床から生はえ出した無数の螺ネ子ジがせわしなく動き回り、部屋中に散らかり放題散らかったディスクや壊こわれた機材の山を次々に室外に運び出している。十メートル四方ほどの立方体型の部屋。床と天てん井じようと四方の壁かべは銀色のチタン合金に覆おおわれ、中央の円形の高台では魔ま法ほう士し育成用の培ばい養よう槽そうを一回り小さくしたような真球形のガラス容器が強化カーボンの台座にしっかりと固定されている。

　全すべての準備が整った暁あかつきには、このガラス球が世せ界かい樹じゆの苗なえ木きを育てる『植木鉢』の役目を果たしてくれる予定だ。

「そっか……」

　つぶやき、座ったままで小さく伸びをする。二日前の戦せん闘とうで大怪け我がをした右腕と左足は、痛覚を遮断しているせいで感覚が鈍くてなんだか変な感じだ。いちおうフィアに応急処置をしてもらったから傷が悪化する心配はないが、さすがに感覚を普通に戻した状態では痛くてまともに動かせない。フィアにもう少し時間をかけて治ち療りようしてもらえばこんな怪我なんでもないのだが、彼女はロンドンを脱出してからずっとあの女の子の治療にかかりきり。錬れんのほうでもお説教をしなければいけないというのが気まずくどうにも顔が合わせづらくて、けっきょく腕と足は包帯ぐるぐる巻きのままでほったらかしにしてしまっている。

「それじゃ、ちょっとフィアのこと見てきたいんだけど、ここの掃除はお願いしてもいい？」

「はい」

「よしっ！」

　いい子いい子、とエドの頭を撫なで、錬はようやく椅い子すから立ち上がった。

　軍の機密区画でもお目にかかれないような分厚い隔かく壁へきを三枚くぐり、薄うす汚よごれた細い廊下に出る。クモの巣まみれの壁かべ、埃ほこりに埋もれたタイル張りの床、通気ダクトを逃げるように遠ざかっていく虫の足音。天てん井じように埋め込まれた燈だいだい色のライトは割れて動かなくなっているものが大半で、生き残ったわずかな明かりが暗い廊下を切れ切れに照らしている。

　──旧フランス地方西部、地下五〇〇メートル。大戦中にシティ・パリが極秘裏に建造した魔ま法ほう士し開発用の研究施設の一つ。

　錬たちがロンドンを脱出してから丸二日、エドの案内でこの施設にたどり着いてからはそろそろ一日が過ぎようとしていた。

　幸いなことに、軍が自分たちを追ってくる気け配はいは無い。『公式には存在しないことになっている施設』というのは世界に数え切れないほどあって、どうやらここもそういう場所のひとつらしい。どうしてそんな場所をエドが知っているのかというとそれはエドがエリザベート・ザインの作品だからで、本人の説明を信じるなら、エドのⅠ－ブレインの記き憶おく領域にはエリザベートが生前に残した研究記き録ろくの断片が暗号化されて書き込まれているということだった。

　その記録によれば、今から十年前、エドが生まれる以前、エリザベートはここで世せ界かい樹じゆの研究を行っていたらしい。実際、広大な施設のそこかしこには明らかに戦後の物と思おぼしき実じつ験けん装置や資料が残され、中には断片的に『世界樹』に触れているデータもいくつか存在した。

　ロンドンから持ち出した資料を解析し、エドの記憶とつなぎ合わせてつぎはぎを埋め、世界樹の育成実験を行うには、まさにうってつけの場所だった。

　通路を何度か曲がって階段を上ったり下りたりすると、壁の色がいきなり灰色から白に変わる。少し幅の広くなった床には元がどんな色だったのかも分からないカーペットが敷しき詰められ、両側に等間隔に並ぶ扉には錆さびの浮き出たネームプレートが貼はり付けられている。この辺りは戦前にこの施設が使われていたころの研究員の生活区画だったらしく、いくつかの部屋にはまだ使えそうなベッドや机などが残されている。

「えっと、ここであってる……よね」

　そのうちのひとつ、比較的汚れが少ない扉の前で、錬れんは足をとめた。

　手を伸ばしかけて止やめ、大きく一回呼吸し、意を決して扉を叩たたく。

「フィア、入るよ。開けてもいい？」

　とたんに、扉の向こうで「え？」と悲鳴のような声が上がった。

　ひどく慌てた足音が扉越しの室内を駆け回り、次の瞬しゆん間かん、小物入れをひっくり返したみたいな派は手でな音と一いつ緒しよに「痛つうっ！」という声。

　反射的に壁かべのタッチパネルを叩き、スライド扉の隙すき間まから中に飛び込んだ。

「フィア！　どうし」

　どうしたの、と言いかけて言葉に詰まる。フィアが自分の私室に選んだ、テーブルにベッドが一つきりの狭い部屋。せっかく錬が修理した天てん井じようのライトは消えたままで、扉から射し込むわずかな光が部屋に淀よどんだ闇やみを弱々しく押しのけている。丁てい寧ねいに埃ほこりが払われた絨じゆう毯たんの上には医い療りようキットの包帯や麻酔パッチやピンセットが空っぽのケースと一緒に散乱し、テーブルの上では倒れたプラスチックの瓶から流れ出た消毒薬が小さな水たまりを作っている。

　部屋の隅のベッドの上、人型に盛り上がったシーツの裾すそからのぞく、金色の髪。

　こわごわと歩み寄り、傍かたわらに両膝ひざをついて、少女の名を呼んだ。

「フィア……？」

　人型のシーツが、震ふるえた。

　体を覆おおい隠す布団をいっそう強くかき抱き、フィアはおびえたように身を縮ちぢこませた。

　どうしたんだろうと一瞬だけ途方に暮れ、すぐに状況を理解する。そうだ。自分とエドが研究施設の掃除をしている間に、フィアはあの女の子の看病をしていたはずだ。ただ事でないフィアの様よう子すを見れば、そこでなにかがあったのだろうということは簡かん単たんに想像できる。

　明かりの消えた部屋。床に散らばる医療キット。

　怖い想像がどんどん膨ふくらんでいく。

「どうしたの？　なにがあったの！」

　布団の裾を引っつかみ、力任せにぐいぐいと引っ張る。

「なんでもありません！　大丈夫ですから！」

　フィアは布団をきつく押さえ、必死に顔を隠す。

　その手を無理やりほどき、上からのしかかる格好で布団を引っぺがす。

　そこで、錬は硬直した。

「……見ないで……ください……」

　涙のあとが幾筋も浮き出たフィアの顔。

　透き通るほど白いはずのその左頰ほおが、かわいそうなくらいに赤く腫はれていた。

「……フィ……フィア？　あの、それ……」

「なんでもないんです。あの、ちょっとコップを……」

「コップ──？」

　思わず大声で叫んでしまう。体の下でフィアがびくりと身をすくませる。

「あ、ご、ごめん」呟つぶやき、必死に呼吸を整え「えっと……それ、ぶつけられたの？」

　フィアはかすかに目を伏せ、頰ほおを隠すように顔を背ける。

　それが答え。

　声が震ふるえそうになるのを、必死にこらえた。

「あの子に、やられたんだね？」

　消え入りそうな声が、答える。

「私が……悪いんです……」

　なにが悪いものか、と思った。

　頭の中の血管という血管が、全部まとめて切れそうだった。

　いったいなにがあったのかは知らないが、そんなことはどうでもいい。いや、どんな理由があったって、絶対に許すことなどできない。フィアはあの子にとって命の恩人だ。本当は敵同士なのに、あの子を助けないといけない義理なんてひとつもないのに、それでもフィアは危険を冒してあの女の子を助けたのだ。フィアは徹てつ夜やであの子を看病し、あの子の肺炎を治すために痛いのを我慢して同調し、それで自分には嫌いやな顔をされ、それでもひとことも言い訳せずにあの子のために「ごめんなさい」と謝あやまっていたのだ。

　そのフィアが、どうして、顔にコップをぶつけられて泣かなければいけないのか。

　手のひらに爪つめが食い込むほど強く、こぶしを握り締しめた。

　ベッドから身を起こし、震える息を吐ついた。

「……あの子の部屋……二つ下の階だったよね？」

「錬れんさん？」

「ちょっと……行ってくる」

　許さない。

　絶対に許さない。泣いて謝っても許してなんかやらない。フィアがやられたのとおんなじところをコップでぶん殴って、フィアが殴られたのと違う方のほっぺたはぐーでぶん殴って、それからここに引きずってきてフィアの前で土ど下げ座ざ──

「え？」そこで、思考が途と切ぎれた。

　振り返る。

　布団の裾すそから伸びた少女の手が、錬の腕を力いっぱいつかんでいた。

「待ってください……」今にも泣きだしそうな少女の声。「違うんです。本当に、悪いのは私なんです。……ファンメイさんは怖がってたのに、本当にものすごく怖がってたのに、それなのに私……」

「フィア？」

　赤いほっぺたが、こっちを向いた。

　少女はベッドから身を起こし、「あの」と言いかけてうつむき、何度も何度も迷った末に、ぽつりと呟つぶやくように、

「心を読まれるって……どんな気持ちですか？」

「え……」

　唐突な質問に答えを返すことができない。と、頭の中にかすかな違和感。少女の背から生はえ出した小さな光の翼つばさが錬れんの額ひたいに触れ、自分の物ではない思考が頭の中に流れ込んでくる。少女は気づいていない。意い識しきしてやっているのではない。感情が高ぶりすぎて、同調能力の制御が上う手まくできなくなっているらしい。

　暗い病室の光景が頭に浮かぶ。

　ベッドの上でおびえる黒髪の女の子。それを懸けん命めいになだめようとする自分。女の子の心は恐怖でいっぱい。なんとか会話の糸口を見つけ出そうと不用意な発言を繰くり返す自分。心を読まれていることに女の子が気づく。恐怖が臨りん界かいに達する──

　誰だれだって、他ほかの人には見られたくない感情や、知られたくない記き憶おくを持っている。

　それを勝手に暴き立てるなんて、絶対に許されることではない。

　そんな当たり前のことを、自分はどこかで忘れていた。

　錬や真ま昼ひるや月つき夜よやおかあさんや町の人たちが自分のことを許してくれるから、いつの間にかそれに慣れてしまっていた。

　甘えていた。

　恥ずかしい。

　そんな感情が、翼つばさを介して流れ込んできた。

「フィア、あの……」

　言葉に詰まる。なにを言えばいいのか分からない。天使の翼を通して感情を共有している錬には、フィアが慰なぐさめの言葉を望んでいないことが分かってしまう。あの子は敵なんだから頭の中を見るくらい当然だとか、あの子の体を治してあげたんだから殴られる筋合いなんかないとか、そんな言葉で少女が絶対に納なつ得とくしないことが分かりすぎるくらい分かってしまう。

「えっと、だから……あのね？」

　しどろもどろに意味のない言葉を続ける。こぶしを振り上げたとたんに殴るべき相手がぶっ倒れてしまったみたいな気分。怒りは相変わらずおなかの辺りでぐるぐると渦を巻いているのに、それをどうすればいいのか分からない。たとえあの女の子を殴って謝あやまらせたとしても、フィアはますます自分を責めるだけだ。

「……錬さん」

「え！　な、なに？」

　いきなり名前を呼ばれたのに驚おどろいて、思わず大声を出してしまう。

　と、腕をつかんでいた手が、するりとほどける。

　フィアはまっすぐに顔を上げ、ベッドの縁ふちにきちんと座りなおし、さっきまでの落ち込み顔が噓うそみたいな真剣な目で、

「ファンメイさんのこと、もうちょっとだけ私に任せてもらえませんか？」

　お願いしますと呟つぶやくように言って、ぺこっと頭を下げる。

　思わずため息。

　錬れんはよく知っている。こうなったフィアはとんでもなく手ごわい。

　ベッドに背を向け、床に身をかがめる。

　そこら中に散らばった医い療りようキットの中身を、ひとつひとつ拾い集める。

「あの……錬さん……」不安そうな少女の声。「……ごめんなさい、勝手なことばかりして。でも、でも私、あの人のこと放っておけなくて、あの人、いろんなことがあってすごく傷ついてて、だから……」

　元通りになった医療キットを手に立ち上がり、フィアのとなりに乱暴に腰を下ろす。

　これでもかというほど不ふ機き嫌げんな声で、ぼそりと呟く。

「……納なつ得とく、してないからね」

「え？　あ、あの……」

　フィアの声は、すぐに「わ！」という悲鳴に変わる。

　少女の頭を強引に抱き寄せて、自分の膝ひざの上に仰あお向むけに寝かせる。

「れ、錬さん？」

「ほら、ほっぺた見せて。湿布貼はっとかないとあとが残って大変だよ」

　打ち身用の湿布を取り出し、四角いシートを赤く腫はれた頰ほおにあてがう。

　少女と視線を合わせないように、固定テープをちぎる手元に意い識しきを集中する。

「本当に……もうちょっとだけだからね」

　フィアが息を吞のむ。

　強こわばっていたその顔が、頰とは違う色の紅あかに染まる。

「錬さん──」

「ほら、まだ動かないの」

　起き上がろうとしたフィアの体を、少し強く押さえる。

　腫れて熱を帯びたほっぺたを、湿布の上からそっと撫なでる。

「……僕、怒ってるんだからね」

「はい」

「本当に怒ってるんだからねっ！」

「はい！」

　ふてくされた錬れんの声に、フィアはにっこり微笑ほほえんだ。




　　　　††††††††††††††




　泣くだけ泣いて暴れるだけ暴れたら、少しは頭が冷えた。

　涙と鼻水でぐしゃぐしゃになったベッドの上に座りこみ、布団と一いつ緒しよに膝ひざも抱えて、ファンメイは闇やみをほのかに照らす発光素子の橙とう光こうをじっと見つめた。

　いまだに興こう奮ふん気味の脳みそをなだめすかして、状況を確認していく。脳内時計が告げる時刻は『十月十一日午後三時』、ということは自分は丸二日も眠っていたらしい。意い識しきを失う前の最後の記き憶おくは、雨の中を駆け寄ってくる金髪の少女の姿。あの子がここにいるということは、やっぱり、自分は捕まってしまったのだろう。

　ここ、どこなのかなぁ……

　コンクリート打ちっぱなしの室内をぐるりと見回す。壁かべのところどころにアルファベットと思おぼしき落書きのあとが残っているが、手がかりになりそうなものは見当たらない。ヘイズならただの汚れにしか見えないそんなペンキの痕こん跡せきからたちどころに現在位置を割り出してしまうのかもしれないが、ファンメイにはもちろん無理だ。

「ヘイズ……心配してるかなぁ」

　心配しているに決まっている。それでなくともここしばらくは、病気騒さわぎやらなんやらで迷惑をかけっぱなしだったのだ。勝手に病室を抜け出して勝手に雨の中をふらふらと歩き回って、挙あげ句くの果てに勝手に敵に捕まりましたなんて自分でも情けない。ヘイズとハリーと先生に、ちゃんと謝あやまらないといけないと思う。

　早く帰らなきゃ。

　Ⅰ－ブレインに自己診断を走らせ、頭と体の状態を確認する。『身体構造制御』の動作効率は六〇パーセント程度まで回復し、免疫機構もどうにか正常に働いている。が、炎症を起こした肺組そ織しきの大部分はまだ修復の途中で、深呼吸すると少し痛みがあって苦しい。跳ねたり走ったりの激はげしい運動はできそうにない。となれば『龍りゆう使つかい』の能力を使うしか、

　──遠からず、あの子は人間の姿を──

　頭に浮かんだその言葉を無理やり振り払う。ぐずっと鼻をすすり、ぐいっと目元をこする。しっかりしろと自分を叱しつ咤たする。いまは泣いてるときじゃない。そのことはヘイズのところに帰ってから考えればいい。『人間以外の形に身体からだを変化させると、脳がその状態を記憶してしまう危険がある』と先生は言っていた。なら、形は人間から変化させずに筋力を強化するとか神経系をいじるとかそういう使い方をすれば、病気は悪化しないはずだ。たぶん。

「よーしっ」

　なけなしの気合でカラ元気をつけ、布団を放り出して立ち上がり、右手の指ゆび輪わを強く握り締しめてファンメイは勢いよくベッドから飛び降りた。

　とたんに「ひゃ」と声を上げそうになる。床を覆おおうタイルが素足に冷たい。スリッパとかないのかな、と周囲を見回し、部屋の隅の椅い子すに視線が止まる。

　あの金髪の少女が座っていた、小さなパイプ椅子。

　背もたれにはくたびれた毛布が中途半端にかけられ、足元には医い療りようキットのケースからこぼれたピンセットや空のビンが転がっている。キットの本体は少女が部屋から出るときにもっていった。近寄るな出て行けと叫ぶファンメイに少女は「ごめんなさい！」と謝あやまりながら、逃げるように部屋を飛び出して行った。

　自分が眠っている間に、あの子は、いったいここでなにをしていたんだろう。

　当たり前に考えれば、もちろん捕ほ虜りよを監かん視しするためだ。あの子の正体についてはヘイズもよく分からないと言っていたが、エドワード・ザインに味方している以上は敵であることに間違いないだろう。それなら、自分を捕まえた理由も納なつ得とくがいく。もちろん、自分をヘイズや先生やロンドン軍に対する人ひと質じちにするつもりなのだ。

　当たり前に考えれば、そうに決まっている。

　だけど、そうだとするとあの子の行動はおかしくないか。

　目覚めた自分に「大丈夫ですか？」と聞いてみたり、わざわざ医療キットや水の入ったコップを用意してみたり、自分に「出て行け」と言われておとなしく出て行ってみたり。

「あ……」

　ふと、恐ろしい可能性に気づく。

　あの子は、実は、徹てつ夜やで自分のことを看病してくれていたのではないか。

　自分をここに連れてきたのも、ただ、病気で倒れた自分のことを放っておけなかっただけではないのか。

　そんな都合のいいことあるわけないと、無理やり笑おうとして失敗する。ロンドンで倒れる前に比べると、肺の痛みは格段に弱くなっている。当たり前に考えれば、捕まえた捕虜をパジャマに着替えさせてベッドに寝かせる義理なんてどこにもない。それにあの子は「肺を治すのが大変だった」とかなんとかそんなことを言っていたような気が……

「ち、ちがうの！　ちがうんだから！」

　ぶんぶんと首を振って『あの子いい人説』を頭から追い出す。もし本当にそうだとしたら大変なことになってしまう。なにせ、自分はあの子の顔をコップでぶん殴ってしまったのだ。いまさら「ごめんなさい」ではすまされない。自分だったら絶対に許さない。

　あの子が自分を捕まえたのは、人質に使うため。

　そういうことに、いま決めた。

　足音を殺して扉に歩み寄り、タッチパネルに指を触れる。きちんと外から鍵かぎがかかっていることに、なぜかものすごく安心する。ほんの少しだけ躊ちゆう躇ちよしてから人差し指の爪つめを刃物状に伸ばして硬化させる。このぐらいの変形なら大丈夫だろうと思う。スライド扉の隙すき間まに爪つめをこじ入れ、金属疲労でもろくなった留め金を強引に切断する。

　せーのっ……

　小さく息を一つ、ファンメイは力任せに扉を引き開け、

「……ふぇ？」

　薄うす茶ちや色の髪の男の子が、扉の向こうで無表情に「ぁ」と呟つぶやいた。




　頭の中が真っ白になった。

　男の子に体当たりする格好で部屋を飛び出し、そのまま全力で廊下を駆けだした。

　いきなりの運動に心しん臓ぞうが悲鳴を上げ、肺がぎりぎりと痛む。埃ほこりにまみれたカーペットに、素足がするすると滑って走りにくい。それでも走る。前のめりに転げるようにして走る。頭に血が上ってまともに物が考えられない。

　突き当たりの角を曲がろうとしたとたん、なにかに足をとられてつんのめる。転ぶ寸前のところでたたらを踏み、振り返って『それ』を見下ろす。絨じゆう毯たんを突き破って床のタイルから飛び出した細いワイヤー状の螺ネ子ジが虫かなにかのようにこっちに先端を構え、そのずっと向こうから男の子が小さな体を精いっぱい大きく動かして走ってくる。マズい。回れ右してとにかく走る。左右の壁かべから次々に生はえ出してくる螺子の攻こう撃げきをかいくぐり、ただひたすらに前に進む。角があったらとりあえず右か左、階段を見かけたらとにかく上、自分がどこにいるのかなんてさっぱり分からない。肺の痛みがますますひどくなる。苦しくてまともに走れない。いつまでたっても男の子を振り切れない。このままじゃ追いつかれる。まだ刃物の形をしている爪つめで螺子の攻撃を斬きり払い、もう幾つ目か分からない角を右に、

「え？」

「あ……」

　二人分の声が、交差した。

　医い療りようキットのケースと女の子用の服をひとそろい抱かかえ、左の頰ほおに大きな湿布を貼はり付けて、金髪の少女が曲がり角の向こうで立ちすくんでいた。

　ほとんど脊せき髄ずい反射で体が動いた。刃物の爪がついていない方の左手で、少女を力任せに突き飛ばした。体勢を崩した少女は小さく悲鳴を上げ、受身らしい受身もとれないまま背中から壁に倒れこみ、

　ごいん。

　ものすごく、いい音がした。

「だ、だいじょうぶ──？」

　思わず慌てた声を上げてしまう。なにもそこまでやるつもりはなかったのだ。とっさに手を伸ばして崩れそうになった体を支えるが、少女はぐったりと動かない。どうやら、変なところをぶつけてしまったらしい。少女の体を抱きかかえ、振り返った視界が男の子の姿を捉とらえる。薄うす茶ちや色の瞳ひとみを少しだけ見開き、男の子がこっちに駆け寄ってくる。どうしようどうしようと頭の中が真っ白になる。無む意い識しきに三歩後ずさり、背中が冷たい感触を捉える。肩越しにちらりと振り返って見れば、非常用と思おぼしき小さな扉。後ろ手に取っ手を探り当て、勢いよく引き開け、少女の体を抱えて背中から扉の向こうに飛び込んだ。

　ここまで十メートルという所で、男の子が「ぁ」と声を上げた。

「……うそ」

　扉の向こうには、床がなかった。

　体がバランスを失い、とっさに伸ばした手が扉の縁ふちをつかみそこね、あとはただ、闇やみの中をまっさかさまに落ちていくだけだった。
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　腹を刺されたぐらいで動けなくなるとは情けないと、冗談めかしてリチャードは言った。

　まったくその通りだと、ヘイズも思った。

　研究棟の廊下を血まみれで這はいずっているところを駆けつけた警けい備び兵へいに発見され、速攻で医務局に担ぎこまれた。少年のナイフによって受けた傷はヘイズの腹部をほぼ貫通し、背中の五センチ手前にまで達していた。出血多量で昏こん睡すい状態に陥ったヘイズの体はすぐさま生命維持槽そうに放り込まれ、ショック症状が治まったのが確認されるや緊きん急きゆう手術となった。幸いなことにナイフの一いち撃げきは腸管と腸管の隙すき間まを巧妙にすり抜けており、他ほかの臓ぞう器きにも損傷は見られなかった。

　手術から二十四時間後には、無事に意識も回復。

　一般病室に移されたヘイズを待っていたのは、研究棟から盗み出された膨ぼう大だいな資料に関する報告と、ファンメイが行方ゆくえ不明になったという内密の連絡だった。

「……くそったれ」

　呟つぶやく声は風に吞のまれ、灰色の空に溶けて消えていく。見上げた先に広がる第二〇階層の天てん井じようは、手を伸ばせば届きそうなほど近い。一般市民の入院施設を兼ねた医務局本部は高層建築が立ち並ぶ外周区画の中にあってもひときわ高く、全周を透明な強化ガラスのフェンスに覆われた最上階からはロンドンの街並みが一望できる。

　パイプむき出しの天てん蓋がいに薄く切り取られた、直径二〇キロメートルの広大な箱庭。

　医務局本部はそのちょうど北端に位置し、第二〇階層の円形の街並みはヘイズのちょうど目の前で東側の軍事区画と西側の市民居住区に大きく切り分けられている。

　人工照明の白光に照らされて、街は昼の世界。水平線の果てまで一直線に延びる大通りはゴミ粒のような人の群れにあふれかえり、その頭上に浮かぶ交通標識の合間を縫ぬうようにして無数のフライヤーが雲うん霞かのように飛び交い続ける。遥はるかかなたに幻のように霞かすむのは二〇階層のもう一方の『果て』。零下四〇度の大気も止やむことのない吹雪ふぶきも、『マザーシステム』という名の壁かべを貫き通すことはできない。

　たとえ外の世界が滅び去ったとしても、ここは、いつまでもこのままであり続けるのかもしれない。

「……平和だな」せいぜい皮肉っぽく呟つぶやき、振り返る。「先生もそう思わねぇか？」

　白衣の男は無言でエレベータホールの扉をくぐり、ヘイズのとなりに進み出る。手に持った缶コーヒーをこっちに押し付け、自分はくわえタバコで街を見下ろし、ため息のように紫煙を吐き出し、

「目もく撃げき者しやが出た」

　あやうく、コーヒーの缶を取り落とすところだった。

「ファンメイか？」

「断言はできんがな」リチャードは視線を窓外に向けたまま「第八階層の市民が数人とポートの作業員がひとり、金髪の女の子が別な黒髪の女の子を抱えて走り去っていったと証言してる。黒髪の方はずぶ濡ぬれで、どこかの入院患者のような服を着ていたらしい。……時間と状況から考えると、その『金髪の女の子』が制御システムにハッキングをかけた犯人って線で間違いない」

　システム管理部の調査によって、二日前に軍司令部で発生したシステム暴走とそれに続く二〇階層全域の大規模な停電は、第八階層の公共端末からシティの中枢ネットに侵入した何者かの仕業であることが判明している。ネット防ぼう壁へきの管理体制をめぐって司令部とシステム管理部の間に一ひと悶もん着ちやくあったらしいが、犯人が本当にあの少女なら、どのみち通常のハッキング対策など紙切れ一枚の役にも立ちはしない。

　そして、その少女が抱えていたという、もうひとりの黒髪の少女。

　ファンメイ以外の誰だれかだと考えるには、時間と状況が符合しすぎていた。

「……最悪だ」

　吐き捨てるように呟く。そもそもなぜ、ファンメイはずぶ濡れで雨の街を歩いていたのか。病人着姿の少女が裸足はだしのまま研究棟の玄関を飛び出していったという話は、当直の警けい備び兵へいから聞いている。あの日、病室で目を覚ました少女は担当の医師の目を盗んでベッドを抜け出し、どこかに向かった。それらしい女の子が昼食を二人分持って廊下を歩いているところを、数名の研究員が目撃している。

　ファンメイがどこに向かい、そこでなにを聞いたのか、考えるまでもない。

　はらわたが煮えくり返りそうになる。

　なぜ自分は、あのとき、あの扉の向こうに立つ少女の存在に気づかなかったのか。

「そう、情けない顔をするな」リチャードの手が、軽く肩を叩たたく。「とりあえず、あの子が生きている可能性が出てきただけでも良しとしろ。連中がなんの目的であの子を捕えたのかは分からんが、潜せん入にゆう作戦の最中にわざわざ死体をかついで逃げるバカはおらん」

「……そーだな」

　うなずき、息を吐つく。たしかにそれは、この状況で数少ない明るい材料だ。潜入作戦の最中に敵を捕えるというのも十分ばかげた話には違いないが、わざわざ自分が始末した相手の死体をかついで逃げていたと考えるよりはまだしも現実味がある。

　ファンメイが生きているのなら、自分のやるべきことは決まっている。

　今は、反省だの後悔だのをやっているときではない。

「ってことは、だ」右手の指を軽く弾はじき、無理やり思考を切り替える。「問題はあいつらの行き先だな」

　そういうことだ、とリチャードはうなずく。

　フェンス越しの街を見下ろし、ぷかりと紫煙を吐き、

「レコーダーの解析結果は見たか？」

　先日の襲しゆう撃げき事件の際にシステムダウンさせられた第二〇階層の防ぼう衛えい機構は、すべてが死んだわけではなかった。もちろんシティの中枢ネットに管理されている大多数の監かん視しカメラや警けい報ほう系統は使い物にならなくなったわけだが、いくつかの記き録ろく装置は万が一の場合に備えて完全に独立な形で配置されており、その中には音声や映像データの断片がかろうじて残されていた。

　システム管理部の解析によって得られた、エドワード・ザインの目的。

　それは、驚おどろくべきものだった。

「……ま、一通りは」

　自己成長する生体コンピュータである『世せ界かい樹じゆ』は、種の段階で書き込まれたプログラムに従って成長し、あらかじめ定められたサイズに成長したところで、与えられた命令を達成するために情報制御演算を開始する。樹きのサイズを大きく設定すれば必然的により高速な演算、より高度な情報制御を行うことができるが、そのぶん最初に種に与えるプログラムにもより高いレベルの精度が求められるようになり、成長に失敗した世界樹が枯死する危険も増していく。

　ロンドンの研究員たちがマザーコアの代用品として利用するために想定していた世界樹のサイズは、高さにしておよそ一〇〇〇メートル。

　対して、エドワード・ザインが計画した世界樹の大きさは、三万メートル。

「けどよ先生。んなこと、マジでできんのか？」

　シティの全高のおよそ三倍に成長した世界樹は、高度二万メートル付近に広がる遮光気体の雲を貫いて上空に達する。世界樹はその圧倒的な演算速度で雲海内部を満たす電磁場のノイズをはね除け、雲を情報の側から分解して空を浄化する。

　空を覆おおう雲を分解し、世界に青空を取り戻す。

　確かにそれは、世界中の人間が望んで止やまない、夢だ。

「理論上はな」リチャードはほとんど灰だけになったタバコを指先でもてあそび「だが、実現性となると話は別だ。似たような計算は以前にうちの研究部でもやったことがあるが、そこまで世せ界かい樹じゆが成長できる確率はせいぜい五パーセント。賭かけと呼ぶには分が悪すぎる」

「上層部うえの連中は？」

「解析結果の処分命令が来た。さっさと世界樹を次のマザーに据えないとロンドンうちはもう限界だからな。『青空がどうの』なんて話が出回って、夢を見るバカがこれ以上出てきては困る、ってところだろう」

「そりゃそーだな」

　それが冷たい考えだと、ヘイズは思わない。もちろん世界に青空が戻ればそれがベストな結果なのは間違いないが、一方で、世界樹を使えばシティ・ロンドンに住む九五〇万の人間を確実に救えるのもまぎれもない事実なのだ。

　わずかな可能性を信じて世界の再生を試みるのも一つの解なら、確実に救える目の前の人間を救うのも一つの解。どちらが正しいわけでも、間違っているわけでもない。

　そして、世界樹の種はこの世にただ一つしかない。

「あの種、複製とかできねーのか？」

「それができれば苦労はせんよ」リチャードの口元に、苦い笑みが浮かんだ。「うちの研究部でもかき集めた資料から世界樹が作れないかといろいろやってみたんだが、どうもうまくいかん。研究記き録ろくを調べた限りでは、あの種はほとんど偶然の産物だったらしい」

　なかなか、都合よくは行かんな。

　そう呟つぶいて、リチャードはタバコの吸殻を指で弾はじいた。

　幾いく重えにも連なる鐘の音が、唐突にシティの空を震ふるわせた。医務局から三ブロック隔てた一角にそびえ立つ巨大な時計塔が、午後三時の到来を告つげていた。週に一度の定時降水の時間。強化ガラスのフェンスが目の前をせり上がり、透明な壁かべと天てん井じようを形成して最上階全体を包む。

　眼下に広がる街並み、その見渡す限りを行き交う人波がいっせいに動きを止め、次々に傘を開いていく。

　高度三〇〇メートルのこの場所から見下ろすと、赤や青や黒の傘は互いに溶けあい、複雑な色彩の流れをなしてシティのすべてを網のように覆おおい尽くしている。

　空から落ちてきた水滴が一粒、強化ガラスの壁に跳ねる。

「……そろそろ、か」

　ぽつりと、リチャードが口を開いた。

　顔を上げたヘイズの鼻先に、カード型のオペラグラスが差し出される。リチャードは窓の向こうに顔を向けたまま、「十四時方向、外周の近くだ」と呟く。反射的にオペラグラスをそちらに向け、倍率を最大まで上げる。

　なんだ……？

　第二〇階層南西部、市街地を貫く大通りの外れ。

　立体映像のプラカードや横断幕を掲げた市民と思おぼしき一団が、食しよく糧りようセンター前の広場を埋め尽くしていた。

　その数およそ一〇〇〇人。男、女、老人、若者──年も性別も人種もまちまちの一団は互いに手をつなぎあわせ、『軍隊は要いらない』『市民に安定した食糧供給を』と書かれた立体映像を頭上に大きく表示して、食糧センターの白い外がい壁へきを包囲しつつあった。彼らは口々に何かを叫んでいたが、その声が二〇キロ離れたこの場所まで届くはずもなかった。

「おい、先生……」

「このところ、週に一度はこの調子だ」淡々としたリチャードの声「どうも、政府が大量のエネルギーや資源を軍事に割さいているのが気にいらんらしくてな。そんな余裕があったら食糧を増産しろというのが連中の主張だ」

　暇な奴やつらだ、とリチャードは笑う。答を返す間もなく、オペラグラス越しの光景に変化が現れる。駆けつけた軍警けい備び部隊の装甲フライヤー数台が広場の上空に停止し、ここまで聞こえるくらいの大音量で眼下の市民に警告を発する。みなさまの行為はシティ・ロンドン自治法第一七六条六項により禁止されています、すみやかに騒そう乱らん行為を中断し警備部の指示に従ってください──若者の一人が上空のフライヤーに向かって石を投げ、それを合図に沈ちん黙もくしていた人々がいっせいに声を上げ始める。一〇〇〇人近い市民が拳を握って頭上につきだし、帰れという唱和がシティの空に響ひびく。フライヤーの下部に光る砲塔が眼下を照準し、おそらくは閃せん光こう弾が投下される。広場が一いつ瞬しゆんだけ激はげしい光に包まれ、動けなくなった市民の頭上から警備部隊数個小隊が降下を開始する。

「……ここシテイも、平和にはほど遠いということだ」

　リチャードの手が、オペラグラスを取り上げる。

「マザーシステムの機能低下に伴って食糧生産も不安定化しててな。市民の間に不安が広まってる。最も劣化の激しい第二階層ではすでに最低限の食糧供給も不可能になって、他ほかの階層のプラントを超過稼か働どうさせてる状態だ」

　言葉を切り、苦笑するように息を吐ついて、

「いっそ、連中の言う通り軍部へのエネルギー供給をカットしてみるか」

「ま、そりゃひとつの手だな」

　軽口で応じる。もちろんそんなことができるわけはない。自治軍の戦力が縮しゆく小しようされるようなことがあれば、遠からずロンドンは他のシティの攻こう撃げきにさらされることになる。ロンドンが保有している大戦前のシステムや生産プラントの類たぐいは他国にとっては貴重な物だし、周辺のわずかばかりの地熱発電プラントにしてもこの世界にあっては何にも代え難がたい生命線だ。

　大戦から十年。市民かれらがどう思おうと、戦争は今も続いている。

「マジな話、ここのマザーシステムはどのぐらい保もちそうなんだ？」

「良くて半年だな」街から視線を外すことなく、リチャードは答える。「軍が保有している量産品の魔ま法ほう士しでは代わりは務まらんし、コアに適した新しい実じつ験けん体を開発できる目め処どもない。ロンドンの全システムを集約して代行運用させるとして、どうあがいても一ヶ月が限界。ようするに……」

「なにがなんでも世せ界かい樹じゆを取り返せ、ってことか」

　そういうことだ、とリチャードはうなずく。

　ポケットから新しいタバコを取り出し、ふと口を開く。

「……エリザベート・ザイン、な」

「あ？」

「かつての、私の師だ」

　初耳だった。

　思わず、リチャードの横顔をまじまじと見つめた。

「ああいうのを紙一重の天才と言うんだろうな。人間としてはともかく、科学者としては間違いなく最高中の最高だったよ。『実践など必要ない』ってのが口くち癖ぐせで、とにかく理屈さえこね回していればそれで満足でな」

　リチャードは小さく息を吐つき、

「私には、それが歯がゆくて仕方がなかった」

　苦笑交じりに呟つぶやいたその顔に、ヘイズは闇やみを見たと思った。

　エリザベート・ザインは大戦の勃発後すぐに世界の表舞台から姿を消しているはずだから、彼女に師事していたというならそれは大戦前の話だろう。大気制御衛えい星せい暴走事故の時もリチャードは彼女の下にいたはずだし、この男のことだから世界のために力を尽くすべきだと師を説得したことだろう。

　望めば人々を救えるだけの力を持ちながら、世界を一切顧かえりみることなくただ己の研究にすべてを捧ささげた師。

　そんな彼女の背中を、リチャードはどんな思いで見送ったのだろうか。

「先生……」

「ま、そんなわけでだな」

　口を開きかけたヘイズを、リチャードの声が遮った。

「彼女の作った魔法士がロンドンにいると聞いたときは、腹の底から驚おどろいたわけだ」

「……それで、軍に雇われる気になったってわけか？」

　浪花なにわ節ぶしだがな、とリチャードは笑った。

　タバコに火をつけ、ゆっくりと一服吸い込んで煙を吐き出す。

　この話はここまでだとでも言うように、うむ、とひとつうなずく。

「とにかく、軍の連中も知らんような彼女の研究資料についても二、三は心当たりがある。まずはその辺から当たってみるつもりだ」

　話が目の前の問題に戻ったことにほっとして、ヘイズはうなずいた。

「ならオレも──」

「お前さんはさっさとその怪け我がを治せ」

　リチャードはタバコをくるりと回し、軍服の裾すそから覗のぞく包帯を指示棒のように示した。

「なにか進展があれば連絡する。お前さんはしばらく養よう生じよう……」

　するわけがないな、と呟つぶやき、エレベータホールに向かって歩き出す。

　その背中に、ヘイズは声をかける。

「無理はほどほどにしとけよ。もう若くねーんだから」

「……世の中ってのは上う手まくできててな」

　白衣の裾を翻ひるがえし、リチャードが振り返る。

　苦笑する。

「人にできないことができるヤツは、人より苦労することになってるらしい」




　　　　††††††††††††††




　気絶した少女を腕に抱えてさえいなければ、選せん択たく肢しは山のようにあった。

　たとえ体の変形ができなくても、たかだか数百メートルの距離を落下するくらいのこと、龍りゆう使つかいにとっては危険でもなんでもなかった。

　途中の壁かべに体をぶつけて適当に速度を落としてもいいし、着地の瞬しゆん間かんに腕や足をクッションにしてもいい。極端な話、頭さえ無事に守れるならそのまま何もせずに地面に叩たたきつけられたってかまわない。神経パルスを制御すれば痛みなんて感じないし、Ⅰ-ブレインが働いていればどんな怪我も一瞬で修復できる。今は調子が悪いからそこまででたらめな回復力は発揮できないにしても、放っておけばどんな怪我でも治ることに変わりはない。

　自分ひとりなら何の問題もない。

　だから、ファンメイは最後まで迷った。

　時間にすればほんの十秒足らずだった。指先のすぐそばに見えていた非常扉の明かりは、声を上げる間もなく闇やみに吞のまれて消えていった。広く、深く、地球の中心まで繫つながっているかのような円筒形の闇。鉛色の金属板に覆おおわれていた周囲の壁はすぐにむき出しの土へとその姿を変え、ごつごつした表面には大きな蛇が這はったような波模様がどこまでも刻まれ、大人おとなが立ったまま入れるくらい大きな横穴がそこかしこに口を開けていた。

　耳元で、風がうなりを上げた。

　腕の中の少女が小さく声を漏もらし、風に巻き上げられた金髪がファンメイの頰ほおを撫なでた。

　魔ま法ほうが使えなければ、この子は普通の人間となにも変わりない。

　このまま落ちたら、この子が死んじゃう。

　考えるより早く、Ⅰ-ブレインが動いた。

（身体構造改変）

　右腕一本で少女の体を支え、左腕を頭上に突き出した。Ⅰ-ブレインと『黒の水』の行動原理が一致し、頭の中に淀よどんでいたもやのようなノイズがかき消えた。左の肩から先を黒いコウモリの翼つばさに変え、さらに薄うすく大きくパラシュートのように展開する。

　翼がふわりと風をはらみ、落下速度を和らげる。

　闇やみの中をゆっくりと下り、翼の一部を爪つめに変えて壁へき面めんに突き立て、適当な横穴に体を飛び込ませる。

　もろくなっている入り口部分を避さけて少し奥に入り、少女の体を下ろして壁かべにもたれさせ、小さく息を吐つく。

　瞬しゆん間かん、待ち構えていたように「それ」がやってきた。

　──だめ！

　いきなり跳ね上がりそうになった左の翼を、ファンメイはかろうじて右手でつかんだ。本来あるべき姿を取り戻した黒の水が、主あるじの命令を無視して暴走を始めた。あまりの力に右手を弾はじき飛ばされそうになり、とっさに壁に体を押し付けて左の肩から先を押さえ込む。翼の形を失った左腕は無数の黒い触手に姿を変え、ファンメイの体と壁の間に挟まれたまま別な生き物のようにうごめいている。Ⅰ-ブレインのコマンドが弾かれる。体中の力をかき集めて、のたうつ左腕を必死に押しとどめる。

　押さえきれない。

　触手の一本がとうとう拘こう束そくを抜け出し、先端を大きく振りかぶってファンメイの体を横殴りに打ち据える。吹っ飛ばされたファンメイは土ぼこりを巻き上げてテラスの地面に倒れこみ、殴られた右腕を押さえてうめいた。

　拘束から解き放たれた触手の群れが、蛇のようにかま首をもたげる。脳の奥から染み出した闇が、意い識しきを真っ黒に塗りつぶしていく。

　ファンメイは必死に身を起こし、その体がぐらりとよろけ、

「え……？」

　誰だれかの腕に、背中を抱きとめられた。

「大丈夫ですか？」

　大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみが、心配そうにこっちの顔を覗のぞきこんでいた。

　新たな攻こう撃げき目標を見つけ出した触手が、四方八方から少女とファンメイを取り囲む。無数の触手は先端を槍やりのように尖とがらせ、バネのようにその身をたわめる。

　──危ない！

　そう叫びかけたファンメイの目の前を、一条の光が走る。周囲に満ちた闇を跳ね除のけて、光の束が盾のように触手の前に立ちふさがる。銃弾に匹敵する速度で撃うち出された触手の槍は光に触れたとたんにその力を失い、怯おびえたように身を引いてそのまま動かなくなる。

「あ……あれ？」

　少女の背から生はえ出した、一対の光の翼つばさ。

　マンガに出てくる天使みたいなその羽が、守るようにファンメイの体を包みこんでいた。

（思考ノイズを検出。外部接続防ぼう壁へきに異常を感知）

　頭の中に見覚えのある警けい告こくが表示され、反射的に体がこわばる。そのメッセージで、今の手品のタネが割れる。少女の能力、同調支配による他者の制御。おそらくは、防壁の緩ゆるんだファンメイのⅠ-ブレインを経由して黒の水の論理構造に同調し、攻こう撃げき行動を強制的に中止させているのだろう。

　少女が目を閉じ、深く息を吐つく。たったそれだけのことで、触手に殴られた右腕の痛みが噓うそのようになくなっていく。光の翼がふわりと震ふるえる。それが脳内に侵入した情報構造体が見せている幻なのだと、やっと気づく。

　不ふ思し議ぎと、怖さは感じない。

　……やっぱり、この子、わたしのこと助けてくれたのかなぁ……

　霞かすみがかかった頭で、ぼんやりとそんなことを考える。

「とりあえず右腕だけ治しましたけど、大丈夫ですか？」

　少女の声に、はっと我に返る。「安心してください」とでも言うような少女の笑顔に、思わず、ふん、と視線をそらす。騙だまされるもんかと自分に言い聞かせる。この子は敵だ、敵だ、と必死に頭の中で繰くり返す。

　他ほかに、どんな態度をとればいいのか分からない。

「……お願いですから、怒らないでください」今にも泣きだしそうな少女の声「ごめんなさい。かってに頭の中に入って。……でも、本当にどうしようもないんです。私の能力ってどうしても人の情報をかってに取り込んじゃって……普ふ段だんは記き憶おくとか見ないように気をつけてるんですけど、でも病気とか怪け我がとかの治ち療りようの時にはどうしても深く同調しないといけないから……それで……」

　声はどんどん小さくなっていき、最後にはかすれて聞こえなくなってしまう。

　それでも、ファンメイは答えない。少女の顔を見ようともしない。

　大きな湿布が貼はり付けられた少女の顔が、まともに見られない。

「……本当にごめんなさい」少女は呟つぶやき、ふと気づいたように「……あの……ここ、どこですか？」

　あまりにも当然なその問いに、びくりと体が震える。そうだった、少女は気を失っていたのだから、どうしてこんな得え体たいの知れない場所にいるのか分かるはずがない。だけど、それを説明するためには、自分が少女に対してやったことも黙だまっているわけにはいかない。

　わたし、この子を壁かべに突き飛ばして気絶させて……

　混乱したファンメイは、とっさに、子供のような言い訳を口にしてしまった。

「……知らない」

「え……あの、でも」困ったような少女の声。

「知らないったら知らない！」ほとんどやけっぱちで叫ぶ。「そんなに知りたいなら、頭の中でもなんでもかってに覗のぞけばいいでしょ！」

　好き勝手に言い捨てて、そっぽを向いたまま目を閉じる。

　と、少女の手が、頰ほおに触れた。

「わかりました……」少女は真剣な顔でこっちを覗きこみ「私も、ちゃんと責任をとります」

「え？」

　なにを言われたのか分からない。ファンメイは思わず目を開け、少女の顔を見上げ、

（大容量データの転写を確認）

　いきなり頭の中に出現したデータの山に、声を失った。




　──初めに感じたのは、培ばい養よう槽そうの中で目を覚ました瞬しゆん間かんの、暖かな羊よう水すいの感触だった。

　それから、研究員たちの声と、ガラス筒の周囲の計器類が放つかすかな電子音。ガラスの内ない壁へきに映りこむ金色の髪の少女の顔。周囲から無差別に流れ込んでくる、自分の物ではない『心の声』。

　マザーコアの験けん体たいとして生み出された少女にとって、世界は決して、優やさしいものでも暖かいものでもなかった。

　ともに生み出された仲間たちは次々に消えていき、ほどなく、少女は一人ぼっちになった。

　絶望に凍った少女の心を融とかしたのは、一人の老婆だった。老婆は少女を自分の娘のように扱い、ついには、少女のために世界を敵に回した。

　大切な人との出会い。大切な人との別れ。一度は死を決意した日。崩ほう壊かいする街。その中から立ち上がり、歩き始めた自分。

　苦しかったこと、悲しかったこと、うれしかったこと、楽しかったこと。

『四番フイア』と呼ばれた少女の四年分の記き憶おくは、一秒にも満たないわずかな時間でファンメイの意い識しきを駆け抜けて行った。

「……見えましたか？」少女──フィアが小さく笑う。

　ファンメイは答えなかった。

　ぽかんと口を開けたまま、少女のエメラルドグリーンの瞳ひとみを見つめた。

「あの……ファンメイさん？」

「……ば……」

「ば？」

「──ばかぁっ！」

　ファンメイは、少女の腕の中から飛び起きた。

　触手のままの左腕を右手で押さえ、肺にたまった空気をいっぺんに吐き出し、少女の顔を真っ向からにらみつけた。

「ばかでしょ！　あんたばかでしょ！　なに考えてるの？　なんでそんな大切なものわたしに見せるのよぉっ！」

「ファンメイさん？　あの、ごめんなさい。……そうですよね。こんなことくらいで許してもらえるわけ……」

「ちーがーうーのっ！　ぜんぜん違うの！」

　かんしゃくを起こした子供のようにぶんぶんとかぶりを振る。

「なんでそんなに優やさしいのよ！　そんなのおかしい！　わたし、あんたのこと叩たたいたし、いっぱいひどいことも言ったし、それに、それにそれに！」

　わたし、敵なのに！

　声にならないその叫びに、少女はにっこり微笑ほほえんだ。

　そっと手を伸ばし、ファンメイの頭を自分の胸に抱きこみ、

「苦しいって泣いてる人に、敵も味方もありません」

　……目の前が、くしゃりと歪ゆがんだ。

　瞳ひとみの奥から涙が溢あふれ出し、それはたちまち頰ほおを伝って流れ落ちた。
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「これは、ある人に教わったんですけど」少女の手が、ファンメイの髪に触れる。「人間は、ばかなことをする生き物なんだそうです」

　頰ほおを涙でぐしゃぐしゃに濡ぬらしたまま、ふぇ？　と首を傾かしげる。

「人間の一番すごいところは間違った答えを出せることだって、その人はいつも言ってます」少女は、ファンメイの体を自分の膝ひざの上にそっと横たえる。「機械は途中でどんなに間違っても最後には正しい答を出してしまうけど、人間はいつまででも迷って、間違った答のままどこまでも走っていって、時には間違っていたはずの答を正しいものにしてしまう。だから、人間は機械よりもすごいんだそうです」

「……よく、わかんない」

　少女は「私にも分かりません」と笑い、触手と化したままの左腕に触れた。

「上手く行くかどうか分かりませんけど、これも治してみます。防ぼう壁へきをもう少しだけ解除してもらえますか？」

「……うん」

　ファンメイはうなずき、目を閉じた。

（「絶対情報防御」終了）

　天使の翼つばさのイメージが、意い識しきをやわらかく包んだ。







　　第六章　夢見る人形　～Which way to go～







　──人形。

　螺ネ子ジの槍やりに心しん臓ぞうを貫かれる寸前、男は、少年のことをそう呼んだ。

　生まれて初めて聞くその言葉を、少年は忘れなかった。

　男は少年のことを「人形使い」と呼ぼうとしたのだろう。が、そんなことは少年にはわからなかった。「人形」という言葉も「人形使い」という言葉も、少年は知らなかった。

　ただ、男が最後に見せた射い殺ころすような目だけが、いつまでも少年の心に突き刺さっていた。




　シティ・ロンドンのネットにアクセスして「人形」という言葉について検索した。Ⅰ－ブレインに接続された脳内活動記き録ろく用の回線をさかのぼり、一般市民用のデータベースに侵入した。軍の研究員たちは少年がそんな行動に出るとは全く予想しておらず、生命維い持じ槽そうと外界をつなぐネット回線には内部から外部への接続を阻そ害がいするような防壁はいっさい設もうけられていなかった。

　少年はかつてエリザの手伝いをしていた頃ころのようにアクセスの痕こん跡せきを一つ残らず消しながら、集められる限りのデータをかき集めた。手に入れた情報のほとんどは少年には理解できないもので、その意味を調べるためにはさらに膨ぼう大だいな時間が必要だった。

　長い時間をかけて、多くのことを、少年は学んだ。

　人形──人の形をした作り物。人に似せて作られた人ではない物。自分の意志を持たない者。自分の意志では動けない者。玩がん具ぐ、道具、飾り物……

　膨大な資料の一つ一つは、すべて、少年自身のことを指しているように思われた。

　とりわけ少年の注意を引いたのは、からくり人形について書かれたいくつかのファイルだった。螺ネ子ジとバネと歯車で動く、何百年も昔の機械仕掛けのおもちゃ。決められたとおりに決められた動きをこなすことしかできない、誰だれかに螺子を巻いてもらわなければ指一本動かすことができない、ただそれだけの機械。

　……少年は、「人形」について調べるのを止やめた。

　生命維い持じ槽そうの羊よう水すいの中で微睡まどろみながら、少年は、初めてエリザの夢を見た。




　事件が起こったのは数日後、作戦行動の最中のことだった。

　その日、いつものように『ウィリアム・シェイクスピア』を駆ってイギリス北部のとある町を襲おそった少年は、通信素子の向こうの士官に命じられたとおりに、住人を手当たり次第に串くし刺ざしにしていった。

　虐ぎやく殺さつの開始から五分が過ぎ、通りという通りに動く物がなくなった頃ころだった。シェイクスピアのセンサーが、町はずれの小屋の陰に二人分の熱源を捉とらえた。少年は螺子の一本をその場所に走らせ、流体金属メルクリウスの伝える情報が少年の脳内に熱源の正体を描いた。

　少年と同い年ぐらいの子供を抱きかかえた、金髪の女だった。

　ゆっくりと螺子を近づけると、女は子供を背中に押しやってまっすぐ螺子に向き直った。やれるものならやってみろ、とでも言うように両手を大きく広げ、白銀色の螺子の先端を真っ向からにらみつけた。

　少年が螺子の照準を女の心しん臓ぞうに定めたときだった。女の背中に隠れていた子供が、いきなり螺子の前に飛び出してきた。女がなにかを叫び、子供は激はげしく首を振った。薄うす茶ちや色の瞳ひとみに、同じく薄茶色の髪。子供は持っていた石を螺子に投げつけ、女を守るように螺子の前に立ちふさがった。

　おびえたように、螺子が退いた。

　わけの分からない衝しよう動どうが、少年の中に生まれた。

　金色の髪の女と、薄茶色の髪の子供。

　エリザと同じ、金色の髪。

　そこに、見覚えのある髪飾りが光っていた。

　──人形。

　男の声が、耳元で聞こえた。




　二一九八年三月二〇日、少年はいつものように任務を終え、シティ・ロンドンに帰き還かんした。

　ウィリアム・シェイクスピアのメモリーに記き録ろくされた町の住民の数は、実際よりも二人、少なかった

　少年が犯した命令違反に、気づく者はいなかった。




　　　　††††††††††††††




　真球形のガラスの培ばい養よう槽そうが、透明な液体で満たされる。培養槽といえば普通はピンク色の羊水に満たされている物だから、改めて見るとなんだかものすごく変な感じだ。当たり前の水に窒ちつ素そやリンなんかの無機塩類を溶かした、どこの耕作プラントでも使われているしごく当たり前の水耕用栄養水。いくら自己成長型の生体コンピュータでも、発芽するまでは普通の植物と同じ栄養が必要らしい。

　子供が中にすっぽり入れるくらい大きなガラス球にはパイプやら電極やらがこれでもかと言うほど接続され、その周囲を端末と計測機器の壁かべがぐるりと二重に取り囲んでいる。

　ライトの光を乱反射して虹にじ色を纏まとうガラス球の中心には、小指ほどの大きさの、細長い種。

　種子の本体に当たる部分は五ミリにも満たない小さな粒で、そこから伸びた羽状の組そ織しきには葉脈のような論理回路が稠ちゆう密みつに刻み込まれている。その全体を覆おおうのはつやのある金属質な銀色で、光の当たり加減によってときおり強いきらめきを放っている。

　自己成長型生体コンピュータ『世せ界かい樹じゆ』──その、種。

　最後にもう一度だけ頭の中で手順を確認し、錬れんは傍かたわらのエドを見下ろした。

「それじゃ、始めるよ」

　エドは答えない。球形の水槽に浮かぶ銀色の種をじっと見つめる。もう一度「エド？」と声をかけると薄うす茶ちや色の瞳ひとみがようやく動く。小さな人形使いは相変わらずの無表情でこっちを見上げ、こくっとうなずいた。

「エド、返事は『はい』。覚えてる？」

「……はい」

「よしっ！」

　大きくうなずき、エドの髪をくしゃくしゃと撫なでる。培養槽からいちばん遠い端末に歩み寄り、外部入力端子に有機コードを差し込んでもう一方の端をエドに手渡す。

「それじゃ、お願い」

「はい」

　エドは小さな声で答え、コードの先端をうなじに押し当てる。有機細胞によって構成された端子が融とけるように皮ひ膚ふに潜もぐり込み、エドのⅠ－ブレインとこの部屋のシステムを直結させる。ディスプレイが瞬しゆん時じに文字列に埋め尽くされ、部屋全体が低い唸うなりをあげ、

「……あれ？」

　培ばい養よう槽そうの真っ正面の端末が、ぽふんと煙を噴ふいた。

「エ、エド！　待って、ちょっと待って──！」

　エドは「あ」と声を上げたまま動かない。大あわてで小さな体を抱き寄せ、有機コードを端子から引き抜く。別なコードを取り出して自分のⅠ－ブレインを端末につなぎ、培養槽を取り巻く制御システムに侵入。思考ループに陥っているプロセスを片っ端から強制終了し『世せ界かい樹じゆの種』とシステムをつなぐ回線を一つ残らず切り離して、とどめとばかりに待機状態にある残りのプログラムをまとめて初期化する。

　有機コードを首から引き抜き、大きく息を一つ。

　煙を噴いていた端末が、空気が抜けるような音を残して『落ちた』。

「おかしいなぁ……」

　どこが間違ってるんだろ、と首をかしげる。さすがに五回目ともなると、がっかりする気も起こらない。と、くいくいと右袖そでを引っ張られる感触。見れば、エドがうなじに有機コードをぶら下げたまま、ぺこぺこと懸けん命めいに頭を下げている。

「あー……だから、エドは悪くないんだってば」

　どちらかというと錬れんの方が悪い。実じつ験けん開始からはや一週間、世界樹の種に成長サイズや稼か働どう目的を記き憶おくさせるための「プログラム書き込み作業」も通算五回目の失敗を数え、実験はまだスタート段階にも入っていない。

　また、資料の解析やり直さなきゃ……

　煙が漂う実験室の天てん井じようを見上げ、錬は深々とため息を吐つき、

「あ」

　朝からなにも食べていない胃袋が、ぐー、と音を立てた。

　エドが頭を下げる動きを止め、不ふ思し議ぎそうにこっちの顔とお腹なかを見比べる。頰ほおに血が上る。なんだかものすごく恥ずかしい。と、弾はじかれたようにエドが駆け出す。計器と端末の前を横切り、部屋の外に飛び出しかけたところで立ち止まり、うなじから有機コードを引き抜いて、手に握ったまま再び走り出す。

　呼び止める暇もない。

「……ごはん取りに行ってくれた……のかな？」

　元気だなあ、とちょっと感心。壊こわれた端末を部屋の隅に運び、壁かべ際ぎわのソファーに腰を下ろして目を閉じる。システムの問題点についてあれこれと考えてみるのだが、どうにもいい知恵が浮かばない。思わずため息をもらす。集中力が足りていないのが自分でもわかる。

　……フィア、なにしてるんだろ。

　気がつけば、そんなことを考えてしまっている。

　フィアは今日も朝早くから、あのファンメイという女の子のところにいる。ここ一週間は毎日そうだ。少女は自分に割り当てられた仕事をものすごいスピードで片づけてしまうと、「着替えを届けてきます」とか「様よう子すを見てきます」とか理由をつけてはあの子の部屋に出かけて行く。ひどいときはそのまま何時間も帰ってこないし、帰ってきたらきたで今日はこんな話をしたあんな話をしたとそれはそれはうれしそうに語ってくれる。あの子は捕ほ虜りよなんだからとか、敵なんだからとか控えめに主張してもまったく効果なし。「ファンメイさんなら絶対に私たちの味方になってくれます！」と自信満々に言い切られてしまっては、返す言葉がない。ファンメイの世話と説得をフィアに任せたのは、他ほかでもない錬れん自身なのだ。

　仕方がないのかもしれないとは思う。

　考えてみたら、自分と同じ魔ま法ほう士しの女の子と話をするのなんてフィアにとっては生まれて初めてのことだろう。自分や真ま昼ひる兄にいや月つき姉ねえや弥生やよいさんにはできない話もたくさんあるだろうし、なにより自分と似たようなことを感じてくれる誰だれかと話すのはものすごく楽しいはずだ。

　……やっぱり女の子って、女の子の友達と一いつ緒しよにいる方が楽しいのかなぁ。

　そんなことを考えていると、エドが実験室に駆け戻ってきた。おにぎりが二つ載った皿を両手で掲げ、とてとてと錬の前に駆け寄る。

　こっちの顔をのぞき込み、ん？　とでも言うように首をかしげる。

　二つのおにぎりをじっと見つめ、少し動きを止め、二つまとめてこっちに差し出す。

「……ありがと」

　思わず苦笑。弾みをつけてソファーから立ち上がり、錬はエドの頭を撫なでた。

「さ、これ食べて、お昼までもうちょっとがんばろっか」




　　　　††††††††††††††




　湿しつ布ぷをばってんに固定しているテープの端っこを、爪つめの先でつまんで少しずつはがしていく。全神経を指先に集中して、間違っても皮を引っ張ったり切れ端を残したりしないように。慎重に、慎重に、そぉっと、そぉ─────っと……

「あの……ファンメイさん。そんなに丁てい寧ねいにしなくても」

「動いちゃだめ！」

　フィアの言葉をぴしゃりと遮り、テープが髪の毛にくっついてしまわないように細心の注意を払って最後の一枚をはがす。おそるおそる湿布を取りのけると、その下には透き通るくらい白いほっぺた。腫はれはすっかり引いている。傷もなければ青あざにもなっていない。

「うん、ちゃんと治ったみたい」

　よかった、と息を吐つき、柔らかそうな頰ほおを人差し指でぷにぷにと突っつく。

「けど、自分の体だけは自分で治せないって、なんか不便だね」

「そうですね」フィアはうなずき、元通りになった頰ほおを指で撫なで「何回か試してみたんですけど、自分で自分の情報に同調しようとすると論理構造がループしてしまうみたいなんです」

「そーなんだぁ……」

　呟つぶやき、頰から手を離す。あらためて少女とまっすぐに向き合うと、自然に顔がうつむき加減になってしまう。

「ホントに、ごめんね」

　もう何度目かわからない謝しや罪ざいの言葉。コップで顔を叩たたいたことだけではない。この子には、いくら謝あやまっても謝り足りない。

「ファンメイさん……」

　困ったような少女の声。上目づかいに顔色をうかがうと、フィアは優やさしい笑みを浮かべている。昨日まではこっちが謝るたびに「謝らないでください」とか「私の方が悪いんです」とかいちいち反論していたのだが、それでもひたすら謝り続けるファンメイにとうとう根負けしたのか、今日は朝からおとなしく謝られてくれている。

「ほら、今度はファンメイさんの番ですよ」

「……うん」

　うなずいた勢いで顔を上げ、ぎこちなく笑って見せる。ブラウスの左腕を袖そでまくりして、「はい」とフィアの前に差し出す。フィアは真剣な顔でその手を取り、肩から指先までをじっくりと調べていく。ファンメイもⅠ－ブレインに自己診断コマンドを走らせてみるが、どこにも異常は見つからない。一週間前に自分で体たい験けんしたのに今でも信じられない、ロンドン自治軍の研究員が束になっても手も足も出なかった黒の水の暴走を、フィアはほんの五分足らずで鎮しずめてしまった。天使の翼つばさの力で修復された左腕は、どこからどう見ても普通の人間のものだ。

　小指の先っぽ五ミリほどが、真っ黒に変色していることを除けば。

「……やっぱり、だめですか」フィアは呟き、ファンメイの左足に視線を移して「それに、そっちの足も……」

　つられてファンメイも自分の足を見下ろす。スリッパの中に隠れて見えないが、左足の親指は今もぐにゃぐにゃのゴム状に変質したままだ。小指と親指──この二つだけは、フィアの力でも元に戻すことができなかった。

「ごめんなさい……私にもっと力があったら……」

　黒い小指に手を添えたまま、フィアが顔をうつむかせる。

「ち、違うの！　フィアちゃんが悪いんじゃないの！」あわてて声を上げる。「そうじゃなくて……これは仕方ないの。龍りゆう使つかいっていうのは、こういうものなの……」

　自分ではせいいっぱい元気よく叫んだつもりだったのだが、最後の方はどうしても小さく途と切ぎれがちになってしまった。『仕方ない』なんて心から口にできるほど、ファンメイは気持ちの整理ができていない。実際、今け朝さ目が覚めて最初にやったのは左手の小指と左足の親指の確認だったし、どっちもおかしくなったままなのが分かったときには恐くてちょっとだけ泣いてしまったし、それに、昨日の夜も……

　だけど、それは断じてフィアのせいではない。

　それに、もし自分がちょっとでも悲しそうな素そ振ぶりを見せたら、この子はますます落ち込んでしまうに決まっている。

「ほら！　フィアちゃんのおかげで腕も元通りだし肺炎も治ったし、わたしこんなに元気なんだからぁ！」

　バカみたいに大声を上げ、左腕をぶんぶん振り回す。

　フィアはきょとんと目を丸くしてから、

「はい！」

　小さな花が咲くみたいに、笑った。




　早いものであれからもう一週間。最初に目を覚ましたあの殺風景な部屋で、ファンメイは監かん禁きんされる毎日を過ごしていた。

　と言っても、別にひどいことをされたわけではない。フィアが次から次にきれいに掃除した家具を持ってきてくれるおかげでベッド一つっきりだった部屋はずいぶんにぎやかになったし、昨日などはとうとう四方の壁かべと天てん井じようにどこかの部屋から引っぺがしてきた壁紙が貼はり付けられた。入り口の扉にはセンサーこそ設置されているが、部屋の隅に取り付けられていた監かん視しカメラは三日前になくなった。手て錠じようもなければ足あし枷かせもなし。さすがにノイズメイカーだけはつけないといけないだろうと覚悟していたのだが、フィアにそう言ったら『そんなことして体の形が維い持じできなくなったら……』と逆に困った顔をされてしまった。

　毎日のご飯はフィアが持ってきてくれるし、トイレに行きたいときには部屋の隅っこの端末でフィアを呼べばいい。捕ほ虜りよと言うよりはなんだかお姫様みたいな生活。フィアはなにか理由を見つけては部屋にやってきて、ファンメイが望めば何時間でも一緒にいてくれた。

　いろんなことを話した。自分のこと、相手のこと、好きな物、嫌いな物。船Hunter Pigeonでのファンメイの生活に、フィアが暮らしている小さな町の日常──どうせ隠し事はできないんだからと観念してしまえば、話したいことは山のようにあった。

　シャオロンからもらった指輪のことを話したときにはフィアは瞳ひとみをうるませていたし、フィアの『おばあさま』の話を聞かされたときには自分の方が勝手に泣き出してしまった。ヘイズとハリーのことを語って聞かせるとフィアは始終必死に笑いをこらえていたし、『錬れんさん』のことをあれこれ話すフィアの顔は本当にうれしそうで聞いているこっちの方が恥ずかしくなってしまった。

　もちろん、世せ界かい樹じゆの話もした。

『あれを使って雲を消して、青い空が見える世界を作るんです』というフィアの話を、ファンメイは最初、なにかの冗談だと思った。

　ヘイズや先生はあれをマザーコアの代わりに使うんだと言っていたし、それ以外の使い方があるなんて考えもしなかった。が、フィアの話をよく聞いてみるとどうやら夢物語というわけではないらしい。理論的な裏付けもちゃんとあるし、実じつ験けん装置もそろっている。フィアの説明によれば資料の解析も半分以上は終了し、もうすぐ実際の育成作業に入れるらしい。

『だからファンメイさんも私たちに協力してください』なんてことをフィアが言うはずもなかったが、なにが言いたいのかくらいは顔を見ればわかった。

　確かに、すごい話だとは思った。

　だけど、成功率がたったの五パーセントというのが、どうしても納なつ得とくできなかった。

　たとえば、ここにお腹なかを空すかせた子供たちがいるとする。男の子に女の子、年上の子もいれば年下の子もいる。みんなもう一ヶ月もなにも食べていなくて、このままだと死んでしまうかもしれない。目の前にはおにぎりが一個だけ。これを食べれば、近くの町までたどり着けるかもしれない。だけど、みんなで分けても全然足りない。そこに悪あく魔まがやってきて子供たちに言う。そのおにぎりを賭かけてオレと勝負しよう。お前たちが勝てばそいつをお前たち全員が腹一杯になるくらいに増やしてやる。ただし、オレが勝ったらそいつはオレの物だ。

　自分なら、どうするだろう。

　悪魔に勝ってみんなで助かる、というのが一番のハッピーエンドなのは間違いない。だけど、悪魔は頭が良くて力も強いから、こっちが勝てる可能性はものすごく低い。三時のおやつを取り合っているのとはわけが違う。失敗しましたではすまされない。

　そんなとき、自分ならどうするだろう。

　たとえ一人でも確実に助かる子供を助けるというのは、そんなに間違った答えだろうか。

　みんなで仲良く助かるために無む謀ぼうな賭かけに出るというのは、本当に正しい答えだろうか。

「……ファンメイさん？」

「え！　な、なに？」

　いきなり名前を呼ばれ、びっくりして顔を上げる。フィアは昼食の準備をする手を止めて、不ふ思し議ぎそうにこっちを見つめている。

「どうしたんですか？　ぼんやりして」小さく首をかしげ、ふと不安そうに「あの……もしかして、どこか調子が……」

「な、なんでもないの！」ぶんぶんと首を振り、ベッドの端から飛び降りる。「わたしも手伝うね！　えーっと、コップ、コップと……」

　ヘイズならどうするだろう。世せ界かい樹じゆにこういう使い方があることをヘイズは知っているのだろうか。もし知らないなら、それを知ったときになにを考えるだろう。ハリーなら、先生なら。想像がつかない。あっさりと答えを出してしまうような気もするし、死ぬほど迷うような気もする。

　自分は迷っている。

　自分には、どっちが正しいのかなんて決められない。

　今だってそうだ。こんな監かん禁きんされているとも言えないような生活を、ずるずるともう一週間も続けてしまっている。ヘイズもハリーも先生もきっと心配している。帰りたいなら話は簡かん単たんだ。フィアを人ひと質じちに取ればいい。Ⅰ－ブレインの機能はまだまだ本調子にはほど遠いが、それでも今なら天使の翼つばさの力を跳ね返せる自信がある。

　だけど、そうなったら、この場所はロンドン軍に知られてしまう。いくら自分がごまかしたって、記き憶おくを走査されてしまえば同じこと。フィアも天あま樹ぎ錬れんもエドワード・ザインも捕まって、世界を救えるかもしれない世界樹の種はマザーコアに使われてしまう。

　それは、なんだかものすごく正しくないことのような気が、

「──あ、エドさん！」

「え……」

　フィアの声に驚おどろいて顔を上げたとたん、扉の向こうからこっちをのぞき込んでいる男の子とばっちり目が合ってしまう。

　薄うす茶ちや色の瞳ひとみに薄茶色の髪、張り付いたような無表情。

　人形使い、エドワード・ザイン。

「え……っと、あ、あの」

　逃げ腰でフィアの背中に体を隠し、しどろもどろに意味のないことを呟つぶやく。螺ネ子ジの群れに追い回されたときのことを思い出し、自然に体がすくんでしまう。あれから一週間、顔を合わせることは何度かあったが、それくらいで恐怖心が消えるはずもない。

　エドワード・ザインは全くの無関心。

　人形のような無表情でファンメイのことを完かん璧ぺきに無視し、とてとてとフィアに歩み寄る。

　少女の前で立ち止まり、エメラルドグリーンの瞳をじっと見上げる。

「エドさん、どうしたんですか？」

　にっこり微笑ほほえむフィア。エドというのはやっぱりエドワードの略なのだろう。少女にそう呼ばれて小さな人形使いはまばたき一つ、注意していないと聞こえないくらい小さな声で、

「……れん」

「え、錬さんが呼んでるんですか？」

　こくこくとうなずくエド。どうしてそれで会話が通じるのか、ファンメイにはさっぱりわからない。フィアは「ありがとうございます」とエドの頭を撫なで、こっちを振り返って、

「あの、ファンメイさん。エドさんと一いつ緒しよにお昼食べておいてもらえますか？」

　とんでもない発言に、ぽかんと口を開けてしまう。我に返ったときにはすでに手遅れ。フィアの姿は扉の向こうに消え、あとには人形のような男の子がぽつんと残る。

　薄うす茶ちや色の瞳ひとみでこっちをじっと見上げたまま、動こうとも口を開こうともしない。

　……フィアちゃんのばかぁ……

　たっぷり一分以上もにらめっこを続けたあげく、とうとう根負けして視線をそらす。どうすればいいのかわからなくなって、ともかくご飯を食べることに決める。今日のメニューは合成野菜のシチューと合成小麦のパン。食いしんぼうのファンメイにはちょっと物足りない量だが、食べるものがあるだけでも贅ぜい沢たくなのだから文句を言ってはいけない。

　ファンメイが椅い子すに座ると、エドも待ちかまえていたように反対側の椅子に座る。

　ファンメイがパンを手に取ると、エドも真ま似ねするようにパンをつかむ。

　両手で持ったパンをじっと見つめ、顔を上げてこっちをじっと見つめる。いつまでたっても、パンに口を付ける気け配はいがない。

「……えっと」

　なんだか食べづらくなって、パンを皿に戻す。と、エドがほんの少しだけ目を見開く。皿の上のパンと自分のパンの間に何度も視線をさまよわせ、数秒間硬直し、なにを思ったかファンメイのパンの隣となりに自分のパンを置いて、それでも未練があるのかやっぱりパンをじっと見つめている。

　ん……？

　シチューの皿を手前に引き寄せると、待ってましたとばかりにエドも自分のシチューに手をかける。スプーンを手に取るとエドもそうする。試しにスプーンを逆手に持ち直してみると、エドも真似してお行ぎよう儀ぎ悪くスプーンを握りしめる。そのままスプーンを置くと、エドは数秒硬直してからスプーンを置く。張り付いたような無表情は相変わらずだが、その様よう子すはものすごくがっかりしているようにも見える。

　もしかして。

「……先に食べても、いいよ？」

　ファンメイがそう言った瞬しゆん間かん、まるでその言葉を待っていたかのようにエドが動く。自分のパンを両手につかみ、もそっ、と端っこにかぶりつく。小さな口いっぱいにパンを頰ほお張ばったと思ったら、そのまま片手にスプーンを握ってシチューを攻略にかかる。どうやら、よっぽどお腹なかが空すいていたらしい。

　思わず、ファンメイは吹き出した。

　──かわいい！

　そんなことを考えている自分に、ファンメイは驚おどろく。目の前の男の子に対して抱いていた警けい戒かい心や恐怖心は、跡形もなく消えている。

「おいしい？」

　ほっぺたをぱんぱんに膨ふくらませたままエドがうなずく。その顔を見ているうちに、ふといいことを思いつく。自分のパンを小さくちぎり、エドの目の前でひらひらと振ってからシチューにひたして見せる。そのままぽいっと口に放り込むと、エドも真ま似ねしてパンをちぎり始める。口の中の物をごっくんと飲み込み、パンをシチューにつけ、ぽいっと口に放り込んで少しだけ目を見開く。すぐに次のパンをちぎり、シチュー皿の中でかき混ぜ始める。

　ファンメイはテーブルに頰ほお杖づえをつき、その顔をじっと見つめた。

　世界最強の人形使いなど、そこにはいなかった。

　目の前にいたのは、お腹なかを空すかせた、当たり前の子供だった。

「……ねぇ」無む意い識しきに、呟つぶやいた。「……なんで、こんなこと始めたの？」

　パンをちぎる手が、止まった。

　エドは顔を上げ、無言でこっちをじっと見つめた。

「だ、だからね」ちょっといきなりすぎたかもしれない。大きく深呼吸一つ、気持ちを落ち着け「なんで……世せ界かい樹じゆの種を持って逃げたりしたの？」

　エドはぱちっとまばたき一つ。パンから手を離し、まっすぐにこっちを見返して、

「……そら」

「うん。それはフィアちゃんから聞いたけど……」エドが答えやすいように言葉を選ぶ。「あの種をマザーコアに使う計画があるって、知ってた？」

「……はい」

　エドは、こくっとうなずいた。

「それじゃあ」少し考え「……その、雲を消すっていうのが、ものすごく失敗する確率が高いっていうのも知ってた？」

　またしても、エドはうなずいた。

「……それじゃあね」言葉を切り、考えをまとめる。「……もし雲を消すのに失敗して世界樹がなくなっちゃったら誰だれも助けられないけど、マザーコアに使えば結構たくさんの人が助かるよね？」

　椅い子すからわずかに腰を浮かし、エドの顔をのぞき込むようにして、

「そういうのってどう思う？　それでもやっぱり自分の方が正しいって思う？　自分が失敗したら、本当は助かるはずだった人がたくさん死んじゃうかもしれないんだよ？」

　今度は、エドはうなずかなかった。

　薄うす茶ちや色の瞳ひとみをほんの少しだけ丸くして、こっちをじっと見上げた。

「そういうのって……恐いと思わない？」

　答えは返ってこない。「どう？」とテーブル越しに手を伸ばしたとたん、指先に鈍い衝しよう撃げき。パンの皿から生えだした細い螺ネ子ジが、ファンメイの手を払いのけていた。

　エドが、「あ」と小さく声を上げた。

　生き物のように揺れる螺子とこっちの顔を見比べ、ぺこっと頭を下げた。

「……そっか、分かんないんだ」思わず苦笑。椅い子すから立ち上がり、テーブルの反対側に回る。「怒ってるんじゃないの。一いつ生しよう懸けん命めい考えたんだけど、わたしにも分かんないの。エドのやってることはたぶんいいことなんだけど、ロンドンの人たちがやろうとしてるのも同じくらいいいことで……だから……」

　話しているうちにわけが分からなくなってしまい、ええっと、と視線をさまよわせる。

　難しいね、とエドの薄うす茶ちや色の髪を撫なでる。

「ご飯の時にする話じゃなかったね。ほら、冷めちゃうよ」

　エドはこくっとうなずき、パンを手に取ったところで動かなくなる。食べないの？　とでも言うようにこっちをじっと見つめ、いつまでたってもパンに口をつけようとしない。ファンメイは小さく笑い、自分の席に戻ってスプーンをつかむ。シチューをひとさじ口に運ぶと、エドは待ってましたとばかりにパンを頰ほお張ばる。

　その姿に餌えさをもらった子犬を連想してしまい、自然に口元がゆるんだ。

　自分がいったいどうしたいのか、ファンメイは、自分でもさっぱりわからないのだった。
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　脳内に仮想的に設定したディスプレイに並ぶファイルの群れを、時系列に沿って整理していく。頭の中を色とりどりのアイコンが飛び回り、万まん華げ鏡きようのような模様を描く。エリザベート・ザインが『世せ界かい樹じゆ」の基本的な着想を得た西暦二一八九年に始まって、二年後の『種』の誕たん生じように至る研究の記き録ろく。きちんと論文の体てい裁さいを取ったものからメモとすら呼べない走り書きまで、その数じつに一三〇〇。直接関係のあるファイル同士にリンクを設定し、研究全体の巨大な系統図を作り上げる。

　……よし。

　大きく一回深呼吸してから、お手製の論理チェックプログラムを起動。とたんにⅠ－ブレインが短い警けい告こくを吐き、検索結果が表示される。またしても結果は同じ。ディスク十数枚分の膨ぼう大だいな研究記録の中に、論理の飛ひ躍やくが全部で五カ所。世界樹の成長を記述する一連の数式がある時期を境にして少しだけ変更されているのに、それを説明する資料がどこにも見あたらない。

「やっぱりだめかあ……」

　ベッドに寝そべったまま頰ほお杖づえをつき、錬れんはうーんと首をかしげた。

　単に研究記録が欠落しているというわけではない。自分たちが集めたデータも完かん璧ぺきにはほど遠いものだから資料の歯抜けなど至る所に見られるし、そういう物は手元にある別な資料で『何月何日に書いたこのファイルを見ろ』などと参照されていたりするからすぐに足りないことが分かる。しかし、今回見つけた物は違う。研究記録全体からは明らかに『世界樹の成長』に関する重要な部分が欠落しているにもかかわらず、他ほかのファイルにその部分に関する記述や参照がいっさいないおかげで、全体として論理が破は綻たんしない仕掛けになっている。

　もちろん、エリザベート・ザインがそこだけ手抜きした、という可能性も考えられなくはない。が、それにしては他の部分の論理が完かん璧ぺきすぎる。こんなに詳細な研究記録を残す人が、その一点に限って手を抜いたというのはやっぱり納なつ得とくがいかない。

　ごろんと寝返りを打って仰あお向むけになり、腕組みして天てん井じようを見上げる。

「おかしいなあ」

「……どうかしたんですか？」

「え」

　驚おどろいて顔を上げる。スライド式の扉の向こうから、金髪の少女がこっちをのぞき込んでいる。だらしないところを見られてしまった。大あわてでベッドから身を起こし、縁ふちに腰掛けて上着の裾すそを直す。

「あの、エドさんに呼ばれてきたんですけど……」

「う、うん！　ちょっと見てほしい物があるんだけど……」

　なぜか大声を出してしまい、自然と頰ほおに血が上る。フィアはベッドのそばに駆け寄って、困ったように周囲を見回す。錬れんが自分の寝室に使っているこの部屋には、椅い子すなんて上等な物はない。ベッドの隣となりを視線で示すと、フィアはなんだかうれしそうにうなずき、錬の三センチ横に座ってスカートの裾を直した。

　こっちをまっすぐに見つめて、にっこり微笑ほほえむ。

「見てほしい物、ってなんですか？」

「うん……ここなんだけど」

　簡かん単たんに事情を説明し、自分の頭を指でつつく。フィアは「Ⅰ－ブレインの中ですね」とうなずき、目を閉じかけてふと顔を強こわばらせ、

「……あの、同調しても……いいですか？」

「もちろん。いつでも大歓迎だよ」

　一いつ瞬しゆんも迷わずに答える。フィアはかすかに頰ほおを赤らめ、「はい……」とうなずいた。

　小さな頭を錬の肩に預け、目を閉じる。

「このデータですか？」

「うん。それ」

　光の羽がふわりと目の前を踊り、脳内にアクセスが出現する。少女の指が頭の内側に触れているような感覚。いやな気分はちっともしない。猫が喉のどを撫なでてもらったら、こんな感じがするのかもしれない。

「……あ」目を閉じたまま、フィアが小さく声を上げる。「ここのファイル、書き換えた跡があります」

「本当？」

　脳内に出現したマーカーを注意深くたどってみると、確かにいったん完成したファイルをずっと後になってから書き換えた痕こん跡せきがある。まったく気がつかなかった。さすがは錬れんの数倍の演算速度を誇る同調能力者のⅠ－ブレインだ。

「もうちょっとちゃんと調べてみますね。ええっと……これがこうなって……」

　……うわ。

　少女の体から力が抜ける。崩れそうになった体を錬はあわてて抱き止める。たぶん、頭の中の処理に集中しすぎて体の制御まで思考が回らないのだろう。錬が戦せん闘とう中にプログラムを起動するときなんかには肉体の機能を自動制御に預けるのだが、フィアのⅠ－ブレインにはそういう能力はないらしい。

　少女の体温が、腕の中にすっぽり収まってしまう。

　ここ半年で成長したフィアの体は、それでもやっぱり軽い。

　細くて軽いのに、柔らかい。

「……錬さん？」

「え！　な、なに？」

「心拍数が上がってますけど、どうかしましたか？」

「え、えっと……」

　あはは、と笑ってごまかす。フィアはほんの少しだけ目を開け、不ふ思し議ぎそうに首をかしげてからまた目を閉じる。心の中でため息をひとつ、ともかく思考をブロック。

　こんな感情、好きな女の子にはとても見せられない。

　特殊すぎるその生おい立ちのせいか、フィアは『そういうこと』にまったく免疫がない。言葉で『好き』と言われるとものすごく恥ずかしがるくせに、抱きしめられたり着替えを見られたりするのはまったくお構いなし。ときどき、二人っきりのときに自分からくっついてくることはあっても、それは子猫が親猫にじゃれつくのと同じレベルの行動だ。

　好きな女の子とこんな体勢になってしまったら健全な男の子がなにを考えてしまうかなんて、想像力の一〇〇万光年彼方かなたに違いない。

　……ま、いっか。

　もう一度、心の中でため息。ぼんやりとした笑みが口元に浮かぶ。

　それでも──悩ましいけれど、やっぱりフィアが自分の前でこんなに無防備でいてくれるのはうれしい。

「フィア……どう？」

「けっこういっぱいあるみたいです。いま、リスト作りますから」

　唇だけ動かしてそう答え、フィアは、ふと目を開けた。

「あの……錬さん……」

「ん？」

「はい、あの……」少女は口ごもり、数秒沈ちん黙もくし「……これで、いいんですよね？」

　え？　と首をかしげてしまう。何のことかわからない。と、いきなりⅠ－ブレインに思考が流れ込んでくる。数値データ化された感情はノイズに揺れ、フィアの迷いを表している。

「世せ界かい樹じゆのこと？」

「はい……」フィアはこくんとうなずき「私、これでいいんだって簡かん単たんに考えてて……でも、ファンメイさんはずっと悩んでて、ものすごく悩んでて。体の治ち療りようのために同調するとどうしてもそういうのがわかって……だから、私……」

「……そうだね」錬れんはフィアの髪をそっと撫なで「難しいね。正しいか間違ってるかなら僕らはきっと間違ってるんだろうし、向こうは成功率一〇〇パーセントだから、正しくなくてもこっちよりはマシかもしれないし」

　フィアの顔はどんどん暗くなっていき、最後にはうつむいて唇をかんでしまう。

　錬は小さく笑い、でもね、と続けた。

「それでも……みんなが幸せになれるかもしれない答の方が、僕は好きだよ」

　虚きよをつかれたように、フィアはぱちっと目をしばたたかせた。

　おそるおそる。こっちを見上げる。

「好き……ですか？」

「そ、好き」少女の体を抱き起こし、膝ひざの上に座らせて向かい合う。「誰だれかが幸せになるためには誰かが幸せじゃなくてもいいなんて、そんな答、納得できない。みんなが不幸なままの方がいいっていうわけじゃないけど、でもやっぱり、ぜんぶ上う手まくいくかもしれない方法があるのに確実でちょっとだけ上手くいくやり方を取るなんて、僕はいやだ」

　言葉が進むにつれて、フィアの顔に少しずつ光が戻ってくる。

「フィアも、そうだよね？」

　エメラルドグリーンの瞳ひとみを潤うるませ、フィアがこくんとうなずく。

　その背中を、錬はそっと抱き寄せた。

「どうせどっちに行っても間違ってるんだったら、自分のやりたいことをやれ。自分が間違ってることを忘れずに、失敗しても言い訳せずに、それさえ守れればそれでいい……ずっと前に、真ま昼ひる兄にいがそう言ってた」

　金色の前髪をかき上げ、ゆっくりと顔を寄せる。

「うまくいくかどうかなんて分からないけど、がんばろ……ね？」

「はい……」

　フィアは頰ほおを染め、そっと目を閉じた。
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（予測演算成功。『破砕の領域Erase Circle』展開準備完了）

　オーケストラの指揮者のように右手を構え、親指と中指を軽く弾はじく。小さな音が周囲の空気分子の配列に論理回路を刻み、チタン合金の隔かく壁へきが直径五〇センチの円形に消滅する。警けい戒かいしつつ中に頭からつっこむと、壁かべ一枚隔てた向こう側は奥行き一メートルほどの狭い闇やみ。カビくさい空気の漂う空間には無数のケーブルやパイプが這はい回り、奥にはこの施設の外壁が左右に切れ間なく広がっている。

　隠し部屋や資料棚のたぐいは、どこにも見あたらない。

「……はずれだな、こりゃ」

　舌打ちひとつ、穴から首を戻して振り返る。タイル張りの床、低い天井に瞬またたくライトの光。長さ十メートルほどの細い通路の中程に、ヘイズは立っている。扉はスライド式の物が両方の突き当たりにひとつずつ。右手側の扉は大きく開け放たれ、かすかな物音が漏れている。

「先生！　そっちはどうだ？」

「調査中だ」扉の向こうからリチャードの声。「お前も手伝え。これは少し手間がかかる」

　シティ・ロンドンから東にわずか二〇キロ。今は雪に埋もれてしまった森のただ中に、この建物はあった。戦前に軍が極秘に建造した、記き録ろくにも残らない小規模な実じつ験けん施設のひとつ。情報制御理論研究部の最高責任者であったエリザベートは、リチャードが知っていた頃ころからこの場所を自分の私的な空間として利用していたらしい。

　木々の合間に隠れるように建てられた半球形の施設の内部はわずか五部屋の狭い物だったが、その容積のほとんどは書棚やデータディスクの保管庫で占められ、部屋の床という床には棚に収まりきらない資料が山と積み上げられていた。

「調べるったって……そんだけのもん、どうやって調べる気なんだよ」

　通路を進み、部屋をのぞき込む。リチャードは着流し白衣のままほこりっぽい絨じゆう毯たんに座り込み、壁一面を覆おおい隠す本の山と格かく闘とうしている。

「とりあえず、頭を二、三ページ眺めて無関係そうだったら捨ててかまわん」数冊の冊子を膝ひざの上に広げたまま、顔も上げずに言う。「ほとんどの物はお偉方の目をくらますために並べておいたダミーだ。……そっちの棚は、全部無視してかまわんぞ」

　適当な棚からディスクを抜き出そうとしていたヘイズは、リチャードを振り返った。

「なんで、んなこと知ってるんだよ」

「並べたのは私だからな」

　リチャードは真新しいタバコをくわえ、ポケットからライターを取り出す。火をつけようとしたところでふと周囲の紙束の山に視線をめぐらせ、ライターとタバコをポケットに押し込んで息を吐つき、

「とっとと片づけるか」

「そーだな……」

　ヘイズはうなずき、リチャードと背中合わせの位置に立った。適当な山を上から適当に崩し、片っ端から目を通していく。リチャードの言う通りその中身は他人から寄き贈ぞうされた論文や当たり前の専門書をプリントアウトした物がほとんどで、中には白紙の束にもっともらしい表紙をかぶせただけの完全な飾りまである。

「ったく……なんでこんなめんどくさいことやってるんだ？」

「さあな」リチャードが肩をすくめる気け配はい。「私にもよく分からんが、あの頃ころのエリザベートは政府関係者の目を極度に恐れていた。……今から思えば、なにかヤバイことに手を出していたのかもしれんな」

　ヘイズは、へぇ、と短く答えた。あまりの面めん倒どうくささに愚ぐ痴ちを言ってみただけで、別に興きよう味みがあったわけでもない。大人おとなしく床に座り込み、紙束との不毛な戦いを再開する。

　しばしの沈ちん黙もく。

　本のページを繰くる音が、やけに大きく響ひびく。

「……ところで」

　ふいに、リチャードが口を開いた。

「お前さん、今回のことが片づいたらどうするつもりだ？」

「あん？」思わず間抜けな声を上げてしまう。肩越しにリチャードを振り返り「なんだよ、いきなり」

「いいから真ま面じ目めに答えろ。世せ界かい樹じゆの件が解決して、ファンメイの体の治ち療りよう法が見つかったら、そこから先はどうするつもりだ？」

「どうって……」笑おうとして失敗する。体ごとリチャードに向き直り「らしくねーぜ先生、どうしたんだよ。……それともあれか？　オレにその後も軍に残れってんじゃねーよな？」

「そんなバカなことは言わんよ」

　リチャードは口の端を歪ゆがめて笑い、「これは最高機密なんだがな」と続けた。

「ここ数年ほど、オーストラリア──シティ・メルボルン跡地で妙な動きがある」

「……妙な動き？」

「三ヶ月前の、マサチューセッツでの騒そう動どうの話は知ってるか？」

「ま、いちおうは」

　それならヘイズも知っている。シティ・マサチューセッツ自治政府直属の魔ま法ほう士し開発機関『ウィザーズ・Ｗブレイン・ＢファクトリーＦ』──そのエージェントがシティを裏切ってテロリストに荷担し、あのＦＡ－３０７とドンパチをやらかしたあげく行方ゆくえ知れずになったという、ファクトリー創設以来の醜しゆう聞ぶんだ。

「あの事件、裏で糸を引いていたやつを追っていくと、メルボルンにたどり着くらしい」

「……ありそうな話だな」

　現在の地球上で、六つのシティを除いてもっとも人口が多い地域──それがシティ・メルボルン跡地だ。大戦中にライフラインの機能停止によって住民の国外退去を余よ儀ぎなくされたその場所には、生き残った生産機能を頼って戦後さまざまな人種が流れ込んだ。人が物を集め、物がまた人を呼び、十年のうちに町の人口は膨ふくれあがった。現在の公称は五〇万人、が、実際にはその三倍以上の人間が暮らしていると言われている。

「だいたい、そういうヤバイ話って、元をたどればどっかでメルボルンに行き着くもんだろ？　そんなに大おお騒さわぎすることでも……」

「まあ最後まで聞け」ヘイズの言葉を、リチャードは短く遮る。「面おも白しろいのはここからだ。実は『軍の機密情報をねらうテロリスト』ってのはマサチューセッツに限った話じゃなくてな、特にここ一年ぐらいでどこのシティでも頻ひん発ぱつしてる。で、まあその依頼をたどっていくとやっぱりメルボルンに行き着くわけなんだが……問題はそいつらが『マザーコアの研究』と『魔法士開発の研究』だけを狙ねらい撃うちにしてて、しかも依頼の出所が全く同じらしいってことだ」

「は……？」

　思わず、ぽかんと口を開ける。話の大きさに思考が追いつかない。

「どういうことだ？」

「それが分かれば苦労はせんよ」リチャードは火のついていないタバコを指先で回し「妙な動き、と言っただろう。『賢けん人じん会かい議ぎ』というのが組そ織しきの名称らしいと言うことは分かってるんだが、そこから先はお手上げでな。軍の方でもまともに考えているのはほんの一部で、大半の連中は問題とも思っとらんよ」

　ヘイズは「なるほど」と呟つぶやき、ひとつ指を鳴らした。確かに妙な話だ。自分の知らないところで、なにかが動き出しているらしい。

「……けどよ、それとオレと何の関係が……」

　言いさしたヘイズの鼻先に、リチャードはタバコの先を突きつけた。

　あきれたように「わからんやつだな」と呟く。

「いいか？　お前さんは魔ま法ほう士し、それも世界で最高レベルの能力者だ。この先どうなるかは分からんが、下へ手たをすれば人類全部を巻き込むような大事件に発展するかも知れん。──そうなったとき、お前さんはどうする気だ？」

「オレは別に……」

　世界とか人類とか、そんな大それた物をどうこうしようとは思わない。今の自分は、自分自身と自分の船と一人の少女のことだけで手一杯だ。降りかかる火の粉はなにが何でも払い落とすが、自分たちが平へい穏おんに生きていけるのなら他ほかの物など知ったことでは……

「お前さんが望もうが望むまいが、世界はお前さんを放っておいてはくれんよ」

　そんなヘイズの思考を見み透すかしたように、リチャードはひときわ強い声を放った。

「人より強い、というのはそういうことだ。あの子もお前さんも、いずれは大きな流れに取り込まれる時が必ず来る。そうなったときのために、心づもりだけはしておいた方がいい」

　それは。

「……自分の立ち位置を決めとけ、ってことか？」

　シティ、マザーシステム、魔ま法ほう士し、空を覆おおう雲──世界を構成するそれらの物に対して、自分の考えをはっきりさせておけと言うことなのか。

「まあ、そういうことだ」リチャードは真剣な態度を崩し、立ち上がった。「本当を言うと、お前さんにはこシちテらイ側についてほしいんだがな」

　シティに連絡して応援をよこさせる、と一方的に言い残し、部屋を後にする。

　その背中を半ば呆ぼう然ぜんと見送り、ヘイズは深々と息を吐ついた。

「……気楽に言ってくれるよな」

　ほんの数ヶ月前まで、自分の命は自分とハリーだけのものだった。そこにファンメイという重りが乗っただけでも押しつぶされそうだというのに、リチャードはさらに『世界』を乗せろと言っているのだ。考えただけでも気が遠くなる。

「昔っから、ああやってオレに楽させてくれねぇんだよな」

　思わず苦笑が漏もれる。弾みをつけて後ろに倒れ込み、背中に堅い物がぶつかったところで我に返る。忘れていた。今、自分の後ろにあるのは……

「っとぉっ！」

　崩れ落ちてきた紙束の山を寸前のところでかわし、床に一回転して起きあがる。冷汗がひとしずく頰ほおを伝う。天井まで積み上げられていた紙束は今や部屋中に散乱し、文字通り足の踏み場もない。ヘイズは頭をかき、ともかくその場から立ち上がり、

　その目の前を、一枚の紙切れが踊った。

「ん？」

　ノートか何かの切れ端と思おぼしき小さな紙片。長い文章の一部を切り抜いたらしく、前後の文脈はさっぱり分からない。が、かろうじて読み取ることのできたいくつかの単語に、ヘイズの意い識しきは集中した。




　──計画……大気制御衛えい星せいに偽装……天あま樹ぎにはウィッテンから連絡。アリスを──




　なんだこりゃ、というのが最初の感想だった。

　まず最初に、二つの名前が目についた。『天樹』『ウィッテン』。子供でも知っている。エリザベート・ザインと共に情報制御理論を生み出した二人の科学者、天樹健けん三ぞうとアルフレッド・ウィッテン。その次に書かれている『アリス』というのはなんのことか分からないが、普通に考えるなら人の名前だ。

　そして、もっとも理解できない、『大気制御衛星に偽装』という一文。

　大気制御衛星と言うからには、南極と北極に一つずつ浮かんでいるあの衛星のことだと考えて間違いないだろう。十二年前の暴走事故で世界中の空に遮光気体の雲をまき散らし、世界大戦の引き金を引いた、かつての人類繁はん栄えいの象徴。

　問題は、その大気制御衛星に、なぜ『偽装』という単語がついているのかという……

「……って、待てよ。こいつ、どこから」

[image: ]

　我に返って顔を上げ、視線を背後に巡めぐらせる。紙片のたどってきた軌跡を逆算し、すぐに解を得る。うずたかく積み上げられた紙束の山に隠された壁かべ。一見するとただのモルタル塗りにしか見えない、その中ほど。この壁は研究施設を大きく東西に分断している。反対側の部屋はここに来る前に見た。二つの部屋の間には、本当ならスペースが入る余地など存在しない。が、

「なるほどな……」

　壁の一点に指を差し入れ、そのまま力任せに引き開ける。

　そこに、本来なら存在しないはずの部屋が、ひっそりと隠れていた。

「六次元だか七次元だかの方向に空間位相がずれてんな……どうりで見つかんねーわけだ」

　呟つぶやき、部屋に一歩足を踏み入れる。これまでの雑然とした空気から一転、三メートル四方ほどの部屋は的確に整理され、狭いながらも書斎としての機能を保っている。

　壁かべの書棚に並ぶ紙のファイルを、手にとって開く。

　──世せ界かい樹じゆ育成における問題点について。

「……とりあえず、ビンゴ、か」

　ヘイズは呟つぶやき、手の中の紙片をポケットに押し込んだ。
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　うだるような全身の熱さで、目が覚めた。

　ファンメイはのろのろとベッドに身を起こし、パジャマの袖そでで額ひたいの汗をぬぐった。

　頭が重い。吐き気がする。脳内時計を呼び出すのが億おつ劫くうで、仕方なしに枕まくら元の時計をつかむ。夜中の二時。どうりで暗いわけだ。

「……はぁっ……」

　どうしてこんなに暑いんだろう。体中から汗が噴ふき出す。頭が上う手まく回らない。今日はいっぱい話をしていっぱい考えたから疲れたのかもしれない。

　……水。

　傍かたわらのテーブルに手を伸ばし、水差しとコップをつかむ。コップに水を注いで一息に飲み干し、続けざまに二杯目を注ぐ。何杯飲んでも足りない。体がからからに干上がっている。ついには水差しの蓋ふたを取り払って直接口を付ける。自分の頭ほどもある大きな水差しがあっという間に空になる。それでも足りない、満たされない。ぜい、と荒い息を吐つく。手から滑り落ちた水差しが、鈍い音を立てて床に転がる。

（「身体構造制御」機能低下）

　体がぐらりと力を失い、ベッドに仰あお向むけけに倒れ込む。視界がぐにゃりとねじ曲がった次の瞬しゆん間かん、自分の意志を無視して左腕が跳ね上がる。小指の先に刺すような痛みが走る。別な生き物のように動き回る左腕を、醒さめた意い識しきで見つめる。

　……まただね……

　ここ数日は毎晩こうだ。暑さに耐えきれずに目を覚ますと、左腕が暴れ出す。分かっている。これはきっとフィアの治ち療りようの副作用。天使の翼つばさの力で無理やり人の形に押し込められた黒の水が、力の持って行き場所をなくして暴れているのだ。

　恐怖は感じない。

　熱に浮かされた頭では、思考がそこまでたどり着かない。

　ただ、寂しさのような物が、胸に降り積もっていく。

　やっぱり、わたしはダメなのだ。いくらフィアが毎日治療してくれても、治らない物は治らないのだ。わたしはこうやって少しずつ少しずつ人の形を失って、最後には黒の水の化け物になって死んでいくのだ。

　恐怖は感じない。

　ただ、寂しくてたまらない。

　フィアはたぶん気づいていない。治ち療りよう中にはこのことは絶対考えないようにしているから、あの子が記き憶おく領域にまで踏み込んでこない限りバレる心配はない。知ってしまったら、あの子はきっと落ち込んでしまう。

　あの子があんなにがんばってくれているのに、わたしは元気になることができない。

　そのことが、どうしようもないくらい寂しい。

　……汗、拭ふかなきゃ。

　体中が重くて、もう一度起き上がることはできそうにない。さっきまで暴れ狂っていた左腕はいつの間にか力を失い、ベッドの端にだらりと垂れ下がっている。ファンメイはそのままゆっくりと左腕を持ち上げ、テーブルの上のタオルに手を伸ばし、

「……エド……？」

　薄うす茶ちや色の髪の男の子が、いつの間にか、扉の向こうにたたずんでいた。

「……どう……したの……？」

　肺に熱がたまって上う手まく声が出せない。と、エドが部屋に入ってくる。枕まくら元もとに駆け寄り、絨じゆう毯たんの上に膝ひざをつき、こっちの顔をじっと見下ろす。

　小さな唇が、言葉を紡つむぐ。

「……びょうき……だめ……」

「え？」

　そうして、信じられないことが起こった。

　エドはいきなりベッドの上に身を乗りだし、ファンメイの体に両腕を回し、普ふ段だんからは考えられないくらいの大きな声で言った。

「しぬ、だめ──！」

「え……？　ちょ、ちょっと……」

　予想外の行動に、思わず声を上げてしまう。と、エドは唐突に体を離し、テーブルのタオルを手に取る。相変わらずの無表情で、だけどほんの少しだけ眉み間けんにしわを寄せて、ファンメイの顔や首筋の汗を丁てい寧ねいにぬぐっていく。

「あ……ありがと……」

　エドの様よう子すにとまどいつつも、心の中に暖かい物が広がっていく。

「もう、いいよ……わたし、大丈夫だから」

　エドの手が、止まった。

「だいじょうぶ……？」

「うん……ホントに、大丈夫」

「しなない？」

「うん、死なない」

　熱っぽい息を吐つき、にっこりと笑ってみせる。

　エドは相変わらずの無表情でこくっとうなずき、そのまま、ファンメイの胸に突っ伏した。

「え、エド……？」

　返事の代わりに聞こえてくるのは、くー、という小さな寝息。

　ファンメイはその寝顔を惚ほうけたように見つめ、くすっと笑った。

　頭の中に淀よどんでいた痛みと吐き気は、いつの間にか跡形もなく消えていた。

　……いい子、なんだよね。

「もう……わたし、あんたの敵なんだからね？」

　そんなことを言いつつも、口元がゆるんでしまうのは止められない。

　ベッドに身を起こし、エドの小さな体を抱き上げて、自分の隣となりに寝かせた。

　自分とエドの体を布団で包み、薄うす茶ちや色の髪をほわりと撫なでた。

「ホントに……ありがと……」

　少しずつ思考が遠のいていく。体の力が抜けていく。体中にたまりにたまった疲労が睡すい魔まとなって押し寄せ、意い識しきが眠りの底に沈んでいく。

　今夜は、よく眠れそうだった。

「おやすみ……ね……」

　ファンメイは呟つぶやき、目を閉じた。




　エリザ、という小さな声が、聞こえた気がした。
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　──自分にいったい何が起こったのか、少年には分からなかった。

　どうしてあの女と子供を見逃してしまったのか、少年には全く理解できなかった。

　螺ネ子ジの槍やりで心しん臓ぞうを一突き──それだけのことのはずだった。難しいことなどなにもなかった。誰だれかに命じられるままに魔ま法ほうを使い、誰かに命じられるままに人を殺す、数え切れないほど繰くり返してきた単純な作業。

　なのに、その日に限ってはその当たり前のことができなかった。

　金髪の女を殺したことなど、過去に何度でもあった。

　薄茶色の髪の子供など、とうに見慣れていた。

　……なのに、少年は、どうしてもその二人を殺すことができなかった。




　生命維い持じ槽そうの円筒ガラスに映り込む自分の顔は、その日も、やっぱり歪ゆがんでいた。

　照明の落とされた暗い実じつ験けん室の真ん中で、少年はぼんやりと目を見開き、今日の出来事を振り返っていた。

　どうしてあの女は子供をかばったのだろう、という疑問が、まず頭に浮かんだ。それから、子供の方も女をかばっていたのを思い出した。少年はシティのネットをさかのぼり、データベースにアクセスした。自分がなにを調べようとしているのかも分からないままに片っ端から資料を紐ひも解とき、目についた物を拾い上げてはでたらめにリンクをたどった。

　……小さな子供が眠るベッドの前で笑いあう、男と女の姿があった。

　……男の肩に乗せられてはしゃぎ声を上げる、少女の姿があった。

　……歯も生はえそろわない赤子に乳を与える、女の姿があった。

『親子』

　長い、長い時間をかけて、少年はその言葉にたどり着いた。

　どうやらそれは、生物学的な血のつながりを意味する言葉のようだった。

　あの女と子供は『親子』だったのだろうか、と少年は考えた。が、仮にそうだとしても、あの二人がお互いをかばわなければならない理由はやっぱり分からなかった。さらに検索を進めるうちに、どうやら『親子』というのは単なる遺伝子のつながりを表しているわけではないらしいということが分かってきた。『愛』『情』『絆きずな』──たびたび出現するそれらの言葉は少年には理解できない物だったが、映像記き録ろくに残る『親子』は誰だれも彼もが笑っていて、それが、ひどく心に残った。

　とりわけ少年の注意を引いたのは、戦前に撮とられという一枚の写真だった。病気の母親を必死に看病する子供の姿が、そこには映っていた。子供は額ひたいに汗を浮かべて母親の体に包帯を巻き、母親は歯を食いしばって痛みに耐えていた。どちらの顔にも疲労が色いろ濃こく浮き出ているのに、どちらも口元に笑みを浮かべていた。

　少年は、『親子』について調べることを止やめた。

　自分に『親』がいないことに、少年は初めて気がついた。遺伝子の化学合成によって生み出された少年に、親がいるはずがなかった。エリザは自分の親だったのだろうかと考えて、すぐに違うことが分かった。二人の間に生物学的なつながりがあるはずがなかったし、なにより、エリザは少年の前で笑ったことなどなかった。

　親から生まれたのでないならば、それは人間ではない。

　人をまねて作られた人でない物は、人形だ。

　自分は人形なのだろうか、と少年は考えた。今度の問いは、簡かん単たんに答えが出なかった。少年はこれまでかき集めた知ち識しきを総動員して、必死に考えを巡らせた。人間と人形、親と子、エリザと自分──いくら考えても答えは出なかった。少年は大きく息を吐つき、もう一度、シティのネットにアクセスしようとして、

『──人形使い、エドワード・ザインだな？』

　声が聞こえた。

　生命維い持じ槽そうの円筒ガラスの、すぐ向こうからだった。




　……その少女がいつからそこにいたのか、少年にはわからなかった。

　十と重え二は十た重えの警けい備び網もうと無数のセンサーに守られているはずのその場所に、少女は当たり前のようにたたずんでいた。

　少女の背は少年よりも高かったが、それでも少年が見慣れた白衣の研究員達に比べればずいぶん小さな物だった。細い体を包むのは真っ黒な長い衣装で、実じつ験けん室の闇やみに融とけてその輪りん郭かくを朧おぼろにしていた。長いスカートの裾すそからのぞく靴も両手を包む手袋も黒一色で、コントラストをなすように白い顔には、茶色の瞳ひとみが鋭するどく光っていた。

　頭の両側で一本ずつまとめた長い髪が、飾り羽根のように揺れていた。

『初めまして』

　少女はスカートの裾をつまんで一礼し、生命維持槽の表面にそっと手を当てた。

『警けい戒かいしないでほしい。私は貴方あなたの味方だ』

　誰だれ？　と少年は問うた。

　賢人会議Seer'sguild、と少女は名乗った。







　　第七章　軋む人形　～If I were truly a good boy～







　ソファーの上で足を組み、体の力を抜いて深く背中を預ける。全身の血が頭に集まっていくのをイメージしたら大きく息をひとつ。頭の中で命令を飛ばして、『Ⅰ－ブレインの中の自分』に意い識しきのチャンネルを切り替える。

（全システム、非戦せん闘とう状態で起動）

　目の前の一点を中心に世界が裏返り、闇に包まれた視界に無数の半透明の『窓』が浮かび上がる。ひとつひとつが大人おとなの背丈ほどもある『窓』は錬れんの周囲を十重二十重に取り囲み、命令を待つようにゆっくりと闇を流れていく。

　……よし。

（全データの配列を完了。解析開始）

　意識の中でそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、周囲の窓がいっせいに活動を開始する。文字列と数式の群れが滝のように窓の表面を流れ落ち、水面から滴しずくが跳ねるように光の玉となって他ほかの窓に飛び移っていく。手のひらほどの大きさにイメージされた光のひとつひとつは、通常の端末一台分の記き憶おく容量に匹敵するデータの塊かたまり。中には先日のシティ・ロンドンでの戦せん闘とう記き録ろくがこれでもかと詰め込んである。

　……そろそろいいかな？

（「能力創生」を開始）

　適当に解析が進んだところで、次の段階に作業を移す。目の前の手近な窓を一枚指さして、そのまま右から左に手を動かす。指さされた窓は光を振りまきながら仮想空間をついっと流れ、別な窓に角から突き刺さってそのまま一体化する。もう片方の手でさらに違う窓を操あやつって、組み合わさった二枚の窓にやっぱり角から突っ込ませる。一枚、一枚、さらにもう一枚。無数の窓をかき集め、情報でできた幾何学模様のオブジェを形作っていく。

　……うん、いい感じ。

　前に作ったのは騎き士しの能力をコピーした『世界面変換デーモンサイバーグ』だから、こうやって新しい能力を作るのは久しぶりだ。なんだか楽しくなってきて、ここがⅠ－ブレインの中の仮想空間だということも忘れて鼻歌なんか歌ってみる。踊るように腕を振るうたびに窓と窓は互いに重なり合い、その周囲を光の帯が取り巻いていき……

（エラー。演算速度不足。プログラムを破棄。「能力創生」を強制終了）

「……あれ？」

　いきなり表示されたそのメッセージを合図に、多面体型に成長していた『窓』の固まりが、細かな破片に砕け散った。

　意い識しきが『現実世界の自分』に復帰し、見慣れた食堂の風景が目の前に姿を現す。四方の壁かべと天てん井じようを彩るベージュの壁紙、床に敷しき詰められた淡いピンクのカーペット、真ん中には木目調のテーブルに椅い子すが四つ。

　そのうちのひとつに座って携帯端末の画面とにらめっこしていたエドが、顔を上げた。

「……しっぱい？」

「うん……そうみたい」

　苦笑混じりに頰ほおをかき、Ⅰ－ブレインのログを呼び出してやっぱりと納得。『起動不可能なプログラムの作成によるエラー処理』。戦闘記録を元にあのヘイズ──フィアがファンメイから聞いたところではそういう名前らしい──という男の能力をコピーしたまでは良かったが、錬れんの演算速度ではどうがんばっても起動できないそのプログラムをⅠ－ブレインが『無む駄だなデータ』と判断して、自動的に破棄してしまったらしい。

「起動に必要な演算速度がフィアの六〇〇倍……ってことは、僕の三〇〇〇倍──？」

　……でたらめだなあ。

　ここまでものすごいと、驚おどろくのを通り越して感心してしまう。普通の魔ま法ほう士しの平均値から考えると錬だって『けっこう速い』部類に入るはずなのだが、あのヘイズという人の能力は『高い』とかいう次元を通り越してちょっとおかしい。

「……ほとんど演算素子だけでできたⅠ－ブレイン、か」

　普通、魔ま法ほう士しの特性を決めるのは『騎き士し』とか『人形使い』とか『光使い』とかいう「生まれたときに記き憶おく領域に書き込まれたプログラムの種類」なわけだが、世の中には時々そういった通常の分類に当てはまらない「そもそもⅠ－ブレインの性質が普通と違う」魔法士がいる。たとえばフィアなら「一時記憶領域が、他の魔法士の情報を数人分丸ごと取り込めるぐらい大きい」となるわけだが、ヘイズの場合は「本来なら記憶領域であるべき部分がほとんど演算素子に置き換わっている」ということらしい。

　そういう魔法士と戦うのは、難むずかしい。

　相手の能力を読み切れないということは、作戦の立てようがないということだ。

「……って、それを言ったら、いちばんずるいのは僕か」

　錬れんが普ふ段だん使っている『ラプラス』や『マクスウェル』などの戦せん闘とう用プログラムは、実を言うと錬の生まれついての能力ではない。兄の真ま昼ひるから聞いた話で錬自身は良く覚えていないのだが、自分はどうも、魔法士なら遺伝子構成の段階で必ず与えられるはずの『魔法を使うためのプログラム』をいっさい書き込まれることなく、まっさらな状態で生み出されたらしい。

　そういう自分がどうして魔法を使えるのかというと、その秘密は『Ⅰ－ブレインの特性』にある。通常、Ⅰ－ブレインの能力というのは作られたときに中枢領域に書き込まれた基本プログラムから変更出来ないものなのだが、錬のⅠ－ブレインは『中枢領域がすべて後天的に書き換え可能』という真昼に言わせれば「とんでもない」代しろ物もので、そのおかげで錬は、後付けの学習によって自由に能力を獲かく得とくしたり、プログラムを改善したりすることが可能だった。

　もちろん欠点もある。そもそも自分のものではない能力を中枢に無理矢理書き込んで『仮想的に』使うわけだから、その能力を生まれつき持っている魔法士に比べるとどうしても個々の性能は低くなってしまう。プログラムの複数起動も結局は「個々のプログラムがそれ専門の魔法士の物に比べてずっと小さい」から可能なわけで、ようするに正面からまともに力でぶつかり合っている限り、錬は誰だれにも勝つことができない。

　だがその代わりに、このⅠ－ブレインは、普通ではあり得ない膨ぼう大だいな数の選択肢を錬に与えてくれる。

　力で勝てない相手なら、スピードで翻ほん弄ろうすればいい。スピードで勝てない相手なら、手数で圧倒すればいい。離れて戦おうとする相手には接近し、近づいて戦おうとする相手には距離をとり、物理的な手段でどうにもならないなら情報の海から攻め、情報の側から攻めてくる相手は物理的手段でねじ伏せ──

　魔法士の戦闘において、『選択肢の広さ』は、しばしば『単純な力の優劣』を超越する。

「……で、それはともかく」

　弾みをつけてソファーから立ち上がり、テーブルに歩み寄る。

「そっちはどう？　なにかいい作戦思いついた？」

　ぶんぶんと首を振るエド。手元の携帯端末をのぞいてみると、そこには戦せん闘とうシミュレーションの失敗を表すメッセージが延々と書き連ねられている。

「……うーん」

　額ひたいに手を当てて唸うなると、エドも真ま似ねしてうーんと声を上げる。このごろのエドは、なにかにつけて錬れんの真似をしたがる。表情に全く変化がないのは相変わらずだが、それでも初めて出会った三週間前に比べると格段の進歩だ。その仕し草ぐさに小さく笑い、すぐに笑みを引っ込めてまた考えを巡らせる。

　もう一度あのヘイズという男と戦うことになったときのために作戦を練っておきたかったのだが、どうにもうまい手が思いつかない。こっちのスピードでは相手の予測を上回ることが出来ないのは前の戦闘で分かっている。普通に考えれば相手が予測できてもどうしようもないくらいの手数をいっぺんに繰くり出すのが正しい対抗策のはずなのだが、今回はそれも無理。自分の『マクスウェル』にエドの『ゴーストハック』──どっちも情報解体に対して極端に弱い。こっちから攻められないとなると、あとは持久戦に持ち込んで相手のミスを待つぐらいしか手が残っていない。

　せめてあともう一手、相手に知られていない選せん択たく肢しがほしい。

「予測できてもよけられない攻こう撃げき……か」

「──なんの話？」

「うわ！」

　いきなりの声に驚おどろいて振り返る。長い黒髪を三つ編あみに束ねた少女が、いつの間にかすぐ後ろに立っている。紅茶のポットとカップが四つ載ったお盆をテーブルに置き、当たり前のような顔でエドの頭を撫なで、錬が止める間もなくエドの手元をのぞき込み、

「あーっ！　また悪いこと考えてるぅ！」

　甲かん高だかい声に驚いたのか、エドがびくっと身を引きつらせた。

「悪いことって……」

　とっさに反論しようとした瞬しゆん間かんに、「ファンメイさん、どうしたんですか？」とフィアが食堂に入ってくる。テーブルの前の三人を不ふ思し議ぎそうに見比べ、テーブルに歩み寄ってやっぱり錬が止める間もなく携帯端末をのぞき込み、

「……錬さん、これ」

「ち、違うよ！　これは、だから」

「違わないのっ！」ファンメイの声が、ものすごい勢いで錬の反論を遮る。「もー！　みんなが戦わないですむようにわたしがなんとかするって、あんなに言ったのにっ！」

　捕ほ虜りよとして監かん禁きんされていたはずのファンメイが当たり前のようにこの場所にいるのには、もちろんちゃんと理由がある。一週間前、十月十八日。いきなり錬を自分の監禁部屋に呼びつけたファンメイは、「世せ界かい樹じゆのことでエドと話し合ってくれるように、ヘイズと先生に頼んでみる」と言いだしたのだ。

　どういうわけか隣となりにエドが立っていたところから考えると、自分の知らない間に二人になにかがあったらしい。少女の言葉が本気だということはフィアが保証してくれたし、話し合いで解決できるのなら錬れんとしてもこんなにありがたいことはなかったが、だからといって「はいそうですか」とうなずくわけにもいかなかった。

　説得、というからには当然こちらからロンドン自治軍に接触しなければならないし、そもそもこれは説得でどうにかなるような問題ではない。たとえその二人を説得できたとしても、それでシティ自治政府が動くとは思えない。

　困り果てた錬は条件を出した──と言うより、ファンメイに頭を下げられフィアに泣きそうな顔をされエドに袖そでを引っ張られて条件を出さざるを得なくなってしまった。どうやって『ヘイズ』と『先生』を説得するつもりなのか、具体的な案を自分に教えること。もしそれで自分が納得したら、ファンメイが外と連絡を取るのを許可してもいい──

「やっぱりわたしのこと信用してないんでしょ！」

　ファンメイがぷんすかとまなじりをつり上げ、後ろでフィアが「そうなんですか？」と悲しそうな顔をする。信用するもなにも「たぶん無理だろうなあ」と思っている錬としては単に必要な作業を進めていただけなのだが、正直にそれを言うのも悪い気がする。

「だって、もう一週間もたつのに、なんにも思いつかないんでしょ？」

　言葉を選び選びそう反論すると、ファンメイが「え」と一歩後ずさる。チャンスだ。勢い込んで身を乗り出し、両手を広げて、

「だったら、こっちも最悪のパターンを考えとかないと」

「そ、それはそうかもしれないけど……でも、でもね」

　しどろもどろにそう言って、ファンメイは助けを求めるようにフィアを振り返る。フィアは「私ですか？」と目を丸くし、ええっと、と少し視線をさまよわせて、

「あの……エドさんは？」

「え？」

　錬とファンメイの声がハモった。

　エドの姿がいつの間にか消えていることに、三人はようやく気がついた。




　ネズミの鳴き声がする細い通路を歩き、分ぶ厚あつい隔かく壁へきを三枚くぐる。扉の向こうから聞こえるかすかな物音に、やっぱり、と小さくつぶやく。別に隠れる必要もないのだろうがなんとなく足音を忍ばせ、首だけ突き出して実じつ験けん室の中をのぞき見る。

　……いたいた。

　明かりの消えた部屋の真ん中、世せ界かい樹じゆ育成用の培ばい養よう槽そうの前。

　暗い床の上に膝ひざを抱え、エドはひとり、ガラス容器の放つほのかな燐りん光こうを見つめていた。

「……エド」

　小声でそう呼びかけると、小さな体がぴくっと揺れる。薄うす茶ちや色の瞳ひとみがこっちを振り返り、ひとつ瞬まばたきしてまた培ばい養よう槽そうに戻る。

「どうしたの？」

　そこら中に並ぶ計器や端末をかき分けて、どうにかエドのそばにたどり着く。冷たい床に腰を下ろし、小さな横顔を覗のぞきこむ。

「せかいじゅ……もうすぐ」

　視線は前を向いたまま、エドが呟つぶやく。

「うん……」

　うなずき、真球ガラスの培養槽を見上げる。透明な培養液の中心に浮かぶ、鳥の羽根を模した銀色の種。難なん航こうしていたプログラム書き込み作業もこの一週間でどうにかほとんどが完了した。一部に残っている論理の矛む盾じゆんを解消するのにもう少し手間取りそうだが、このぶんなら育成実じつ験けんに入れるのもそう遠いことではないだろう。

「あおいそら、もうすぐ」

「うん、そうだね」うなずき、エドの正面に身を乗り出して「ねえ！　世界が元通りになったら、エドはなにがしたい？」

　薄茶色の瞳がこっちを向く。エドは相変わらずの無表情で小さく首をかしげ、

「あおいそら、かえってくる」

「だからね」そうじゃなくてさ、と頰ほおをかき「これが成功したら雲がなくなって、気温が上がって氷も融とけて太陽とか月とか星だって見えるようになるよね。そしたら、エドはなにがしたい？　もう町の中に閉じこもってなくても大丈夫だし、山でも海でも好きなところに行けるよ？」

　錬れんが知っている山や海といえば枯れ木がてっぺんまで雪に埋もれていたり氷河の破片がぷかぷか浮かんでいたりする場所だが、もちろんいま言ったのはそういう意味ではない。真ま昼ひると月つき夜よから聞いた話では、大気制御衛えい星せいの事故が起こる前の山と海はそれはもうきれいなところで、とくに夏になるとどこもかしこも子供たちでにぎわっていたらしい。『夏』というのも錬にとってはピンとこない概念だが、とにかく記き録ろく映像なんかに残された『海水浴』や『ハイキング』の風景は本当に楽しそうで、小さい頃ころの自分は『真昼兄も月姉ねえもずるい。僕も海水浴する』などと言って兄と姉を困らせたこともあった。

　その山と海に、もうすぐ手が届く。

　みんなが笑える日が、きっと来る。

「そうだ」ひとつうなずき、エドの手を取る。「エドも海いこ、海。きっと楽しいよ。いまみたいに暗くて氷が浮かんでる海じゃなくて、もっと明るくて、青くて、それから人がいっぱいいて──」

　そこで、錬れんは言葉を止めた。

　エドは顔をうつむかせ、小さな手をかすかに震ふるわせていた。

「……どうしたの？」

　弾はじかれるように、エドが顔を上げる。口を開きかけ、言葉を探すように視線をさまよわせ、いつものように服の裾すそをつかんでまっすぐにこっちを見つめ、

「……れん……こわい？」

「え？」

「しっぱい、こわい？」

　抑よく揚ようのないエドの声。

　闇やみの中に照らし出される顔は人形のように無表情で、ただ、小さな体だけが震えていた。

「エド……」

　予想外の言葉と態度に呆ぼう然ぜんとなり、すぐに我に返って苦笑混じりの息を吐つく。この子も成長したなあ、と妙な感心をし、エドの正面に回り込んでぺたんと座り込む。

「エドは、恐い？」

　薄うす茶ちや色の瞳ひとみがかすかに揺れる。エドは一いつ瞬しゆんだけ硬直してから、おそるおそるというふうに首を縦たてに振る。初めて会ったころからは想像もできないほど『人間的』な感情表現。思わず小さく笑い、薄茶色の髪をくしゃくしゃと撫なでる。

「僕も……恐いよ」

　瞬間、エドがびくりと身を引きつらせた。

　薄茶色の瞳をかすかに見開き、小さな人形使いはわずかに顔をうつむかせた。

「けど、恐くて当たり前なんだと思う」

　どうにか目の前の男の子を安心させようと、にっこり笑ってみせる。

「成功率五パーセントだもんね。恐くなかったら噓うそだよ。失敗したらこの種もなくなっちゃうし、ロンドンの人たちはマザーシステムが維い持じできなくなってものすごく困るだろうし……って、エド？」

　思わず、錬は言葉を止めた。

　エドが顔を伏せたまま、小さくなにかを呟つぶやいた。

「なに？　なんて言ったの？」

　錬の問いかけに、エドはもう一度、さっきよりもほんの少しだけ大きな声で呟いた。

　ちがう、と言ったように、錬には聞こえた。

「違う……？」

「──あー！　見つけたぁ！」

　違うってなにが、と問おうとした瞬間、背後で声。いつの間にか部屋の戸口に現れたファンメイが、端末の森をかき分けて駆け寄ってくる。培ばい養よう槽そうの前でにらめっこしている二人を見比べ、なにやってんの？、と首をかしげ、エドのそばに膝ひざをついて手をつかむ。

「ほら！　もうすぐお昼なの。フィアちゃんが待ちくたびれてるんだからぁ！」

　エドがこくっとうなずき立ち上がる。ファンメイはエドの服のほこりを払い、「錬れんも早く来るの！」と勝手なことを言ってさっさと歩き出す。話をはぐらかされてしまった。錬はなんとなく頰ほおをかき、培ばい養よう槽そうに浮かぶ銀色の種を見上げた。

　……ま、いっか。

　頭に浮かんだ疑問を、錬は意い識しきの底に放り込んだ。




「……えっとね」

　三十分後。いつの間にか見慣れてしまった四人の昼食風景。

「やっぱり『自分の呼び方』って大切だと思うの」

　自分のパンを食べ終えたファンメイが、いきなりそう切り出した。

　ちょうど最後の一かけを口に放り込んだところだった錬は、パンをもごもごやりながら「自分の呼び方？」と首をかしげた。視線を左に移すと、フィアも同じように首をかしげている。テーブルを挟んで向かいのエドは、我関せずといった様よう子すでスープの消費に余念がない。

「だから、あのね」右手側の席からファンメイの声。「わたしなら『わたし』だし、錬なら『僕』だしフィアちゃんなら『私』でしょ？　……前から気になってたんだけど、エドにはそういうのないの？」

　ああ、と納得。言われてみれば、確かに錬もエドが自分のことを『ぼく』とか『おれ』とか呼ぶのを聞いたことがない。反射的に視線を正面に戻す。自分の名前に反応したのか、エドはスプーンを繰くる手を止めて小さく首をかしげている。

「エド、自分のことはなんて言うの？」

「じぶん、のこと……？」

「だからさ、『ぼく』とか『おれ』とか『わたし』とか……ほら、僕なら『僕』だし、フィアなら『私』だし、ファンメイなら『わたし』だよね？」

　三人を順番に指さしていき、最後に「エドは？」と指を向ける。エドは首をかしげたまま、おそるおそるというふうに人差し指を自分に向け、

「えど」

「や、だからそうじゃなくて……」

　ファンメイがずっこけフィアが困ったように眉まゆ根ねを寄せ、エドは相変わらずの無表情でますます首をかしげる。どうやら「自分の一人称」という概念がよく分かっていないらしい。

「フィア、どうしよっか」

「そうですね、ええっと……」

　二人で顔を見合わせ、ううん、と考え込む。エドはスプーンを皿に置き、上目づかいにこっちをじっと見つめる。肩に少し力が入っているのが分かる。自分が何か悪いことをしたのかと勘かん違ちがいしているのかもしれない。

「う、うん……わかったの」椅い子すからずり落ちそうになっていたファンメイが体勢を立て直し「じゃ、わたしが決めたげる。エドは今日から『おれ』。いい？」

　えーっ、と思わず錬れんは抗こう議ぎの声を上げた。

「かわいくない。エドは、ぜったい『ぼく』の方がいい！」

　たちまち、ファンメイは「そんなことないのっ！」と頰ほおを膨ふくらませ、

「男の子は『おれ』の方がいいの！　ぜったいにそうなの！」

　テーブルの角を挟んでにらみ合う二人。フィアが「あの……エドさんに決めてもらえば……」と控えめに口を挟む。二人は「それ！」と同時にうなずき、同時にすごい勢いでエドを振り返って同時に、

「どっちがいい──？」

　エドはぱちっとまばたき一つ、錬とファンメイの顔を代わる代わる見比べる。薄うす茶ちや色の瞳ひとみがかすかに揺らめき、小さな体に緊きん張ちようが満ち、エドは考え、考え、考え、

　ファンメイを指さして「……おれ」。

　錬を指さして「……ぼく」。

「そーじゃなくて！」

　錬とファンメイの声が見事に唱和する。エドはぴくっと身を引きつらせ、二人に向かってぺこぺこと頭を下げる。

「や、だから怒ったんじゃなくて……」

「そ、そうなの。だから、あの、あのね」

　おろおろと声を上げる二人。フィアが合成香料の紅茶をカップに注ぎ、「はい、ご飯の続きをどうぞ」とエドの前に差し出す。エドはうなずき、紅茶を一口飲み、スプーンを握って再びスープの攻略に取りかかる。

　思わず、錬は吹き出した。

　つられたようにファンメイがあははと笑い、フィアがにっこり微笑ほほえむ。エド一人がなんのことか分かっていない様よう子すで、スプーンを片手に握ったままパンの切れ端を口に頰張る。

　紅茶のカップから立ち上った湯気が、食堂の天てん井じようをほわりと流れた。
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『……で、これが例の紙ですか』

　立体映像ディスプレイに表示された横線三本のマンガ顔が、操そう縦じゆう席のまわりをくるりと一周する。ヘイズの指先に揺れる紙切れを覗のぞきこむように、四角い輪郭を滑り込ませる。実際にその紙を見ているのは操そう作さ卓に埋め込まれたカメラなわけだが、ハリーはこういう細かい演出がやたらと好きだ。

『なるほど……』一本線の口をにゅにゅっとへの字に曲げて思案顔を作り『これは、なかなか興きよう味み深ぶかいですね』

　シティ・ロンドン第二〇階層、軍用第三ポート。Hunter Pigeonの操そう縦じゆう席に体を預け、ヘイズは正面のディスプレイに映し出されるポートの天てん井じようをぼんやりと見つめる。いつの間にか着慣れてしまった血色の軍服に、特注品の防弾防ぼう刃じんシャツとスラックス。懐ふところには電磁射出の銃が二丁に、論理回路を刻み込んで情報に対する耐性を高めた高速弾体。

　右手には、一週間前にあの実じつ験けん施設で見つけたノートの切れ端。

　エリザベート・ザインの直筆だということは、手元にある資料と筆跡を照合して確認した。が、それ以上のこととなるとお手上げ。大気制御衛えい星せい、天あま樹ぎ、ウィッテン──話があまりにも大きすぎて、どこから手をつければいいのか見当もつかない。

『先生には？』

「話してねぇ……」よっ、と勢いをつけて操縦席から身を起こす。「いまは目先のこと片づけんのが先だからな。……けど、ま、なんかおかしいってのは先生もわかってるはずだ」

　ヘイズが発見したあの部屋を調査した、研究員からの報告。

　それによると、ヘイズの読み通り、あの空間は内ない壁へき全体に刻み込まれた論理回路と机の上の端末の情報制御演算によって六次元方向に位相をずらされ、本来ならあり得ない場所に隠されていたということだった。

　内部の書棚にはエリザベート・ザインの戦前の研究記き録ろくが多数残され、その中には『世せ界かい樹じゆ』に関する物も含まれていた。その内容はヘイズを含めた関係者を驚おどろかせるのに十分すぎる物だったが、同時に、あの部屋の存在そのものもまた、重大な問題を孕はらんでいた。

　立体映像ディスプレイの一枚を、指で弾はじいて目の前に持ってくる。今け朝さになって届けられた解析結果。あの部屋の内壁の構造材を成分分析して得られた、部屋の──と言うより壁かべに刻まれた論理回路の作成年代。

　西暦二一八〇年以前である確率が、六十五パーセント。

「……たしか、二一八一年だったよな。情報制御理論が生まれた年って」

『ええ、間違いなく』

　それも、理論が完成した年、という意味でだ。天樹健けん三ぞう、アルフレッド・ウィッテン、エリザベート・ザイン──三人の科学者によって生み出された途方もない机上の空論が現実の工学に応用され、ハノーバーのフリードリッヒ・ガウス記念研究所で魔ま法ほう士しの第一号が生まれるのがその二年後。

　論理回路が実用化されたのは、そのさらに一年後、西暦二一八四年。

　あの部屋が二一八〇年以前に作られた物なら、そこに論理回路が存在できるはずがない。

「……ったく、ややこしい話だな」

　立体映像ディスプレイの報告書をにらみつけ、小さく舌打ちをもらす。毎度毎度のことながら、今回もなにかとんでもないことに首をつっこんでしまった気がする。

『まったくです』

　ハリーは四角い画面の片隅にため息マークを表示し、すぐにそれを消去して、

『さて、考える時間は後回し。いまは目先のことに集中しましょう』

　別なディスプレイが唐突に目の前に出現し、ロンドン軍の認証コードとともに『出しゆつ撃げき準備完了』の文字が表示される。ハリーの言うとおり、結論のでない問題をあれこれ考えるのは後回し。目先の『世せ界かい樹じゆ』の問題を片づけるのが先だ。

　エリザベート・ザインの記き録ろくを基もとに割り出された世界樹育成実じつ験けんの候補地が二一三ヶ所。公式記録に残っていた三十八ヶ所はとっくに調査済みだから、連中が隠れているとしたら残りの一七五ヶ所。ロンドン自治軍を総動員してしらみつぶしに調査するにしても、確実に三日は必要だ。

　それまでに、もし世界樹が発芽してしまえば……

『最終的にはおそらく地球そのものが消滅。人類も滅亡……ですか』

　両目と口をへの字に曲げ、ため息マークを表示するハリー。

『あの種が欠陥品とは……予想外です』




　操そう縦じゆう席に乱暴に体を預け、ヘイズは投げやりな息を吐いた。

「世の中、そうそううまくいかねぇってことさ」
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　壊こわれた椅い子すの脚あしで木枠を組み、むき出しの導どう線せんをぐるぐる巻きにして即席のアンテナをでっち上げる。ずいぶん古典的なシステムだが、他ほかにまともな材料が手に入らないのだから仕方がない。両手でやっと抱えられるくらいの大きなアンテナをテーブルの真ん中に立てたら準備は完了。壊れた端末から取り出した増幅回路や演算素子や操作卓やらを予定通りにつなぎ合わせ、これまた端末に付属していたスピーカーを最後に接続する。

「よしっ、こんなもんかな」

　うんうんとうなずき、椅子に飛び乗って操作卓に両手を置く。複雑怪奇に絡み合った配線をひとつひとつ目で確認し、ひとつ息を吐いてスイッチを入れる。

「うわっ！」

　とたんに、スピーカーから鳴り響ひびく甲かん高だかいノイズ。

　大あわてで出力を絞り、ほうっと息を吐く。

「な、なんですか今の！」

　あわてふためいて食堂に飛び込んできたフィアが、テーブルの上のオブジェに目を丸くする。なんでもないよ、というふうに笑顔を向け、すぐに手元に意い識しきを戻す。制御用のパラメータを数カ所書き換え、配線をいくつか切り替えて慎重に出力を上げていく。

　フィアは興きよう味み津しん々しんの様よう子すで錬れんのそばに駆け寄り、

「これ、なんですか？」

　ラジオ、と錬は短く答えた。

「ラジオですか！」フィアは目を丸くし、息がかかるくらい顔を寄せて錬の手元をのぞき込み「でも、どうしてラジオなんか作ってるんですか？」

　それを聞かれると辛つらい。

　錬は少女を振り仰ぎ、人差し指で頰ほおをかいて、

「や……本当は通信機作るつもりだったんだ。長老とか弥生やよいさんとかヴィドさんとか、あとメルボルンの真ま昼ひる兄と月つき姉ねえにも連絡とれないかなー、と思って……」テーブルの真ん中に鎮ちん座ざしたばかでかいアンテナを横目にうかがい「けど、よく考えたらあんまり高出力の電波とか使って軍に見つかったら大変だし……でも、受信アンテナはもう作っちゃったから使わないのももったいないし……」

　照れ隠しにあははと笑う。フィアはくすっと微笑ほほえみ、自分の椅い子すを引っ張ってきて錬の隣となりに座る。錬はうなずき、タッチパネルに指を滑らせる。砂を流すような雑音の中に、よく通る男の声が混ざり始める。

　あ、とフィアが小さく声を上げた。

「真昼さんの好きな番組ですね」

「そ、『ケヴィンラッキースターのラブ・アンド・ピース』」操そう作さ卓を叩たたいて周波数を調整する。「せっかくだから、エドに聞かせてあげようと思って」

　タイミング良く背後の扉が開き、エドの手を引いたファンメイが「用事ってなにー」と顔をのぞかせる。テーブルの上の物体にやっぱり目を丸くし、駆け寄って二人分の椅子をかき集め、大きなアンテナがいちばんよく見える位置にエドを座らせて自分はその後ろに席を取る。

「……ラジオ？　あんたが作ったの？」

「そ」ちょっとだけ胸を張り、椅子を少しずらしてエドを手招きする。「ほら、特等席。もうすぐ始まるよ」

　エドは小さく首をかしげ、大きな椅子を引きずって操作卓の正面に座り直す。その瞬しゆん間かん、まるでタイミングを計ったかのように、高いソプラノの歌声がスピーカーから流れ始める。エドは「あ」と小さく声を上げ、相変わらずの無表情でこっちを振り返る。

「いいから、聞いてて」

　薄うす茶ちや色の瞳ひとみが、大人おとなしく正面のスピーカーに戻る。曲が進むうちに小さな体から緊きん張ちようがとれていく。エドはテーブルに頰ほお杖づえをつき、リズムに合わせてかすかに頭を揺らし始める。

「これ、パーフェクトワールド？」と小声でファンメイ。

「はい」と錬れんの代わりにフィアが答える。「この放送をやってる人がものすごく好きらしくて、毎日この時間になると、繰くり返しで一時間ぐらいかけてくれるんです」

　ふぅん、と感心したように呟つぶやくファンメイ。そうこうするうちに曲が一通り流れ終わり、少しの間をおいて再び出だしに戻る。錬はエドの肩に頭をのせるようにして顔を寄せ、スピーカーを指さして、

「じゃ、今度は一いつ緒しよに歌ってみよっか」

　こくんとうなずくエド。ゆったりとしたイントロが終わり、曲のリズムが変わり、

「せーのっ」

　錬の合図で、エドが、らー、と小さな声を上げた。

「……えっと……」

　思わず苦笑する。リズムも音程も、ものの見事にまったく合っていない。とにかくリズムからあわせようと考えて「いい？」と指を四拍子に振って見せるのだがどうにも上う手まくいかない。もしかすると『歌う』という概念がよくわかっていないのかもしれない。

「あーもーっ！」たまりかねたように、ファンメイが叫ぶ。「錬、そこどくの！　わたしがお手本見せてあげるんだからあ！」

「え」とファンメイを振り返り、少し考えて大人おとなしく場所を譲ゆずる。考えてみたらこれは女の人の歌だし、龍りゆう使つかいは肉体制御が専門だから歌だって上手いのかもしれない。

「あの……ファンメイさん、肺は大丈夫ですか？」

「へいきへいき！　もうちゃんと治ったし、それにちょっとだけだから！」

　えっへんと胸を張るファンメイ。錬はテーブルの脇わきに立ち、すっかり指揮者気分で両手の人差し指を振る。ファンメイは大きく息を吸い込み、錬の「せーの」に合わせて声を張り上げ、

　エドが「あ」と小さく声を上げた。

　フィアが、ぽかんと口を開けた。

　錬は、反射的にファンメイの頭を手のひらで叩たたいた。

「──なんで叩くのよーっ！」

「あ、ご、ごめん。つい……」

　とっさに謝あやまりつつも、この子に歌わせるのだけはぜったいやめようと決意する。音痴とかそういう生やさしいレベルの話ではない。音程もめちゃくちゃならリズムもめちゃくちゃ。元気だけは有り余っているぶんエドより遥はるかにタチが悪い。

「文句あるならあんたが歌えばいいじゃないのよ！」

「え、文句って言うか、だから……」

　しどろもどろに反論を試みる。ファンメイは「なによ！」とまなじりをつり上げ、フィアも「錬さん、叩くのは良くないと思います」とファンメイに味方する。自分も驚おどろいていたくせにずるい。逃げ場がなくなった錬れんは、ええっと、と左右に視線をさまよわせ、助けを求めてエドの横顔をのぞき込み、

「……エド？」

　言葉を失った。

　一いつ瞬しゆん遅れてフィアが気づき、すぐにファンメイも気がついた。三人はそろってあんぐりと口を開け、一番最初に錬が自分を取り戻し、

「──フィア！　か、鏡かがみ！　早く！」

「は、はいっ！」

　なんのことかわかっていない様よう子すで、エドがこっちを見上げる。錬はその小さな背中に両手を回し、ぎゅーっと抱きしめた。

　エドは無表情な目元をほんの少しだけゆるめ、口元をかすかにほころばせて、

　つまり、小さく笑っていた。

「エドさん、はい」

　フィアが水差しの水で氷の鏡を作り、エドの前にふわりと浮かべる。エドは言われるままにそちらに視線を移し、薄うす茶ちや色の瞳ひとみを見開く。淡い笑顔が一瞬で消え去り、人形のような無表情が帰ってくる。エドは自分の顔を両手でなで回し、困ったように三人を振り返る。

「すごーいっ！」錬の体を引っぺがしてファンメイがエドに飛びつく。「ねーエド！　もう一回！　もう一回笑って！」

　エドは顔に両手を当ててつまんだり引っ張ったりし、どうにも上う手まくいかないのか無表情のままでぺこっと頭を下げる。ファンメイは「あ……ごめん」と腕を放し、エドの薄茶色の髪を優やさしく撫なでる。

「いいの、ゆっくり覚えれば」

　そうそう、とうなずく錬。ファンメイはそんな錬を振り返り、「で、さっきの話なんだけど」といたずらっぽい笑みを浮かべる。錬は口を半開きにしたまま硬直し、フィアが耐えかねたようにくすくすと笑い出す。

　テーブルの上のスピーカーが、それでも世界は美しいと歌う。

　食堂の天てん井じように、三人分の笑い声が満ちた。




　エドが小さな手を握りしめていたことに、三人は気がつかなかった。
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　──私は貴方あなたの味方だ、と少女は言った。

　賢けん人じん会かい議ぎと名乗る少女はゆっくりと生命維い持じ槽そうの周りを一巡めぐりし、再び少年の前に立つと小さく笑って見せた。有機コードを取り出して片方の端子を自分のうなじに押し当て、もう一方を傍かたわらの操そう作さ端末に接続する。

　二人のⅠ－ブレインのリンクが確立され、少女の声が直接、少年の頭の中に響ひびいた。

『おどろいたか？』

　少年は肯定も否定もせず、小さく首をかしげた。少女はため息を吐つき、

『なるほど……貴方あなたは本当に人形なのだな』

　意い識しきの中でそう呟つぶやき、少女は無数の端末が並ぶ実じつ験けん室をぐるりと見回した。

『……ここに来るまでは信じられなかった。貴方は本当に、自ら望んでここにいるのだな』

　少年は脳に接続された電極を介して肯定の意志を伝え、少女は何かを考えるように顔をうつむかせた。ややあって顔を上げ、真っ向から少年を見据える。茶色の瞳ひとみを鋭するどくとがらせ、両腕を大きく左右に広げて、少女は、叫ぶように少年の脳に思考を叩たたきつけた。

『なぜだ──？』

　少年は身をすくませ、お構いなしに少女は続けた。

『貴方が力を使えばそこから出ることなど造作もないはずだ！　どこにでも行ける、どんなことでもできる、人間どもの言いなりになる必要などない！　……なのに貴方は、そこでなにをしている？　与えられた現実を受け入れ、思考を止め、道具として生きていくのが貴方の望みなのか？　そんなことのために、貴方は生まれてきたのか？』

　矢や継つぎ早ばやに叩きつけられる言葉に、少年は呆ぼう然ぜんと目を見開く。

　と、唐突に少女が言葉を止めた。

　すまない、と声に出して呟き、大きく息を吐き、

『……貴方のことは調べさせてもらった』再び、思考で語り始めた。『人形使い、エドワード・ザイン。エリザベート・ザインの最初で最後の作品。三年前スイス地方のプラント跡地でロンドン自治軍に保ほ護ごされ、以降、ロンドンのエージェントとして活動する。二〇〇メートル級特務工作艦かん『ウィリアム・シェイクスピア』のマスター。作戦完遂率百パーセント。特徴は人間的感情の欠落。平時にはロンドン自治軍の研究棟で、実じつ験けんサンプルとして利用されている』

　言葉を切り、まっすぐに少年を見上げ、

『貴方は、本当にそれでいいのか？』

　その瞳が、少年の呼吸を止めた。

　少年の前に立ちはだかって互いをかばい合ったあの親子と、同じ目をしていた。

『それでは、貴方が生まれてきた意味はどこにある？』

　いみ、と少年は小さく呟いた。

　なんの前まえ触ぶれもなく、少年の頭の中に巨大なデータが出現した。少女のⅠ－ブレインから有機コードを介して流し込まれたファイル群が、少年の脳内に強制的に展開された。雲を貫いて空の向こうにそびえる、巨大な樹きのイメージ。少年は無表情をほんの少しだけ強こわばらせて少女を見下ろし、少女は生命維い持じ槽そうのガラスに両手を触れた。

『……世せ界かい樹じゆ、というものを知っているか？』

　いいえ、と少年は答え、そんなはずはない、と少女は首を振った。

『貴方あなたの記き憶おく領域には、そのデータが書き込まれているはずだ』

　少女は一連のアドレスを少年に伝え、少年は首を左右に振った。記憶領域の最深部──その場所にアクセスすることは、まだエリザが生きていた頃ころに禁じられていた。

『よく考えてほしい』少年の拒絶の意志に、少女は真剣な目で応こたえた。『もし本当にそれが見てはならないデータなら、そんなものが貴方の記憶領域に書き込まれていること自体、おかしいと思わないか？』

　少年は、かすかに目を見開いた。

　そんなことは、考えてもみなかった。

『エリザベート・ザインは、時が来るまでそれを貴方の中に封じた』少女の言葉が、少年の心に滑り込んだ。『貴方はそのデータを──世界樹を託されたのだと、そう考えることはできないか？』

　せかいじゅ、と少年は呟つぶやき、少女はうなずいた。

　ガラス筒から手を離して一歩退き、まなざしを少しだけ和らげた。

『私には貴方を無理やりそこから連れ出すことも、貴方の頭の中から世界樹のデータを強制的に取り出すこともできない。だから、ここから先は貴方が決めてほしい。帰れと言うなら大人おとなしく帰るし、警けい備び兵を呼びたいのなら好きにすればいい』

　私は、と声に出して呟き、少女は微笑ほほえんだ。

　少年が初めて見る、柔らかい笑顔だった。

『ただ……すべての魔ま法ほう士しに自分の意志で生きてほしいだけだ』

　……少年は、生まれて初めて、エリザの命令に背そむいた。




　うっすらと目を開け、闇やみの向こうに広がる白い天てん井じようを見上げる。小さく息を吐つき、ベッドの上に身を起こす。毛布が体を滑り落ち、空気が肌に冷たい。脳内時計で時刻を確認する。『午前二時』。錬れんもフィアもファンメイも、すっかり眠っている時間だ。

「……ぁ」

　夢を見た。このごろは毎日夢を見る。今日の夢は数ヶ月前の記憶。自分のⅠ－ブレインの記憶領域に書き込まれた『世界樹』のデータに初めて気がついた、あの日のこと。

「……せかいじゅ」

　体を滑らせてベッドの端に座り、スリッパを履はいてもう一度息を吐く。昨日の二時から数えてちょうど二〇回目のため息。ロンドンにいた頃は、ため息を吐いたことなどなかった。呼吸器系になにか異常があるのかもしれない。

　そういえば、とても喉のどが渇いた。

「……みず」

　立ち上がり、扉に向かって歩き出す。足の先が一枚のデータディスクに触れる。その場に身をかがめ、ディスクを一枚つまみ上げる。ベッドの下に隠しておいたはずなのに、たぶんネズミが持ち出してしまったのだろう。錬れんと一緒にロンドンから持ち出した世せ界かい樹じゆの資料──これは、そのオリジナルの一部だ。

　自分が持っているのが内容の欠落したコピーだと、錬は気づいていない。

　知れば、錬はきっと協力してくれない。だからずっと黙だまっていた。膨ぼう大だいな資料の中から都合の悪い部分を削り、矛む盾じゆんしないようにごまかして錬に渡した。うまくいった。錬とフィアは実じつ験けんを手伝ってくれた。もうすぐ、世界樹は芽を出す。

　成功率は五パーセント。

　もし、失敗したら。

「……あ……」

　気持ちが悪くなる。足から力が抜け、冷たい床の上に座り込んでしまう。錬は知らない。フィアもファンメイも知らない。気がついていない。失敗したらあの種がなくなってしまうだけだと思っている。だから手伝ってくれる。

　失敗したときのことなど、考えたこともなかった。

　疑問すら、抱いたことはなかった。

「みず……」

　喉が渇く。頭が痛い。このことについて考えるのはやめようと決める。のろのろと立ち上がり、データディスクをベッドに放り投げ、扉を開けて廊下に出る。真っ暗な道を食堂に向かう。わからない。自分はどこかおかしい。体に悪いところなんかないはずなのに、お腹なかのあたりがいつも気持ち悪い。

「……だいじょうぶ」

　エリザはこのために自分を作った。

　これが、自分が生まれた意味。

　だからきっと、うまくいく。

　エリザが与えてくれた目的が、上う手まくいかないはずがない。




　薄うす暗ぐらい廊下の真ん中で、エドはもう一度、深く息を吐ついた。




　　　　††††††††††††††




「……エドー、ちゃんと寝てるー？」

　戸口から首だけ突っ込んで、ファンメイは小声で呼びかける。部屋の暗がりに目をこらし、ベッドが空っぽなのに気づいて「あれ」と首をかしげる。なんだか寝付けなくなってわざわざ夜中に遊びに来たというのに、肝心のエドがいないのでは寝顔をつついて遊んだりできない。

「トイレかなぁ？」

　音を立てないように扉を引き開け、部屋の隅のベッドに歩み寄る。天てん井じようのライトをつけ、周囲をぐるりと見回す。エドの寝室に割り当てられたこの部屋にはファンメイの部屋と同じように棚やら机やらが並んでいるのだが、どう見てもベッド以外使った形跡がない。もったいない。そのうち机に絵でも描かいてあげようなどと考えつつ、ベッドの端に勢いよく腰を落とし、

「わ……！」

　後ろについた手が、なにか硬いものに触れた。

　反射的に後ろを振り返り、なーんだ、と息を吐つく。布団の隙すき間まに半分隠れていたデータディスクをつまみ上げ、目の前で交互に表と裏にひっくり返してみる。貼はり付けられたラベルには『90.02.12』の文字。

　ピンと来た。

　これはきっと、錬れんとエドがロンドンから持ち出したという世せ界かい樹じゆの資料に違いない。

「えっと、見てもいいのかなぁ……」

　少し考え、いいことにする。自分は先生とヘイズを説得しなければならないのだから、こういうものもちゃんと読んで勉強しておかないといけないはずだ。どうやって中を見ようかと顔を上げたところで、都合良く書棚の隅に携帯型のリーダー読み取り機を発見する。たぶんエドが使っていたのだろう。

「ちょっと借りるの」

　えいっとベッドから立ち上がり、部屋の反対側の書棚に近寄る。リーダーを取り上げて読み取り口にディスクを押し込み、端子からのびた有機コードをうなじに押し当てる。目を閉じ、ディスクの中身を頭の中に展開し、




「──え？」




　思わず、声を上げた。

　初めはなんのことかわからなかった。世界樹育成における問題点について──そうタイトルが付けられたファイルを、ファンメイは駆け足に読み進めていった。

「……なによ、これ……」

　危うくリーダーを取り落としそうになる。膝ひざに力が入らなくなり、床の上にぺたんと座り込んでしまう。おそるおそる目を開け、手のひらの上のデータディスクを見る。唇がわななき、心しん臓ぞうが激はげしく脈打ち、体中から汗が噴ふき出し、

　小さな足音。

　びくりと、体が震ふるえた。

　ファンメイは息を吞のみ、肩越しにこわごわと背後を振り返り、

「……エド……？」

　薄うす茶ちや色の瞳ひとみが、廊下の薄闇やみの向こうから、ファンメイを見つめていた。

「エド……ねえ、これ……」

　いつもとなにも変わりない無表情で、エドは一歩、後ずさった。

　握りしめられた小さな拳こぶしから、血の気が引いていた。

　ファンメイは、笑おうとして失敗した。

「知ってたの……？」体の震えを無理やり抑えて立ち上がる。「知ってて……それなのにこんなこと始めたの？」

　エドがさらに一歩後ずさる。小さな背中が廊下の壁かべに触れる。

「噓うそ……よね？　だって、これ……」無む意い識しきに、前に踏み出す。「これ……もし失敗したら地球が」

　エドは、答えなかった。

　ただ、震える指をファンメイに向けた。

（攻こう撃げき感知。側方。回かい避ひ不能）

　鈍い衝しよう撃げき。

「……あ……れ……？」

　腹部に突き立つその物体を、ファンメイは不ふ思し議ぎな物のように見下ろした。

　パイプベッドの足から突き出した、槍やりのような銀色の螺ネ子ジ。

　表面に刻まれた螺ら旋せんの溝を、赤黒い液体が、ゆっくりと伝い落ちていく。

（痛覚制御にエラー。数値化率七十五パーセント）

　崩れるように、ファンメイは膝ひざをついた。

「……っ……エド……！」

　血の滴る腹部を押さえて声を絞り出す。螺子に貫かれた部分を中心に焼け付くような痛みが広がっていく。機能低下したままのⅠ－ブレインでは痛みを完全に制御できない。人差し指の爪つめを変形させて細い刃やいばを形成し、突き刺さったままの螺子を一挙動で切断する。力任せに螺子を引き抜くと、噴ふき出した血が白いパジャマを真っ赤に染める。足りない演算速度を脳内でやりくりし、十数秒も時間をかけてどうにか腹部の傷を修復する。

（血液量低下）

　力の入らない足でどうにか立ち上がり、ふらりとエドに向き直る。

　こちらに近づきかけていたエドが、部屋の戸口でびくりと立ち止まる。

「エド……お願いだから……」

　壁かべ、床、天てん井じよう──部屋に存在するすべての物が、ざわりと脈打つ。

「怒らないから……だから、ね……？」

　前後左右上下、あらゆる角度から生はえだした螺ネ子ジが、ファンメイを照準した。

（危険）

　Ⅰ－ブレインが、叫んだ。




　……視界がかすむ。吐き気がする。喉のどの奥からあふれた血が、唇の端を伝い落ちる。腹にも胸にも小さな穴がいくつも穿うがたれ、内ない臓ぞうの修復が追いつかない。廊下の壁に背中を預け、体を引きずるようにして薄うす闇やみの中を進む。ぼろクズと成り果てた左腕は、すでに左腕としての機能を果たしていない。それはもはや血にまみれた細長い骨と肉のかたまりであって、体の動きにあわせてぷらぷらと頼りなく揺れる。

　龍りゆう使つかいでなければ、とっくに死んでいる。

　……フィアちゃんに、知らせなきゃ。

　曲がり角でつまずき、転ぶまいと踏ん張った左足ががくりと折れる。右足だけでかろうじて踏みとどまり、血の混じった息を吐つく。今倒れたら、もうぜったいに起きあがれない。うつろな視線を下ろす。左の膝ひざに大きな刺し傷。いったいいつの間にやられたんだろう。

　廊下のずっと遠いところで、小さな足音が響ひびいた。

「……行かなきゃ」

　呟つぶやき、壁を支えに歩き出す。自分がどこにいるのかわからなくなってから、もうずいぶん経たつ。螺子の攻こう撃げきをかいくぐって部屋の外に飛び出し、階段を三つ上がったところまでは覚えている。途中で何度か先回りされ、そのたびに新しい傷を受けながらでたらめに逃げた。白塗りだった廊下はいつの間にかむき出しのチタン合金に変化し、左右に並んでいた部屋の扉も消えた。自分は、どこかとんでもないところに迷い込んでしまったのかもしれない。

　これで何度目かわからない曲がり角を右に曲がり、隔かく壁へきの隙すき間まに身を滑り込ませ、

「……あ……」

　いつしか、ファンメイは広いホールの入り口に立っていた。

「……ここって……」

　四方と天井に論理回路を刻まれ、チタン合金の装甲板に覆おおわれた空間だった。パイプむき出しの高い天井は闇に溶け、つり下がった監かん視しカメラの残ざん骸がいがひっそりとほこりをかぶっていた。数十メートル四方の周囲には子供の背丈ほどもある空っぽのコンテナが散乱し、その向こう、ファンメイが入ってきたのとちょうど反対側に、見上げんばかりの巨大なシャッターが取り付けられていた。

「あれ……出口？」

　呟き、ぎくりと身をすくませる。

　背後で小さな足音。

　とっさに振り返った視界を無数の銀色の螺ネ子ジが躍おどり、ファンメイの体は十メートル近い距離を吹っ飛ばされてコンテナに叩たたきつけられた。

「……エ……ド」

　闇やみの向こうから近づいてくる小さな人形使いの名を、ファンメイは震ふるえる声で呼んだ。

[image: ]

　足音が止まる。

　ホールに淀よどんだ闇に溶けて、人形使いの姿は影かげ法ほう師しのようだった。

「……なんでよ……」血の混じった声で、叫んだ。「なんでなのよエド！　わかってるの？　成功する確率はたった五パーセントしかないのよ？　もし失敗したら、錬れんもフィアちゃんもわたしもあんたも、それだけじゃなくて世界中の人がみんな死んじゃうのよ？」

　答えの代わりに、返ってきたのは螺子の一いち撃げき。床から生はえだした細い螺子がなんの手加減もなく右足の骨を貫通し、立ち上がりかけていたファンメイは再びその場に崩れた。

「……なんでよぉ……」

　傷の修復に手一杯で、体がまともに動かせない。床に倒れたまま、這はいずるように顔を起こす。目の前が涙でにじむ。人形使いは部屋の隅の端末に歩み寄り、素早くタッチパネルを叩たたく。重苦しい機械音がホールを揺るがし、巨大なシャッターがゆっくりと開いていく。

　一面の吹雪ふぶきと、どこまでも広がる鉛色の空が、シャッターの向こうにその姿を現す。ホール全体が情報制御に守られているせいか、冷気が流れ込んでくる気け配はいはない。ファンメイはその光景を呆ぼう然ぜんと見つめ、近づいてくる足音にはっと我に返った。

　力の入らない体でかろうじて首から上だけを動かし、涙でにじんだ視界に……

「え……？」

　小さく、ファンメイは声を上げた。

「……エド……あんた……」

　なんて顔してるの。

　声にならない声で、ファンメイは呟つぶやいた。

　エドは傍かたわらに膝ひざをつき、傷だらけの体にゆっくりと視線を走らせる。薄うす茶ちや色の瞳ひとみでこっちをじっと見つめ、ぺこっと頭を下げ、床から生はえだした数本の螺子でファンメイの体を抱き上げる。血だらけのうなじにノイズメイカーを接続し、そこらのコンテナから防寒着を取り出してファンメイの体を押し込み、ポケットに食しよく糧りようのパックを詰め、自分も防寒着を着込んでファンメイをシャッターの向こうに運び出す。

　雪原のただ中から生えだした白銀色の螺ネ子ジが、エドとファンメイの体をつかんで動き出す。

　方角を隠すように何度か左右に道を変え、吹雪ふぶきの中を一時間ほども進む。山の裾すそ野のに開いた小さな穴にファンメイの体を下ろし、防寒着のポケットから発光素子を取り出して洞どう窟くつの壁かべに明かりを灯ともし、最後にもう一度、頭を下げる。

　──エド、待って。

　叫んだはずの口からは、ぜい、というかすれた呼気がもれた。

　意い識しきは、そこでとぎれた。
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　……その日も、いつもとなにも変わりのない一日だった。

　朝食の用意を終えた少年が病室に入ると、エリザは珍しく、すでに目を覚ましていた。

　少年はいつものように朝食の皿をテーブルに置き、部屋の明かりをつけて戸口で次の命令を待った。エリザはベッドに身を起こし、こっちに来るようにと少年に命じた。言われるままに少年はベッドに歩み寄り、そこでふと、エリザがなにかを手に持っているのに気づいた。

　古びて角が欠けた、一枚の紙。

　お前も見ろ、とエリザは命じ、少年は言われた通りにした。

　ベッドに身を乗り出すようにしてエリザの手元をのぞき込むと、どうやらそれは写真のようだった。写真なら少年も知っていた。映像を光学フィルムに焼き付けた記き録ろく媒ばい体たい。エリザが整理や処分を命じる研究資料にはこういう写真の物もいくつかあって、そこには脳神経の拡大図や生物の体の断片が写っているのが常だった。

　もっとよく見なければと、少年はベッドの上に膝ひざ立だちになり、小さく「あ」と声を上げた。

　エリザの手にあったのは、いつもの研究資料とは違う、見たこともない写真だった。

　わかるか？　とエリザは問い、少年はなにが「わかるか？」なのかわからずに、いいえ、と答えた。写真には三人の人間が写っていた。女が一人真ん中にいて、その両脇わきに男が一人ずつ立っていた。黒髪の男に、金髪の女に、茶色の髪の男。金髪の女はエリザに似ているような気がしたが、少年が知っているエリザとは少し違っていた。少年には人間の年はよくわからなかったが、背は黒髪の男が一番高くて、茶色の髪の男が一番低かった。

　右下の隅のところに、『二一八一年三月一日　フリードリッヒ・ガウス記念研究所』と文字が記されていた。

　少年がなによりもわからなかったのは、写真の上半分を占めるその背景だった。三人の頭上が一面に薄うすい青色に塗りつぶされていて、ところどころに白い塊かたまりがもやもやと浮かんでいた。一様に塗られただけのような青はよく見ると淡いグラデーションを描いていて、一番下のところが緑色の地面でまっすぐに切り取られていた。

　──青空だ。

　エリザが言った。

　なんのことか理解できずに、少年は写真をじっと見つめた。それがエリザから与えられた命令だった。エリザは小さく息を吐き、少年の目の前から写真を取り上げた。少年はそれを視線で追い、自然にエリザの方を振り返った。

　ふわり、となにか柔らかい物が少年の髪に触れた。

　エリザの手が、少年の頭を撫なでた。

　少年はエリザの顔を見上げ、エリザは静かな声で、朝食を、と命じた。少年はベッドから下り、命じられた通りに朝食の載ったテーブルをベッドのそばに運んだ。傍かたわらで直立不動の姿勢を取り、エリザの次の命令を待つ。いつもとなにも変わりのない時間。胸の奥に生まれたなにかはすぐに溶けて消え、あとにはただ『青空』という言葉だけが残り、それさえも、朝食を終えて部屋を出る頃ころには記き憶おくの底に沈んで忘れ去られてしまった。

　あとにも先にも、そんなことは二度となかった。

　エリザは最後まで少年を人形として扱ったし、少年もまた、そんな自分に疑問を持つことはなかった。

　それでも、少年は忘れなかった。

　……頭を撫でてくれた手の温かさを、髪に触れるエリザの指の柔らかさを、少年は、やっと思い出した。




『……せよ！　ウィリアム・シェイクスピア応答せよ！　なにをする！　これはいったいなんの真ま似ねだ！』

　──そして、少年は目を開けた。

　いつもとなにも変わりのない操そう縦じゆう槽そうの光景。薄うす桃もも色の羊水。視界の端に揺れる無数のケーブル。円筒ガラスの内側に映り込む、歪ゆがんだ自分の顔。小さくひとつ息を吐つき、肺を巡る羊水の感触を確かめる。思考の焦点をウィリアム・シェイクスピアの制御系に移行。肉体の感覚が瞬じゆん時じに消失し、少年の意い識しきは高度一万八〇〇〇メートルの虚こ空くうに投げ出される。

　船外カメラの全方位視界がⅠ－ブレインに外界の様よう子すを伝える。空を覆おおう鉛色の雲、その中にときおり閃ひらめく雷光。風に巻かれて螺ら旋せんを描く吹雪ふぶきと、その遥はるか彼方かなたにかすむ地表。

　無数の白銀色の螺ネ子ジに絡め取られてもがく、黒一色の輸ゆ送そう機の姿。

『命令を聞けエドワード・ザイン！　すぐに攻こう撃げきを止やめろ！　……くそっ！　いったいどうなってる！』

　少年はⅠ－ブレインにコマンドを送り、ウィリアム・シェイクスピアはそれに忠実に反応する。螺子の一本が輸送機の船体に突き立ち、そのまま全長三〇〇メートルの船体の中程を貫通する。絡みつく螺子が力を増し、貫通された部分を中心に巨大なチタン合金の構造物がゆっくりと裂けていく。

『本部！　本部応答せよ！　異常事態！　異常──』

　ウィリアム・シェイクスピアの操縦席に鳴り響ひびいてた通信音声が途と絶だえ、輸送機の表面でいくつも小爆ばく発はつが起こる。船体下部の装甲がパージされ、飛び出した緊きん急きゆう脱出用の小型艦かんが地表に向かって降下を開始する。少年はそれを無視して輸送機をつかむ螺子にさらに力を込め、とうとう船体後方の格納庫部分を引きちぎることに成功する。細い螺ネ子ジを中に滑り込ませ、『世せ界かい樹じゆの種』が納められたコンテナを取り出してシェイクスピアの船体に取り込む。

　すべての螺子を本体に巻き戻し、船首を天頂に向けて急加速。

　間髪入れずに、輸送機の残ざん骸がいが断だん末まつ魔まのような爆ばく発はつを巻き起こす。

　その衝しよう撃げき波はを追い風に、ウィリアム・シェイクスピアの全長二〇〇メートルの船体は雲の壁かべに突入する。船体制御システムが警けい告こくを発し、Ⅰ－ブレインを数値の群れが駆けめぐる。船体表面の流体金属メルクリウスを循じゆん環かんさせ、帯電した雲の生み出すノイズを消去していく。演算機関が唸うなりをあげ、雲間に走る雷光を彼方に置き去りにしていく。

　……少年は大きく息を吸い込み、吐きだした。

　雲の壁はいつしか途と切ぎれ、ウィリアム・シェイクスピアは、空の中にいた。

　船外カメラを上に向け、透すき通るような『青』で意い識しきを満たした。この船を与えられ、雲の上を飛ぶようになってから、何度も見上げた空。

　エリザが最後に望んだ、遥かな空。

（記き憶おく領域からデータを読み出し）

　脳の奥底に封じ込められていたファイルを意識の表層に展開する。エリザが少年の記憶に刻み込んだ研究記録。『世界樹による雲の除去』。賢けん人じん会かい議ぎと名乗ったあの少女が教えてくれた。エリザが少年に託した世界再生の可能性。

　成功率は、たったの五パーセント。

　それでも、少年に迷いはなかった。

　……エリザ。

　操そう縦じゆう槽そうの羊水の中で、少年は小さく呟つぶやいた。




　世界を救うことなんて、本当は、どうでも良かった。

　シティのことも、人間のことも、考えたことすらなかった。

　ただ──

　世界に青空が帰ってきたら、エリザが喜ぶかもしれないと思った。
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　知らせを受けた錬れんとフィアが飛び起きたときには、すべてがとっくに手遅れだった。エドの言葉通り施設内のどこにもファンメイの姿はなく、少女の部屋に設置されたセンサーには夜中に部屋を抜け出す姿が確かに記き録ろくされていた。施設の出口に至る通路には戦せん闘とうの痕こん跡せきを示す血痕が点々と散り、壁に偽装して隠しておいたはずの扉はすべて開け放たれていた。幸いなことに世界樹の種に異常はなかったが、貴重な資料を収めたデータディスクのいくつかは修復不可能なレベルで破は壊かいされてしまっていた。

　──ファンメイが種を盗み出そうとしているのを発見し、そのまま戦いになってしまい、けっきょく、ファンメイはそのまま施設外に逃亡した。

　エドのたどたどしい説明を総合すると、そういうことだった。

　信じられません、とフィアは言った。

　少女の落ち込みようは、大変なものだった。




「……とにかく」

　重苦しい沈ちん黙もくに包まれる、午前六時の食堂。

　テーブルの向かいに座るエドとフィアに、錬れんは単刀直入に切り出した。

「こうなったら、少しでも早く世せ界かい樹じゆを完成させないと」

　ファンメイがどうして今になって裏切ったのかは分からないが、それを考えている場合ではない。彼女の心を変えるような何かがあったのか、それとも自分たちの仲間になってくれたのはただの見せかけで初めから世界樹を盗み出す機会をねらっていたのか──いずれにせよ、ファンメイがロンドンに戻ればこの場所が軍に知られてしまう。

　その前に、なんとしても世界樹の育成を始めなければならない。

「プログラムの書き込みはほとんど終わってるから、残りは僕が一人でやる。エドは培ばい養ようシステムの最終調整を……お願いできる？」

　三秒ほど間があって、エドがぎこちなく首を縦たてに振る。無表情な顔をかすかに強こわばらせ。テーブルの上で握った両手にも少し力がこもっている。うなずいてそれに応こたえ、ちらりとフィアの様よう子すを盗み見る。少女は血の気の引いた顔をうつむかせ、細い肩を小刻みに震ふるわせている。

「フィア……」

「わかってます」絞り出すような声が、錬の言葉を遮る。「私もエドさんの作業を手伝います。……二酸化炭素の循じゆん環かん系の整備がまだでしたよね？　私、やってきます」

　言い終わるなり席を立ち、うつむいたまま食堂の出口に向かう。

　扉のところで立ち止まり、こっちに背を向けたまま小さく呟つぶやく。

「……ごめんなさい」

　思わず、錬は目を見開いた。

「フィア……！」

「やっぱり、錬さんが心配した通りでしたね……」かまわず少女は続ける。「私、ファンメイさんとはお友達になれると思ってて、私たちのやってることもきっと分かってくれると思ってて……だから錬さんがあんなに言ったのにノイズメイカーもつけなかったし、ファンメイさんの思考を読むときもなるべく心の中を見ないように遠えん慮りよしてて、だから……」

　かすれた声に、涙の色が混ざり始める。

　少女は背中を向けたまま、勢いまかせに顔を上げる。

「空調システムのプログラム書き換え、やってきます」

「ま、待って！」

　叫んだときにはすでに遅く、少女の姿は扉の向こうに消える。ああもう、と頭をかき、椅い子すを蹴けって立ち上がる。フィアが悪いはずがない。それを言うなら自分も同罪だ。たとえフィアに思考を読んでもらわなくても、自分だって最後にはファンメイのことを信じていた。噓うそを吐つく子には見えなかった。フィアやエドと仲良く遊んでいたあの姿は、絶対に本物だった。

「エド！　ごめん！　先に作業やってて！」

　フィアの後を追って、錬れんは駆けだした。

　エドがどんな顔をしているか、気づきもしなかった。




「……あ」

　通路の彼方かなたに消えていく錬の背中を見つめ、エドは小さく息を吐いた。

　ぎこちない動きで椅子から降り、のろのろと扉に歩み寄る。壁かべに手を当てて螺ネ子ジを三本生みだし、錆さびて重いスライド扉を強引に閉ざす。

　扉に背中をあずけ、空っぽのテーブルをぼんやりと眺める。

　錬もフィアもファンメイもいない、ひとりぼっちの部屋。

　足に力が入らなくなり、ずるずると床に座り込む。

「……せいこう」

　上う手まくいった。口から出任せの言い訳を、錬は頭から信じてくれた。危険な研究資料の原本は上手い具合に処分できたし、真相を知るファンメイにはノイズメイカーを付けておいたから死なないまでも当分は動けないはずだ。

　これで問題なし。世せ界かい樹じゆの育成は無事に続けられる。

　……それなのに、お腹なかが気持ち悪くて、どうしようもない。

「ふぁんめい……」

　頭にずきりと痛みが走る。上手くいったはずなのにちっとも上手くいった気がしない。自分の言い訳のせいで、ファンメイ一人が悪者になってしまった。錬の顔は見たこともないくらい強こわばっていたし、フィアの体は震ふるえていた。よく分からないが、あれが『悲しい』ということなのかもしれない。

　自分のせいで、暖かい食堂の風景が、壊こわれてしまった。

「……ぼく……うそつき」

　口に出してそう言った瞬しゆん間かん、目の前がぐらりと揺らいだ。激はげしい嘔おう吐と感がこみ上げ、反射的に体をくの字に曲げる。

　のど元まであふれかかった胃液を無理やり飲みくだす。

　何度も荒い息を吐つき、扉を這はうようにして立ち上がる。

「……エリザ……」

　それでも、なんとしてもやり遂げなければならない。

　このちっぽけな脳に託された世界再生の願いを、現実の形にしなければならない。

　それが、自分が生まれてきた意味。

　ぼくが人形ではなく人間として生きるために、やらなければならないこと。

「……ぼく……にんげん」

　床から螺ネ子ジを呼び出して扉を引き開ける。壁かべに両手をついたまま、ライトの薄うす明かりが満ちる闇やみの通路を行く。胸の奥にわだかまるもやもやとした塊かたまりを意い識しきの底に押し込める。体中の力を振り絞って、足を一歩ずつ前に進める。

　ファンメイの笑い声が、耳元で聞こえた気がした。

　実じつ験けん室までの道のりは、果てしなく遠かった。




　二十四時間後──

　世せ界かい樹じゆ発芽の準備は、どうにか完了した。
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　脳内時計が『十月二十七日午前六時』を告つげていた。

　かすかな振動に揺り起こされ、ファンメイはうっすらと目を開けた。

「……あれ……？」

　とたんに見慣れた光景が視界に飛び込み、小さく声を上げる。白い天てん井じよう、水玉模様の壁かべ紙がみ、本棚の上にはパンダのぬいぐるみ。体を包んでいるのはやっぱり水玉模様の布団で、よく注意していればベッド全体が細かく震ふるえているのがわかる。

　航行中の飛行艦かん艇ていに特有の船体振動。

　間違いなく、ここはHunter Pigeon艦内の、自分の部屋だ。

「──やっと目ぇ覚ましやがったな」

　枕まくら元もとから声。おどろいて起き上がろうとすると、「いいから寝てろ」と肩を押さえられる。真っ赤な軍服の袖そでが目の前で揺れる。左右色違いの瞳ひとみが心配そうにこっちをのぞき込んでくる。三週間ぶりに見るヘイズの顔は、少しやつれたような気がする。

「……ヘイズ……わたし、なんで……」

「洞どう窟くつん中でぶっ倒れてるのをハリーが見つけたんだよ」ヘイズはファンメイの額ひたいから濡ぬれたタオルを取り上げ「発光素子が目印になったし、あと、なんのつもりか知らねぇけど入り口のそばの岩にでっかく『ふぁんめい』って書いてあった。体はケガでぼろぼろだったけど、防寒着付けてたから脳機能に損傷はなかった。ノイズメイカー外したら傷の再生もすぐに始まって、あとは半日ほど寝てただけだ」

　タオルを傍かたわらのテーブルに放り捨て、椅い子すごとベッドの脇わきに移動して座り直す。

「で……なにがあった？」

「うん……」

　うなずき、それっきり口ごもる。いろいろなことがありすぎて、なにから話したらいいのかわからない。ぼやけた頭で考える。いま一番大事なことは……

「あ……」目を見開き、ふらつく体を引きずり起こしてヘイズに詰め寄る。「ヘイズ！　大変なの！　あの世せ界かい樹じゆの種、ものすごく危ない物なの！　エドはそれを知ってるんだけど錬れんとフィアはそのこと知らなくて、だから……だから早く止めないと！」

「待て待て待て」ヘイズはファンメイの体をベッドに押し戻し「エドってのはエドワード・ザインだな？　ってことは、あとの二人は世界樹がヤバイもんだと知らねぇわけか」

　ひとつ指を鳴らし、照明の落とされた天井のライトを見上げる。

「マズいな」

「ねぇヘイズ。ホントにホントなの？　あの種が欠陥品だって……」

「ああ。こっちでもいろいろ調べた。……ハリー」

　ヘイズの声に応こたえて、横線三本のマンガ顔が二人のすぐそばに出現する。Hunter Pigeon管制システムの擬ぎ似じ人格ハリーはこっちに向かって『お加減はいかがですか？』と四角い輪りん郭かくを揺らし、別なディスプレイに資料を展開して目の前に差し出す。

　素早くその資料に目を走らせ、ファンメイは唇をかんだ。

　エドの部屋で見つけたあの資料と、同じことが書かれていた。

「やっぱり……」体の力が抜ける。ベッドの柵さくによりかかってしまう。「こんなの……これで成功率五パーセントなんて……」

　そう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、

　ヘイズが「は？」と声を上げた。

「え……？　な、なに？」思わず顔を上げる。

　ヘイズは一瞬だけぽかんと口を開け、すぐに我に返ったように口元に手を当てて、

「そうか、そこまでは知らないのか……そりゃそうだな。成功する可能性があると思ってなきゃ、そんなこと始めるわけがねぇ」上の空で呟き、ファンメイを放ったままで一人続ける。

「ってことは、エドワード・ザインに書き込まれたデータは中途半端だったってことか……なるほど。やっぱ、先生の調べた通りあれは偶然なのか……」

「だから、なんの話なの──！」

　ヘイズの独り言を猛然と遮る。わけもなく心しん臓ぞうがざわつく。背中を汗が伝う。自分は、なにかとんでもない勘かん違ちがいをしていたのではないだろうか。

「ねえヘイズ！　ねえってば！」

『ファンメイ、それは』

「……ハリー、オレから話す」立体映像ディスプレイを手で制し、ヘイズは少し言いよどみ「いいか？　成功率五パーセントってのは勘違いだ。あいつらのやろうとしてることは絶対に成功しねぇ」

「え……？」

　知らず、声が震ふるえた。

　ファンメイは、笑おうとして、失敗した。

「……なにそれ。どういうこと？　だって……そんな、なんで……」

『世せ界かい樹じゆが、正真正銘の欠陥品だからですよ』

　ハリーの顔にため息マークが浮かぶ。

　ヘイズは指の合図でもう一枚別なディスプレイを呼び出し、目の前に引き寄せた。

「詳しく説明と行きたいとこだが、そっちはあとでゆっくりしてやる。今は時間がねぇ」

　黒地に緑の線で描かれた西ヨーロッパの地図には、無数の×印が点々と散っている。

「よく思い出してくれ。バツ印は全部、連中が隠れてる研究施設の候補地だ。で、お前が倒れてた洞どう窟くつがここ、洞窟の向きがこっち」地図を拡大して赤い光点と矢印を順に示し「見当つけるだけでいい。連中がどこにいるかわかるか？」

　ファンメイはとっさに地図に手を伸ばしかけ、すぐにその動きを止めた。

「ヘイズ……」

「無理か？」

「……違うの」

　自分でもよく聞こえないくらいの声で呟つぶやく。自然、顔がうつむき加減になる。

「やっぱり……みんな捕まって、殺されるの……？」

　瞬しゆん間かん、ヘイズが息を吞のんだ。

「いや……ファンメイ、それは」

「わかってるの……」必死に我慢しているのに、声が震えるのが止められない。「どんなことをしてもみんなを止めないといけないって、ちゃんとわかってる。……でも、でもね、エドはとっても良い子なの。錬れんもフィアもすごく親切にしてくれたの。悪い人なんて一人もいないの。……みんな……みんな、友達なの……」

　ぐずっと洟はなをすする。胸の奥に鉛の塊かたまりを詰め込まれたみたいで、息をするのが苦しい。自分が悲しんでいるのか怒っているのか、それすらもわからない。

　どうしてこうなるんだろう、と思う。

　みんながちゃんとがんばっているのに、どうしてこんなに上う手まくいかないんだろう。

「……心配すんな」

　苦笑混じりのヘイズの声。

　大きな手が、くしゃくしゃとファンメイの髪を撫なでる。

「お前がそう言うなら、オレと先生でなんとかやってみる。……上手くいくかどうかはわかんねぇけど、いざとなったらお前もそいつらも全部まとめてまた旅に出てもいい」

　弾はじかれるように、ファンメイは顔を上げた。

「……ホント？」

「ああ。軍人やってるのもそろそろ我慢の限界だからな、ちょうどいいさ」

『その通りですとも』ハリーの声が後を引ひき継つぐ。『私もロンドンの技術者のレベルの低さには辟へき易えきしていたところです。まったく、ちょうどいい』

「……お前、『さすがは軍だ、腕がいい』って喜んでただろーが」

　呆あきれたようにヘイズは笑い、すぐに表情を改めた。

　真剣な目をファンメイに向ける。

「起こっちまったことはどうしようもねぇ。いいヤツばっかりが集まったって悪いことは起きる。だから、誰だれが悪いのかとか、どうしてこんなことになったのかとか、んなこと考えるな。目の前の問題をどうするか、それだけを考えろ。……そうすりゃ、あとのことは勝手についてくる」

「……うん」

　ファンメイは、こくんとうなずいた。

　おそるおそる右手を持ち上げ、地図上の一点を示した。
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　実じつ験けん室に鳴り響ひびく甲かん高だかい警けい告こく音に、錬れんは、はっと目を開けた。

　膝ひざにかかった毛布を払いのけ、転げるように椅い子すから立ち上がる。部屋の隅の端末に駆け寄り、タッチパネルに指を滑らせる。施設外に敷ふ設せつしておいたカメラの視点にディスプレイが切り替わり、八分割の画面に闇やみ色の雪原が映し出される。

　北西方向に設置されたカメラが、上空わずか二〇〇メートル、吹雪ふぶきのヴェールにかすむ真しん紅くの船せん影えいをとらえる。

「……早すぎる」

　小さく舌打ちをもらし、部屋の中央の培ばい養よう槽そうを振り返る。部屋中に並んでいた計器や端末のほとんどは役目を終えてすでに片づけられ、銀色の種が浮かぶガラス容器にはケーブルが幾本かと温度調節のためのタッチパネルが接続されているのみだ。プログラムの書き込みは無事に成功し、培ばい養ようシステムの構築も完了した。培養槽そう内の温度と二酸化炭素濃のう度どが安定して自動制御で発芽が始まるには、十数分もあれば事足りる。が、問題はそのあと。苗木がある程度の大きさに成長して培養槽が不要になるには、さらに丸一日が必要だ。

「錬れんさん！　今の！」

　隣りん室しつで仮眠をとっていたフィアが、ひどく驚おどろいた様よう子すで部屋に飛び込んでくる。その後ろには、同じく仮眠をとっていたエドの姿。無言でうなずき端末のディスプレイを示すと少女の顔がさっと強こわばる。

「……ファンメイさん……やっぱり……」

　大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんだけ泣きそうに歪ゆがむ。錬が口を開こうとすると、フィアは「大丈夫です」と目を閉じる。数秒の沈ちん黙もくがあって、再び目を開けたときには涙の影かげはどこにもない。少女は錬のそばに駆け寄り、カメラ越しの闇やみ空ぞらを覗のぞきこむ。

「なにか動きは？」

「とりあえず、今のと──」

　今のところは、と言おうとした瞬間、Hunter Pigeonの船首から突き出した荷電粒子砲の先端に光が散る。実験室を衝しよう撃げきが襲おそい、とっさに手を伸ばしてフィアの体を支える。ディスプレイの向こうの雪原にもうもうと湯気が立ち上のぼり、零下四〇度の大気にすぐに凍結してダイアモンドダストを形成する。

　天てん井じようのスピーカーから、先ほどとは音階の異なる警けい告こく音おん。

　今の攻こう撃げきで、施設入り口の隔かく壁へきが吹き飛ばされた。

「ああ、もうっ！」

　タッチパネルに指を叩たたきつけ、施設内の地図を呼び出す。通路の各所に設置したセンサーが、侵入者の存在を光点で示す。入り口の扉から内部にのびる通路に反応がひとつ。移動速度は大して速くない。

　このタイミングなら、手前の居住区画で捉とらえることができる。

「フィア、エド、行くよ！」

　扉に向かって駆け出すと、半歩遅れてフィアがついてくる。隔壁をくぐろうとしたところでふと足を止め、実じつ験けん室を振り返る。

「エド！　なにやってるの！」

　部屋の真ん中で世せ界かい樹じゆの種を見上げていたエドが、我に返ったように目を見開いた。

「どうしたの……？」

　はやる心を抑えて問うと、エドは小さく首を横に振る。こっちに駆け寄ってじっと顔を見上げ、ぺこっと頭を下げる。

　小さな肩が、小刻みに震ふるえている。

「……怖いの？」薄うす茶ちや色の髪をくしゃっとなで、錬は笑顔を作ってみせた。「大丈夫だよ。あともうちょっとだから、がんばろ？　ね？」

「……はい……」

　エドは小さくうなずいたが、肩の震ふるえは止まっていなかった。
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「……もういっぺんだけ、確認しとくぞ」

　薄うす暗ぐらい通路の天井に、二人分の足音が反はん響きようした。

　ヘイズは足を止めずに、半歩後ろに従うファンメイを横目に振り返った。

「オレが囮おとりで、お前が本命だ。あいつらは侵入者がオレ一人だと思ってるはずだからな。うまくお前だけ先行すれば、無傷で実じつ験けん室までたどり着ける」

　黒い戦せん闘とう服に包まれたファンメイの姿は、立体映像を上から貼はり付けたように二重写しに揺らいで見える。対光学センサー用の特殊迷彩。少女の首にはまった細いチョーカーの表面には論理回路が刻まれ、センサーの認にん識しきの間かん隙げきをつくように周囲の光を微細に変位させている。

　本当ならファンメイの出しゆつ撃げきなど絶対に許可したくなかったのだが、今は選択の余地がない。ロンドンのリチャードに連絡は送ってあるが、軍がここに到着するには時間がかかる。

　自分一人では手遅れになる危険がある。

「いいか？　絶対に無理はすんな。その翼つばさは飾りだと思っとけ。いくら先生の許可がもらえたからって、『黒の水』を使うのがヤバいことに違いはねぇんだ」

　うなずくファンメイの背には、一対の蝙蝠こうもりの翼が揺れている。折りたたんだ状態でも片側で一メートルはある巨大な外部増設端末。通常の光学迷彩マントではこの翼を覆おおい隠すことができない。チョーカー型迷彩など引っ張り出したのは、そういうわけだ。

『黒の水』を使うことだけはなんとしても阻そ止ししたかったのだが、「これがないといざというときに戦えない」と少女は主張し、ヘイズがいくら止めてもがんとして首を縦たてに振ろうとはしなかった。

　通信機の向こうのリチャードは条件を出した。黒の水は翼として背中に接続し、使用する際には本来の肉体部分には決して手を加えないこと。万が一にも腕を触手に変化させるようなことがあった場合には、主治医として責任は持てない──

「マジでわかってんのか？　いいか、お前の体は」

「わかってる」ヘイズの言葉を遮り、ファンメイは真剣な顔でうなずく。「自分の体のことは自分でよくわかってるから、心配しないで」

　それじゃ行くね、と呟つぶやき、少女は運動を加速させる。

　チタン合金の床を蹴けり、ヘイズの傍かたわらをすり抜け、両の翼を迷彩に揺らめかせて、ファンメイの姿は通路の彼方かなたに消える。

　ヘイズは小さく息を吐つき、わずかに歩調を緩ゆるめた。

　さらに数百メートル進むと、チタン合金むき出しの壁かべが唐突にすすけた白塗りに変化する。ほこりっぽい絨じゆう毯たんの敷しき詰められた通路は目の前で正面と左右の三方に枝分かれし、どちらを見ても等間隔に扉が並んでいる。

「居住区か……」

　どうやら、戦前に利用されていた頃ころはかなり大規模な施設だったらしい。ヘイズは周囲をぐるりと見回し、正面に向かって一歩踏み出しかけ、

「……来やがったな」

　闇やみの向こうにたたずむ人影に、その足を止めた。

　通路の奥、二〇メートル。消えかかったライトの薄うす明かりの下に黒髪の少年の姿がある。肌にぴったりと張り付く防ぼう刃じんシャツに、論理回路を刻まれたサバイバルナイフ。黒い瞳ひとみに冷たい緊きん張ちようをたたえ、細い体を半身に構え、す、と掲げた右腕の半歩後ろには金髪の少女の姿。こちらは当たり前のセーターとロングスカートに身を包み、どこか悲しそうな目でまっすぐにヘイズを見つめている。

『悪あく魔ま使い』天あま樹ぎ錬れんと、『同調能力者』フィア。

　大切な友達だと、ファンメイは言っていた。

　……説得は、止やめといた方がいいだろーな。

　心の中で呟つぶやく。この二人の他ほかにもう一人、エドワード・ザインがどこかに隠れているのは間違いない。楽な戦いではない。吞のん気きにお話などという態度を見せれば、その瞬しゆん間かんに死んでいるのは自分かもしれない。

　まずは一戦。どうにか三人を殺さずに、戦せん闘とう意志を完全に奪う。

　そこまでうまくいかずとも、こっちで時間を稼かせいでいる間にファンメイが世せ界かい樹じゆを止めてくれれば、余計な血を流す必要はない。

（システム起動。稼か働どう率を九十五パーセントに設定）

　半ば無む意い識しきに右手を後ろに回し、うなじのあたりを撫なでる。ノイズメイカーに似た小さな機械がそこに接続されている。リチャードから預かった『対情報支配』用の防御デバイス。試作品な上に実戦投入もこれが初めてだから、効果のほどは未知数だ。

　……頼むぜ、先生。

　ヘイズは懐ふところの銃を右手に引き抜き、左手をオーケストラの指揮者のように眼前に掲げた。

（予測演算成功。「破砕の領域」展開準備完了）
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　真しん紅くの軍服が、ライトの薄明かりに揺らめいた。

　錬れんは小さく息を吞のみ、背後のフィアを守るように腰のナイフを構えた。

　通路の先、二〇メートル。だらりと銃を下げた男の姿がある。紅あかく染め抜かれたロンドン軍の制服に、つやのない黒のシャツとスラックス。一房だけ青く染められた血色の髪が闇やみに映え、左右色違いの瞳ひとみが錬を見み据すえる。

　ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ。

　Hunter Pigeonと呼ばれる、世界最強の魔ま法ほう士しの一人。

（「ラグランジュ」起動。運動係数を５、知覚係数を20に設定）

「フィア……気をつけて」

　小さく呟いた瞬しゆん間かん、まるでそれを合図にしたかのように、ヘイズが動く。

　血色のロングジャケットが翼つばさのごとく翻ひるがえり、黒いブーツが緩ゆるやかに足音を刻む。

（情報構造体攻こう撃げきを感知。危険。防ぼう壁へき展開のために脳内容量を一部開放）

「……っ！」

　とっさに後方に跳ちよう躍やくしつつ、フィアの体を強引に抱き寄せる。同時、半瞬前まで二人が立っていた床が直径五〇センチほどの円形に抉えぐれる。原子レベルまで分解されて飛び散ったタイルの欠片かけらは互いに寄り集まって空中に再結晶、小石状の塊かたまりとなって床に跳ね、すぐさま次の足音によって分解される。

　音による論理回路の形成を利用した、遠隔情報解体。

『破砕の領域』と、ファンメイは呼んでいた。

　着地と同時に体勢を立て直し、フィアの体を放しざまに一歩目を踏み出す。二〇倍速の視界に映るヘイズは獲え物ものを狙ねらう獣けもののように身をかがめ、地を蹴けってすでに三歩目の体勢にある。

（後方。高密度情報制御を感知）

　身構えようとした瞬間、Ⅰ－ブレインが叫ぶ。

　薄うす闇の通路を光が走り、錬の両脇わきをすり抜けて左右からヘイズを包み込む。同調支配に特有のノイズが錬のⅠ－ブレインを走り、ナイフを持つ右手が力を失う。

　が、次の瞬間「え？」と小さくフィアの声。

　同調能力にとらわれて力を失うはずだったヘイズの体は当たり前のように光の翼つばさを素通りし、踏み込んだ足が三度目の音を刻む。後方に身を引くが間に合わない。空間に描かれた不可視の論理回路がナイフの先端数センチを削り取り、空中に再結晶した銀の粒子が視界に満ちる光の中を雪のように躍おどる。

　──なんで！

　コンマ一秒遅れて光の翼が視界から消え去り、腕が力を取り戻す。同時にヘイズの右手が跳ね上がり、銃口が錬の額ひたいを照準する。わずかの躊ちゆう躇ちよもない引き金トリガー。発射の衝しよう撃げきを表す空気振動を従えて襲おそい来る銃弾は、二〇倍速の視覚をもってしても捉とらえきれないほど速い。おそらくは論理回路を刻み込まれた高速弾体。かろうじて眼前に突き出したナイフに火花が散り、軌道を逸そらされた銃弾が通路の壁かべに爆はぜる。

　衝しよう撃げきを殺しきれず、大きく体勢が崩れる。

　ヘイズは銃を緩ゆるやかに引き戻し、眼前に掲げた左手の指に力をこめ、

「──っとぉ！」

　踏み出した右足を軸に身を翻ひるがえし、視線はこっちに向けたまま背後に親指と中指を弾はじく。闇やみを貫いて突き出された螺ネ子ジが砂のごとく崩れ落ち、風を孕はらんだ血色のジャケットが錬の視界を真しん紅くに染める。その遙はるか向こうには、呆ぼう然ぜんと目を見開く小さな人形使いの姿。さらに壁から突き出す数本の螺子をヘイズは難なくかわし、天てん井じように向かって左手の指を弾く。

「──フィア！」

　支柱をえぐり取られたチタン合金の天井が、自重を支えきれずに崩落を開始する。反射的にヘイズに背を向け、全く反応できていないフィアの体を抱きかかえて跳ちよう躍やくする。数層の天井に支えられていた土砂が雪崩なだれを打って通路に流入し、ヘイズと錬れんの間を完全に遮って土煙を立ち上らせる。

「大丈夫──？」

「はい、私は」フィアは強こわばった視線を錬に向け「けど、あの人、私の力が……」

　無言でうなずき、考えを巡めぐらせる。最後の瞬しゆん間かんにちらりと見えた。ヘイズのうなじに張り付いていた、ノイズメイカーに似た小さな黒い素子。あれが同調能力を遮断する防御デバイスに違いない。なにか手を打ってくるだろうと思ってはいたが、短期間にここまで完かん璧ぺきな対策をとられてしまうとは予想できなかった。

　こうなった以上、フィアをいつまでもこの戦せん闘とうに参加させておくのは危険だ。

「フィア、あの」

「──私、実じつ験けん室に戻ります」少女の声が、錬の言葉を遮る。

「え？」

「さっきから考えてたんです。ファンメイさんがいないの、おかしいと思いませんか？」

　思わず「あ」と声を上げる。言われてみればその通りだ。いかにⅠ－ブレインが完全に回復していないとはいえ、あの子がこんな大事な場面でのんきに休んでいるとは思えない。

「……陽動……？」

「はい！」フィアは勢い込んでうなずき「私、行きます。ファンメイさんが相手なら能力が通用しないのは同じですけど、それでも実験室に鍵かぎをかけて扉と壁を支配すれば少しは時間が稼かせげます」

　錬は、少女の体から腕を放す。

　大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみを、まっすぐに覗のぞきこむ。

「……もう一度、ファンメイと話するつもり？」

「……はい」わずかな間があって、フィアがうなずく。「ごめんなさい、こんな大事なときに勝手なこと言って。……でも、私どうしても納得できないんです。だから」

　断続的な金属音が、唐突に少女の言葉を遮る。通路の後方、十字路の右手奥。いつの間にそちらに回り込んだのか、二人分の足音が少しずつこちらに近づいてくる。エド一人でヘイズを足止めするのはおそらく不可能。悠ゆう長ちように迷っている時間はない。

「……わかった」うなずき、少女を残して駆け出す。「けど、もしフィアに何かあったら僕泣くからね。それだけは、忘れないで」

　傍かたわらを走り抜けざまに、それだけささやいた。

　返事を聞く暇はなかった。

　欠けたナイフを手に構え、五倍に加速された足で地を蹴けり、錬れんは再び、薄うす闇やみの戦場へと飛び込んでいった。
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　通路の角に飛び込みざま、床に手のひらを押し当てる。Ⅰ－ブレインの内部に仮想精神体を生成し、通路を構成するチタン合金を支配。カーペットを突き破って生はえだした鉛色の螺ネ子ジの群れが、それぞれ独立な思考に従って攻こう撃げきを開始する。

　目標は正面十メートル、気まぐれに明滅を繰くり返すライトの下、ゆらりと身構える赤髪の男。無数の螺子は鈍く光るその先端を槍やりのように尖とがらせ、エド自身にはとうてい認にん識しきできない速度で闇を貫く。

　瞬しゆん間かん、真しん紅くのジャケットが翻ひるがえる。

　地を蹴ったヘイズの体は緩ゆるやかに後方に流れ、眼前に掲げられた左手の親指と中指が小さく音を立てる。標的まであと三センチに迫っていた数十本の螺子が先端から砂のごとく崩れ落ち、続く数本がかろうじてジャケットの裾すそに小さな穴を穿うがつ。黒いブーツが足音を響ひびかせ、足下の死角から襲おそいかかろうとしていた螺子が消し飛び、踊るようにステップを刻むヘイズの体はわずか数センチの間隔ですべての攻撃を難なくやり過ごす。

（構造維持限界に到達。ゴースト消滅）

　目標を外したチタン合金の螺子は、すぐにその力を失って元の壁かべや床に巻き戻っていく。ゴーストハックによって物質に送り込まれた仮想精神体は、放っておけば十秒足らずで拡散・消滅してしまう。いつもの自分ならⅠ－ブレインを使って螺子の構造をひとつひとつ維持してやるのだが、これだけめまぐるしい戦せん闘とう状況の中ではそんな余分な演算速度を費やしている余裕はない。

　……まだ。

　休むことなく立ち上がり、通路の両側に手をついて壁と天てん井じようから新たな螺子を生成する。生み出された数百本の螺子は瞬時に空中にでたらめな折れ線を描き、幾重にも連なるその軌跡は折り重なって、通路を複雑な幾何学模様で埋め尽くす。それでもヘイズにはかすりもしない。ジャケットの裾すそがぼろクズのようにちぎれ飛び、螺ネ子ジの先端が鼻先わずか一ミリをかすめ、それでも真しん紅くの魔ま法ほう士しは眉まゆひとつ動かさない。次第に螺子の密度が薄うすくなる。一分以上にわたる連続演算に、Ⅰ－ブレインが追いつかなくなっていく。

「──エド！」

　正面、ヘイズを挟んだずっと向こうから声。奥の十字路を曲がって通路に飛び込んで来た錬れんが、右手にナイフを構えてこっちに突っ込んでくる。通常の五倍程度に加速された錬の体は瞬まばたきする間もなくヘイズに肉にく薄はくし、まっすぐに突き出されたナイフをヘイズは右手の銃身で受け流す。弾はじかれるように後方に跳ちよう躍やくした錬はちらりとこっちに視線を向け、口元だけで小さく笑って見せる。

　とたんに、頭にずきりと痛みが走る。

（思考ノイズを検出。演算効率、二〇パーセント低下）

　通路の闇やみが濃のう度どを増したような錯さつ覚かくを覚え、エドはめまいをこらえて壁かべに手をつく。軋きしんで悲鳴を上げるⅠ－ブレインを無理やり動かし、壁と天井と床から次々に螺子を生み出す。

　いつもの嘔おう吐と感が、のどの奥からこみ上げる。

　……ぼくは。

　錬が左手をさっと横に払うと、空間の一点を中心に空気が結晶化する。生み出された無数の氷の銃弾が唸うなりを上げ、螺子の攻こう撃げきから逃れるヘイズの移動経路を次々に塞ふさいでいく。ヘイズが右手の銃を頭上に投げる。空になった右手の指と左手の指、右足と左足のつま先が立て続けに四つの音を刻む。螺子と氷の弾幕に直径五十センチの円形の穴が四つ出現し、ヘイズの体は滑るようにその間かん隙げきに潜もぐり込む。突き出した左手が落下してきた銃を受け止め、ナイフを構えて踏み込む体勢にある錬を一挙動で照準する。

「……あ……」

　銃声。氷の盾に逸そらされた銃弾が錬の頰ほおをかすめ、飛び散った血が周囲に浮遊する空気結晶の銃弾に紅点を散らす。それでも錬は止まらない。突き出したナイフがヘイズの腕を浅く薙なぎ、皮一枚でその攻撃をかわしたヘイズは一歩後退しつつ背後から襲い来る螺子の一群を足音ひとつで消し飛ばす。

　錬の頰に走る細い傷から、ゆっくりと血が滴り落ちる。

（思考ノイズ）

　世界に青空を取り戻す、戦い。

　失敗すれば、錬がいるこの世界が消えて無くなる。

　それでもかまわないと、ずっと思っていた。

（演算効率低下。警けい告こく）

「エド！　前！」

　錬れんの叫びに、ぼやけていた意い識しきが焦点を取り戻す。いつの間にか半分以下に数を減じた螺ネ子ジの間を縫ぬって、ヘイズの体が滑り込んでくる。左手の銃が緩ゆるやかに持ち上がり、こっちの額ひたいを照準する。が、次の瞬しゆん間かんにはその腕は背後に回り、錬のナイフを後ろ手に受け止める。ヘイズは空っぽの右手をジャケットの裏に走らせ、取り出されたもう一丁の銃がこっちに狙ねらいを定めると同時に錬のナイフがその右手を襲おそう。ナイフが一振りと銃が二丁、得え物ものの数は一対二。だが、五倍に加速された錬の攻こう撃げきはヘイズに引き金を引く隙ひまを与えない。

　……かんがえてはだめ。

　転げるように後方に逃れつつ、左右の壁かべと床に次々に仮想精神体を送り込む。数百本の螺子が四方八方からヘイズに襲いかかり、身を捻ひねったヘイズの体は錬を盾にする格好で時計回りに通路の反対側に回り込み、空気抵抗に取り残されたロングジャケットの裾すそが刺し貫かれてぼろくずと成り果てる。

　そうだ。そんなことは、考えてはいけない。

　もうすぐ世せ界かい樹じゆは芽を出す。もうすぐ世界に青空が帰ってくる。これが自分の役目。エリザが自分に与えてくれた、存在する意味。だから、

　だから。

　だから、絶対に迷ってはいけない。

（思考ノイズ消散。演算速度回復）

　脳内に複数の精神体を構築し、それぞれに全く異なる思考パターンを与えて両の壁に叩たたき込む。生成される螺子は四種類。これまで通りの攻こう撃げきを行う物、ヘイズ本体は狙ねらわず移動経路を塞ふさぐことに徹てつする物、錬を巻き添えにすることも厭いとわずにでたらめな攻撃を仕掛ける物、そのランダム攻撃が間違って錬に命中するのを防ぐ物。総計六三四本の螺子が通路の闇やみに直線的な幾何学模様を描き、ランダムな運動に軌道を制御しきれず互いにぶつかり合って火花を散らし、逃げ場を失ったヘイズは踏み込みざまに右手の銃を放り捨て、親指と中指を弾はじく。

　移動経路を塞いでいた螺子が消失した次の瞬しゆん間かん、ランダムに突き出された数本がその穴から槍やりのごとくヘイズを襲う。続けざまに二つ足音が響ひびき、消し飛ばされた螺子のさらに奥からナイフを構えた錬が飛ぶ。ヘイズはとっさに左手の銃を突き出し、同時に二人の間の空間がゆらめく。数十センチの距離を転移した錬の体は、銃口をさけてヘイズの左側に回り込む。

　振り払ったナイフがジャケットの袖そでを深く切り裂き、ヘイズの左腕から鮮せん血けつが散る。

　かまわず打ち鳴らした右手の指が後方の螺子を消去し、ヘイズの体は大きく後方に逃れる。さらに突き出した螺子の槍は着地の足音に阻まれ、飛び込もうとした錬の額ひたいを左の銃が照準する。錬の動きがほんの一瞬だけ静止し、その隙にヘイズはさらに後方に跳ちよう躍やく、ちょうどその位置に転がっていた右手の銃を一挙動で拾い上げる。

　ぼくは──

　叫ぶように、エドは息を吐ついた。

　手のひらを壁かべに叩たたきつけ、脳内演算に意い識しきを集中した。
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　実じつ験けん室に着いた。

　三枚の隔かく壁へきをくぐった奥、スライド式の小さな扉。背中の翼つばさを脇わきの壁に押しつけ、ちらりと中の様よう子すをうかがう。照明の絶えた暗い室内、中央のガラス容器が放つほのかな燐りん光こう。おそるおそる扉の陰から首を突っ込み、ぐるりと周囲を見回す。とりあえず、誰だれかが隠れている気け配はいはない。

　意を決して壁を突き放し、低く身をかがめて中に飛び込む。床に手をつく反動で体を起こし、油断なく身構える。反応なし。やっぱり誰もいない。どうやらヘイズの作戦がうまくいったらしい。

　よしっ。

　ファンメイはひとつうなずき、部屋の中央に駆け寄った。

　強化カーボンの台座に固定された培ばい養よう槽そうを見上げ、小さく息を吐つく。直径二メートル近いガラス球の内部は透明な培養液に満たされ、ちょうど球の中心に位置する場所に飾り羽根の付いた銀色の種が浮かんでいる。間に合った。まだ芽は出ていない。

　小さく息を吐き、傍かたわらの操そう作さ端末に手を伸ばし、

「……え？」

　瞬しゆん間かん、種の表面の論理回路をなぞるように、光が走った。

「ま、待って！」

　大あわてでタッチパネルを叩き、培養槽の制御システムに強制終了のコマンドを送る。『プロセスを終了できません』の表示に頭の中が真っ白になる。翼を羽ばたかせて培養槽の上に飛び上がり、接続されたすべてのケーブルを力任せに引きちぎる。

　それでも、種を包む光は消えない。

　銀色の羽根飾りが左右に二つに割れ、光がさらに強くなっていく。

「もうっ！」

（身体構造改変）

　培養槽の上から飛び降りざま、Ⅰ－ブレインに命令を叩き込む。両の翼の先端をガラス球の中心に向ける。せっかくの種を壊こわしてしまうのはもったいないが、こうなったら仕方ない。回収が不可能な場合は破は壊かいするよう、ヘイズと先生にも言われている。

　大きく息を吸い込み、弓を引き絞るように筋肉に力を込め、

「──ファンメイさん！」

　背後から響ひびく声に、一瞬だけ動きが止まる。反射的に振り返りそうになるのをこらえて、両の翼つばさを解き放つ。音速を遥はるかに上回る速度で撃うち出された翼はすぐさま糸のような無数の細い触手に姿を転じ、上下左右全方向から培ばい養よう槽そうに突き立ち、

　……ひぅっ、と息を吞のむ音が、暗い室内に響ひびいた。

　何千本という黒い触手の糸はガラス球を貫通し、世せ界かい樹じゆの種をめった刺しに貫いた。

　粉みじんに打ち砕かれた種のカケラが、培養液の中をゆらりと流れる。一番大きな破片に残っていたわずかな光が脈打つように二三度明滅し、ゆっくりと薄うすらいで消える。すべての触手を一息に引き戻し、元通りの翼を形成する。ガラス球に穿うがたれた何千という細かい穴から、透明な液がしみ出してくる。

　しばしの沈ちん黙もく。培養槽の中には、もうなんの変化もない。

「よかったぁ……」

　今度こそ、ファンメイは安あん堵どの息を吐ついた。

　とたんに、背後でどさっという重い音。おそるおそる振り返ると、戸口にはやっぱりフィアの姿。タイル貼ばりの床に力なく膝ひざをつき、呆ぼう然ぜんとこっちを見つめている。

「フィアちゃん……」

　ええっと、と頰ほおをかき、天てん井じように視線をさまよわせる。いろいろと説明しなければならないことがあるのだが、なにから説明すればいいのか分からない。

「フィアちゃん、あの、あのね」

　しどろもどろにそう言い、ともかく一歩踏み出しかけ、




「え？」とフィアが小さく呟つぶやいた。




　少女の視線をたどって背後を振り返り、ファンメイは目を見開いた。培養槽に散った細かい種のカケラのひとつひとつが、脈打つようにほのかな光を放った。それに呼応するように種の周囲の培養液までもが光り始め、またたく間にガラス球全体が淡い緑の燐りん光こうに包まれた。

「な、なんで！」

　思わず叫び声を上げ、すぐに原因に思い至る。世界樹は植物であると同時に、大規模演算を行う生体コンピュータ。おそらく自分が種を破は壊かいしたときには、世界樹の情報構造体はとっくに培養槽全体を取り込んでいたのだろう。

　反射的に右の翼をガラス球に叩たたきつけ、次の瞬しゆん間かん、息を吞のむ。ガラス球の表面のあらゆる場所から生えだした大きな『枝』が、翼の一いち撃げきを受け止める。衝しよう撃げきが枝の先端を数十本まとめてへし折り、そこから生えだした新たな枝が蔦つたのように翼に絡みついてくる。

「このっ！」

　大慌てで翼を引き戻し、飛びすさってフィアの隣となりに降り立つ。甲かん高だかい音とともに培養槽が砕け、支えを失った『枝』が落下する。培養液の大半はすでに『枝』に吸収し尽くされ、残ったわずかな水滴がガラス球を支えていた土台に降りかかる。強化カーボンの土台が粘土細工のようにねじ曲がり、無機物であるはずのガラス球の破片をも取り込み、一いつ瞬しゆんで大人おとなの背丈ほどもある幹を形成する。

　空中に取り残された枝から幹に向かって組そ織しきが形成され、周囲の床のタイルが根に変化し、わずか数秒で実じつ験けん室の中央に一本の『樹き』が出現する。

　花はおろか葉の一枚すらない枯れ木のようなその表面を、銀色の論理回路が稠ちゆう密みつに覆おおう。

　ほのかな光が樹を包み、その光はゆっくりと部屋の床全体に広がっていく。

「──フィアちゃん！」

　ぽかんと口を開けたままの少女の体を抱き上げ、ファンメイは飛んだ。

　同時、床を構成するタイルすべてが、複雑に絡み合った樹の根にその姿を変えた。
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（予測演算成功。「破砕の領域」展開準備完了。エラー。回かい避ひ軌道の発見に失敗）

　Ⅰ－ブレインのメッセージに舌打ちをもらし、右手の銃をジャケットの裏に押し込みざま親指と中指を弾はじく。小さな音が空気分子の配列に直径三〇センチの論理回路を刻み、三秒後にこっちに致命傷を与える予定の螺子を数十本まとめて消し飛ばす。脳内で予測を再計算。周囲になお漂う数百本の螺ネ子ジの隙すき間まに体を滑り込ませ、待ちかまえていたように繰くり出されるナイフの一いち撃げきを左の銃で受け流す。

　ナイフを弾く反動で天あま樹ぎ錬れんの側方に回り込み、小さな体を盾にして螺子の攻撃をやり過ごす。別な螺子が同士討ちを防ぐべく錬の前に割り込み、甲かん高だかい金属音とともに火花を散らす。

（回かい避ひ不能）

　そのまま距離を取ろうとした瞬間、またしても脳内に警けい告こくメッセージ。螺子の包囲網の間かん隙げきを縫ぬうように、空気結晶の槍やりが数本出現する。

　踏み込む足音で『破砕の領域』を展開、もっとも致命的な位置に存在する螺子と氷の槍を消去するが、それでも間に合わない。処理しきれなかった数本の螺子が右足を浅くかすめ、鋭するどい痛みが『痛覚処理能力』を持たないヘイズの脳を襲おそう。

　続く二撃目三撃目は回避可能な攻撃。螺子の包ほう囲い網もうを辛くも脱出し、論理回路をまき散らしながらさらに三歩距離を取る。

　……きついな。

　いかに情報解体で処理可能な攻撃といえども、これだけの数を一度に繰り出されてしまっては対応しきれない。まして相手は二人。異なる思考で動く敵が倍に増えれば、予測演算が脳にかける負担は単純な二倍以上の物になる。Ⅰ－ブレインはとっくに蓄積疲労による強制終了の危険を訴え、おまけに、こっちは相手を殺してはならないというハンデつき。

　このまま戦い続ければ、追い込まれるのは時間の問題。

　通路の向こうに身構える二人の魔ま法ほう士しに視線を投げ、小さく息を吐つく。

　……ま、いつものことだけどな。

　心の中で苦笑する。そうだ、なにも今に始まったことではない。対魔法士戦せん闘とうなら『いつものこと』。家族を奪われ、家をなくしたあの日から十年──軍に目をつけられ、便利屋として危ない橋を渡る日々の中で、ヘイズは数え切れないほどの魔法士と戦ってきた。

　騎き士しや人形使いは言うに及ばず、もっと特異な、信じがたい能力を持つ連中も大勢いた。楽な戦いなどなかった。どうにかマシな戦いができるようになるには五年以上もかかった。

　防ぼう壁へきを展開されれば防がれてしまう攻こう撃げき能力と、回避不可能な敵の攻撃を『回避不可能』と警けい告こくすることしかできない予測能力。ひとたび発動すればいっさいの能力が行使できなくなってしまう切り札に、人より多少は鍛きたえた、けれども人の枠を決して超えることのない体。お世辞にも強力な能力とは言えない。細い線の上を綱渡りのように踊り続け、ただ一度のチャンスに勝利を引き寄せる──そんな戦いしか自分にはできない。

　生きるために、ただ生き残るために、ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズは誰だれよりも戦闘のプロフェッショナルでなければならなかった。

　だから、この程度のハンデなど、まだまだ甘い。

　二対一とか、Ⅰ－ブレインの性能差とか、そんなものは不利のうちにも入らない。

（システム稼か働どう率を一〇〇パーセントに再設定。蓄積疲労に対する警告を無視）

「本物の戦闘ってヤツを……教えてやる」

　口元を小さく歪ゆがめて笑みを作り、ヘイズは緩ゆるやかに地を蹴けった。

　十メートルの距離を隔てた淡いライトの光の向こう、天あま樹ぎ錬れんとエドワード・ザインが同時に反応する。エドワードの周囲を漂う鉛色の螺ネ子ジがいっせいにこっちに穂先を向け、同時にナイフを構えた錬は身をかがめて疾走を開始する。

　通常の五倍に加速された錬の体はコンマ五秒足らずでヘイズに近接。一いつ瞬しゆんの間を置いて、数百本の螺子がヘイズと錬の周囲に展開される。

　突き出されたナイフを左手の銃で受け流しざま、ヘイズは右手と右足と左足で同時に三つの『破砕の領域』を展開する。ひとつは頭上。ひとつは前方。そして最後のひとつは、突き出したナイフを軸にこちらの側面に回り込もうとする錬の進行ルート。頭上から襲おそいかかろうとしていた螺子が先端から消し飛び、論理回路の存在に気づいた錬は弾はじかれるように後方に跳ちよう躍やくする。

　螺子と螺子の間に体を滑り込ませつつ、さらに三度音を刻む。錬の周囲三カ所で銀色の螺子が円形に消し飛び、移動の体勢にあった錬の体はその攻撃をさけて左に跳躍する。同時にヘイズの周囲に無数の空気結晶の銃弾が出現し、かわしきれなかった数発が肩の肉を浅くえぐる。

　複数の能力の同時起動。

　前回の戦せん闘とうで得た『悪あく魔ま使つかい』の戦闘データから考えて、対情報解体用の防ぼう壁へきを展開していないのは間違いない。

　……予定通り。

『目に見える攻こう撃げき』が、必ずしも『目に見えない攻撃』に劣っているとは限らない。たとえ防御が可能な攻撃であっても、人間は、目に見えてしまえばまず『避よける』ことを考えてしまう。そして、単純なダメージによって戦闘状況を理解しようとする者は、『避けることができた攻撃』『当たらなかった攻撃』を無意味なデータとして切り捨ててしまう。

（「破砕の領域」展開準備完了）

　論理回路を周囲に展開しつつ、前方のエドワードに向かって少しずつ距離を詰めていく。螺子の動きが次第に精度を増し、論理回路を回かい避ひする軌道に変化していく。当然の結果としてヘイズ本体にまで到達する螺子の数は増加し、真しん紅くのジャケットにいくつも細かい傷が生まれる。

　が、そのうちのどれひとつをとっても、ヘイズに致命傷を与えることはあり得ない。

『破砕の領域』を避さけて攻撃を仕掛けようとすれば自おのずと螺子の攻撃パターンは限定され、その軌道はヘイズの運動能力で回避可能な範はん疇ちゆうに収まってしまう。

　論理回路の存在など無視してランダムに攻撃を仕掛ければ、『情報解体』が効果を失う瞬間にその場所を通過した螺子が偶然ヘイズに命中することがあるかもしれない。だが、論理回路の位置が見えてしまっているエドワードには、そう考えることができない。天あま樹ぎ錬れんも同じ。さっさと脳内防ぼう壁へきを展開して、螺ネ子ジの弾幕を盾に正面から突っ込めば力押しでどうにかなるのに、『避けるべき物が見えている』せいでどうしても『避ける』ことを考えてしまう。

　肉体でも精神でも情報でもない、『選択肢』に対する攻撃。

　敵を追いつめることに必死な二人の魔ま法ほう士しは、自分が失っている物の大きさに気づかない。

　──行くか。

　後方から突き出されたナイフの一撃をかわし、片手と両足で三つの音を刻む。錬の後方と左手、それにエドワードの後方。同時に構えた左手の銃がエドワードの額ひたいを照準し、人形使いは後方の論理回路と右手に展開した自分の螺子に阻はばまれて左に一歩踏み出す。

　二人の魔法士はヘイズを中心に通路の手前と奥に立ち、前後から挟きよう撃げきを繰くり出す体勢にある。ヘイズは身を翻ひるがえして錬に向き直り、そのまま一歩後方に跳ちよう躍やくする。

　誘われるように、錬は一歩大きく踏み出す。

　ヘイズは左の銃を投げ上げざま、立て続けに四度、指と足を打ち鳴らす。

　錬の左と右、エドワードの後方、そして、自分の進行方向──四つの場所で、螺子が円形に消滅する。同時に足を止めたヘイズの体は体勢を崩す格好で床にひざまずき、進行方向に展開した論理回路が『その場所に錬の体を運ぶはずだった』空間の歪ゆがみを消去する。

　行き場を失った錬の体はそのまま前方に流れ、落下してきた銃をヘイズの右手が受け止め、空っぽの左手がジャケットの裏に滑り込んでもう一方の銃を摑つかみ、目標を見失った螺子とナイフが擦こすれ合い、軋きしんだ金属音が通路の天てん井じように反はん響きようし、

「ゲーム、セット」

　ため息のように、ヘイズは呟つぶやいた。

　左右に大きく突き出した両手の銃が、二人の魔ま法ほう士しの額に同時に押し当てられた。




「……さて、っと」

　両腕を大きく広げた姿勢のまま、ヘイズはゆっくりと立ち上がった。

　細く深く息を吸い込み、酸欠ぎみの脳に空気を送り込む。銃口を突きつけたまま左右に交互に視線を巡めぐらせ、二人の少年の顔を見比べる。

「悪わりぃけどあんまし時間がねぇんだ。とっとと世せ界かい樹じゆのところに案内してくれねぇか？」

　数秒待ってみるが、答えはなし。エドワードは無表情な両目をほんのわずかに見開き、錬れんは歯を食いしばってこっちをにらみつけている。周囲に漂う数十本の螺ネ子ジは、いまだにその構造を維い持じしたまま、先端を鋭するどく尖とがらせて全方位から隙すきをうかがっている。

　二人とも、死んでもこっちの言うことを聞くつもりはないらしい。

「あのなぁ、お前ら自分の立場が分かって……」

　そこで言いよどみ、しゃーねーな、とため息を吐つく。このまま引き金を引いてしまうのは簡かん単たんだが、それではファンメイとの約束を破ることになるし、ヘイズ自身としてもできればこの二人を殺したくない。

「言っとくけどな」油断なく銃を構えたまま、視線を錬に向け「オレは、お前らが間違っててシティのやり方の方が正しいなんて思ってねぇからな」

「え……」

　錬の体に渦巻いていた緊きん張ちようが、ほんの少しだけ和らぐ。悪あく魔ま使つかいの少年は口を開きかけ、額ひたいに突きつけられたままの銃をはっと見上げて、再び顔を強ばらせる。

　悪いが、まだこの銃を外すわけにはいかない。

　視線は前に向けたまま、後ろ手に突きつけたもう一方の銃に力を込める。

「やめろ」

　静かにそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、エドワードが「あ」と小さく声を上げる。

　足下の死角からこっちを狙ねらっていた一本の螺子が、ぴたりと動きを止める。

「いいから、もう諦あきらめろ」小さな人形使いを振り返り、息を吐く。「お前を撃うちたくねぇ。ファンメイに頼まれてるからな……あいつ、お前のこと死ぬほど心配してたぞ」

　少女の名を口にした瞬間、薄うす茶ちや色の瞳ひとみがかすかに揺らめく。

　しばしの沈ちん黙もく。

　周囲に漂う螺子が通路の壁かべや床に巻き戻り、チタン合金の建材に同化して消滅する。

「ちょ、ちょっと！　それってどういう……」背後から錬の声。

「ファンメイはお前らのことを裏切ったわけじゃねぇ、ってことさ」

　振り返らずに、ヘイズは答えた。

「あいつはただ、世せ界かい樹じゆがやばいもんだって気づいただけだ……そうだな？」

　最後の言葉をエドワードに向ける。とたんに、薄うす茶ちや色の瞳ひとみに緊きん張ちようが走る。小さな人形使いは左右に視線をさまよわせ、ヘイズと目が合った瞬しゆん間かん、逃げるように顔を伏せる。

　小さく、錬れんが息を吞のむ。

「やばいもの、って……」

「そのまんまの意味だ」エドワードを見下ろしたまま答え、錬の額から少し銃を離す。「いいか？　世界樹は、基本的には植物細胞をベースにした生体コンピュータだ。外見は普通の樹きにそっくりだし、水と二酸化炭素をエネルギー源にして活動する。けど、本当に普通の植物と同じように成長してたら、一〇〇〇メートル二〇〇〇メートルなんてサイズに成長するにはとんでもない時間がかかっちまう。だから」

「知ってるよ！」錬の叫びが、ヘイズの言葉を強引に遮る。「だから世界樹は、発芽したあとは周りの有機物や無機物を取り込んで、情報制御で自分の体に作り替えて大きくなる。……けど、そんなのは！」

「わかってる、ってか？」ちらりと横目に錬を振り返り「なら聞くけどよ。『世界樹の成長が失敗する可能性』って、どういうことだと思う？」

　エドワードがびくりと身をすくませる気け配はい。

　錬は「そんなの！」と言いかけて、ふと口をつぐんだ。

「……あ……」銃を突きつけられた顔から、みるみる血の気が引いていく。「え？　でも、そんなの……」

「そーいうことなんだよ」ため息混じりに、ヘイズは続ける。「世界樹は一定のサイズを超えると、自分の成長機構を自分でコントロールできなくなる。細かいことを説明してる時間はねぇが、ようするに自分の構造を自分で把握しきれなくなって、『足りない』と判断した部分を補うために周囲の物質を無差別に取り込み始めるわけだ。……で、めちゃくちゃになった構造が増えすぎた重量を支えきれなくなって、最後は自滅」

　言葉を切り、息を吐つく。

「シミュレートの結果だと、最低でもヨーロッパの三分の二が大陸ごとなくなる計算だ」

「で、でも……僕の計算だとそんな……」

「わかんなくて当然なんだよ」弱々しい錬の声を遮り、エドワードに視線を向ける。「その辺のやばいデータは全部こいつが改ざんして、実じつ験けんが失敗しても安全なように見せかけてたんだからな」

　薄茶色の髪が、ひくっと揺れる。人形使いの少年はおそるおそるというふうに顔を上げ、ぎこちなく首を左右に振る。小さな肩が震ふるえている。あくまでも無表情なその顔の中で、大きく見開かれた薄うす茶ちや色の瞳ひとみが揺らめいている。

　小さな唇が、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「……せいこう……する……」

　思いがけなく強い声で、エドワードが叫ぶ。

「ぜったい、せいこうする──！」

「……エド……」呆ぼう然ぜんとした錬れんの声。

　ヘイズは、大きく深く息を吐いた。

「……そうじゃねぇんだよ」無む意い識しきに、目を細める。「お前の気持ちも分かるけどな、無理なもんは無理なんだ。……いいか？　成功率五パーセントなんてのはただの間違いだ。お前がどんなにがんばっても、この計画は一〇〇パーセント失敗する」

　言い終わると同時に右足のかかとを打ち鳴らし、目の前に『破砕の領域』を展開する。壁かべから突き出した螺ネ子ジがヘイズの頭を一直線に襲おそい、論理回路に阻まれて砂のように崩れる。

「噓うそじゃねぇ」知らず、声が和らぐ。「よく考えろ。運良く世せ界かい樹じゆが暴走しなくて、お前らの計画通り全長三万メートルに成長して雲の上まで伸びたら、そこにはなにがある？」

　錬とエドワードが、同時に「あ」と声を上げる。

　雲の向こうにあるものは青空と、太陽。

　光合成に不可欠な、日の光。

「そういうことだ」両手の銃を引き、ジャケットの裏に押し込む。「雲の上に到達した世界樹は必ず暴走する。日光がある状況では、成長システムを制御できなくなる。おまけに、まともな構造のままでそこまで成長しちまったら、地球を丸ごと吞のみ込んでも崩ほう壊かいしねぇ。……世界樹の力で雲を除去するには、世界全部を引き替えにしなきゃならねぇんだ」

　錬に背を向けてエドワードに向き直り、膝ひざをついて目線をあわせる。

「だから、エリザベート・ザインは、世界樹の研究を放棄した」

　エドワードが、息を吞んだ。

「──うそ」

「噓じゃねぇ」ヘイズは言葉を絞り出す。「エリザベート・ザインの研究記き録ろくを調べた結果だ。お前の脳に世界樹の研究記録が書き込まれたのはただの偶然、実じつ験けん装置の設定の単純なミスだ。それに気づいたエリザベートはお前の記き憶おくにプロテクトをかけた」

　怯おびえたように、エドワードが一歩後ずさる。

「……全部、ただの勘かん違ちがいなんだ」その頭に、ヘイズは手を置いた。「お前が生まれたときには、エリザベートはとっくに世界樹のことなんか忘れてた。……お前は、こんなことしなくてよかったんだ」

　小さな体から力が抜け、ぺたんと床に座り込む。

　呆然と見開かれた目が、ヘイズの傍かたわらをすり抜けて天てん井じようを虚うつろにさまよう。

「だから……な？」

　薄うす茶ちや色の瞳ひとみをまっすぐにのぞき込むが、エドワードはぴくりとも動かない。と、背後で「エド……」とかすれた声。振り返れば、錬れんは踏み出しかけた中途半端な姿勢のまま、こっちに駆け寄ることもできずに立ちつくしている。

　ヘイズはがしがしと頭をかき、意を決して口を開きかけ、




　──激はげしい震しん動どうが、三人のいる通路を襲おそった。
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　フィアの体を抱きかかえ、ファンメイは飛ぶ。両の翼つばさを羽ばたかせ、闇やみ色の空洞に身を翻ひるがえす。目の前を巨大な樹きの枝が横切り、次の瞬しゆん間かんには無数の細い枝がその周りにより集まってファンメイの身長ほども太さのある柱を形成する。間一髪で衝しよう突とつを避さけ、上を目指してひたすらに飛ぶ。そこかしこで柱と柱が互いに合わさり、生み出された壁かべが空洞を縦じゆう横おうに切り取り、それ以上のスピードで空洞はあらゆる方向に広がり続けている。

　自分がいるこの場所が、元はどこだったのか分からない。

　実じつ験けん室は、とうにその姿を失っていた。

　最初に消滅した床に続いて、四方の壁と天てん井じようが枝とも根ともつかない器官にその姿を変えた。一秒後には部屋に存在するソファーや棚や端末がすべて植物化し、中央にあったはずの『世せ界かい樹じゆの樹き』は周囲の組そ織しきに融とけこんで消えた。

　実験室だったはずの場所には、木の幹状の壁に囲まれた球形の空間が出現した。

　それからものの数分で、直径十メートルほどだった空間は数十倍に拡大した。周囲には枝と枝が擦こすれあう軋きしんだ音が絶えず響ひびき、ときおり頭上からチタン材が降ってきては、壁から生はえだした枝に取り込まれてその形を失う。

　たぶん、ここは『世界樹』の中。

　目覚めた世界樹は、ものすごいスピードで周囲の物質を取り込み始めている。

「……そんな……」呆ぼう然ぜんとした、フィアの声。「どうして……こんなの、早すぎる」

　心の中で、そっか、と呟つぶやく。彼女の知っているデータはエドが世界樹の危険性を隠すために改ざんした物だから、そこでは世界樹がまともな植物のサイズに成長するには丸一日かかることになっているはずだ。

「説明してる時間、ないの」指の動きで自分の頭を示し「見て」

「え……で、でも」

「いいから！」

「は、はい！」

　気け圧おされるようにフィアはうなずき、次の瞬しゆん間かん、ファンメイの目の前を光の翼つばさが躍おどる。

　頭の中をなで回されるような違和感。

　フィアは目を見開き、「そんな……」と呟つぶやく。

「エドさんが……？」

「そうなの！　だから、早く地上に出てロンドンに連絡しないと！」

　叫びながらも翼を羽ばたかせ、壁かべから突き出した巨大な枝をかわす。世せ界かい樹じゆの動きはランダムで、こちらを攻こう撃げきしようという意図は感じられない。どうやら、有機物や無機物を無差別に取り込むことはできても、思考能力をもった人間の体を変質させることはできないらしい。

「うわわっ！」

　目の前を遮るように樹の壁が出現。とっさに身を翻ひるがえしざま、右の翼を突き立てる。刃やいばのように鋭するどく尖とがらせた翼が一〇〇メートル近い壁の中央を円形にくりぬき、次の瞬間「危ない！」とフィアの声。巨大な壁を構成する無数の柱が切り裂かれた部分を中心にして爆はぜ、ファンメイめがけて巨人の鞭むちのように降り注ぐ。

（痛覚処理失敗）

　とっさに目の前にかざした翼に衝しよう撃げき。すさまじい痛みが脳を灼やく。やっぱりまだ本調子じゃない。翼の操そう作さに手一杯で、痛覚の制御まで演算速度が追いつかない。いいように吹っ飛ばされた体を必死に立て直し、その瞬間もう一度、さっきよりさらに大きな衝撃が襲おそう。

　痛みに呼吸が止まる。視界がゆっくりと反転し、体から力が抜ける。

「ファンメイさん！」

　フィアの悲鳴が、かすかに聞こえた気がした。

　闇やみが、意い識しきを包んだ。
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「エド……！」

　一瞬の自失から立ち直った錬れんが叫んだときには、すべてが遅かった。

　正体不明の震しん動どうに虚を突かれた錬とヘイズの脇わきをすり抜け、エドは通路を走り去っていった。

　後を追おうとしたヘイズの前に、螺ネ子ジの網が立ちふさがる。指と足を同時に打ち鳴らしてそれを消し飛ばし、ヘイズが小さく舌打ちをもらす。通路の先にはさらに無数の螺子が立ちふさがり、生物化した床に運ばれたエドの姿はすでに闇の彼方かなたにある。

　小さな背中が、曲がり角の向こうに消える。

　とっさに、錬は駆けだした。

「おい──！　待て！」

　ヘイズの叫びを背後に、脳内で『ラグランジュ運動係数制御』を起動する。螺子の間をくぐり抜け、エドの後を追って角に飛び込む。薄うす明かりの下を駆け抜け、次々に角を曲がる。鉛色の螺ネ子ジは次々に生はえだし、行く手に立ちふさがってくる。攻こう撃げき意志は感じられない。絡み合って壁かべを形作ろうとするその隙すき間まに身を滑り込ませ、足音を響ひびかせてひたすらに走る。

　知らず、唇をかみしめる。

　どうして気が付かなかったんだろう、と思う。

　分からなかったなんて言わせない。知らなかったではすまされない。研究資料に残されたわずかな歪ゆがみ、何かに悩んでいるようなエドの態度──あの子がなにを考えているのか、なにをしようとしているのか、手がかりなんていくらでもあったはずだ。

　なのに自分は考えようともしなかった。

『青空を取り返す』という言葉の大きさに目がくらんで、日に日に人間らしくなっていくあの子を見ているのが楽しくて、いやな可能性から無む意い識しきに目をそらしていた。

　……まただ。

　また同じことの繰くり返し。フィアの時となにも変わらない。笑い面めんをかぶって心の中で泣いていた少女と、そのとなりでバカみたいに笑っていた自分。あの日から、自分はなにひとつ成長していない。言葉にしてもらわなければなにも分からない。目に見えるものだけを見て、目に見えないものを感じようともしない。

　大切な誰だれかが苦しんでいるのに、気づいてあげることもできない。

　……エド……

　断続的な震しん動どうが壁を、床を、天てん井じようを震ふるわせる。ひときわ大きな揺れにバランスを崩し、転びそうになる。床を蹴ける反動で強引に体勢を立て直し、声を張り上げる。

「エド！　待って──！」

　一本道の通路の数十メートル先、遠ざかろうとしていた小さな影かげが、動きを止める。

　ライトの薄うす闇やみの向こうで、エドがゆっくりと振り返る。

　相変わらずの無表情をうつむかせて。

　薄茶色の瞳ひとみに怯おびえの色をたたえて。

「エド……」

　名を呼び、そこで言葉につまる。なにを言えばいいのか分からない。怒ればいいのか、笑えばいいのか、駆け寄って抱きしめればいいのか、それすらも分からない。中途半端にのばしかけた腕を、上げることも下ろすこともできずに胸の前でさまよわせる。錬れんは息を吐つき、何度も息を吐き、意を決して一歩踏み出しかけ、

「……なさい……」

　小さな唇が、動いた。

「え？」

　錬が何か言うより早く、エドは顔を上げた。

　肩を震ふるわせ、拳こぶしを握りしめ、信じられないほど大きな声で叫んだ。

「……ごめんなさい──！」

　激はげしい震しん動どう。これまでとは比較にならないほどの衝しよう撃げきが通路を襲おそう。錬はとっさに壁かべに手をつき、次の瞬しゆん間かん、その壁に亀き裂れつが走る。通路を構成するチタン材を突き破って、白銀色の螺ネ子ジがなだれ込んでくる。数百本の細い螺子は瞬時にエドのまわりを取り囲み、同時に通路の天てん井じように直径一メートルほどの穴が出現する。錬が声を上げる間もなくエドの体は天井の向こうに運び去られ、穴は生まれたときと同様に唐突に消失する。

「──おい！　ぼけっとすんな！」

　いつの間に追いついたのか、背後でヘイズの声。振り返り、目を見開く。通路の闇の彼方かなたから、地じ響ひびきのような重苦しい音とともに何かが迫ってくる。

　木の幹のような表面に銀色の論理回路が刻まれた、巨大な壁。

　無む意い識しきに、足が一歩後ずさる。

「ビビってる場合か！」ヘイズの声とともに、襟えり首くびをつかまれる。「ここもすぐ吞のみ込まれるぞ！　生き埋めになりてぇのか！」

「あ……」

　半ばヘイズに引きずられる格好で駆け出す。走るうちに意識の焦点が戻ってくる。肩越しにちらりと背後を振り返る。さっきまで自分たちが立っていたはずの場所はすでに樹きの根にその姿を変え、絡み合って通路をふさぐ壁を形成する。

　周囲の物質を取り込みながら前進を続ける、巨大な樹の幹。

「こんな……なんで……」

「泣き言は後回しだ！」ヘイズの鋭するどい声。「まずは地上に出るのが先だ！　それからロンドンに連絡。早くしねぇとマジで手遅れになるぞ！」

　数百メートルの通路を駆け上がり、施設入り口のホールにたどり着く。開け放たれたシャッターから吹き込む冷気に肌があわ立ち、とっさに『マクスウェル』を起動して自分とヘイズの周囲の温度を調整する。

「ハリー！　戦せん闘とう起動、急げ！」

　ヘイズがジャケットの襟を引き寄せ、おそらくは通信素子に向かって叫ぶ。錬れんはシャッターの外にふらりと足を進め、凍り付いた雪原を踏みしめ、

「……あ」

　吹雪ふぶきのヴェールに包まれた闇やみ空ぞらを、白銀の翼つばさが躍おどった。

　十二枚の流体金属の翼を翻ひるがえし、ウィリアム・シェイクスピアは錬の遥はるか頭上でゆっくりと円を描いた。船体を少しだけこちらに傾け、なにかの意志を伝えようとするように翼を揺らめかせ、次の瞬間にはその翼を畳んで船首を天頂に向ける。音もなく急加速。空を覆おおう鉛色の雲の天てん蓋がいに、垂直に突っ込んでいく。

　錬れんはウィリアム・シェイクスピアの消えた向こうを呆ぼう然ぜんと見上げ、そのままゆっくりと視線を背後に巡めぐらせ、

　──そして、それを見た。




　空を目指してそそり立つ、巨大な柱だった。

　Ⅰ－ブレインの認にん識しきによれば直径はおよそ八〇〇メートル、しかも秒単位で急速に成長を続けている。太さは上から下までほぼ均一で、推定される根の部分のサイズは柱が突き立っている雪山そのものに匹敵する。最上部はすでに雲の中に隠れてしまっていて、そこから一段下の部分から生はえだした枝状の組そ織しきが半径数キロにわたって広がっている。

　表面は稠ちゆう密みつな論理回路に埋め尽くされ、ときおり走る銀光が闇空を照らし出している。

（高密度情報制御を感知。「アインシュタイン空間曲率制御常じよう駐ちゆう」）

　異様な震しん動どう。とっさに飛び上がった錬の足下で、地表を覆う凍土が植物の根に姿を変える。柱の成長はとどまるところを知らず、わずか十秒足らずで標高数千メートルはある雪山が『幹』と『根』に姿を変える。

　世界を吞のみ尽くさんばかりに成長を続ける、巨大な樹。

　呆然と、錬は空を見上げた。

『……おい！』

　ノイズ混じりの声に振り返る。吹雪ふぶきに覆おおわれたその視界を、血色の壁かべが遮る。一五〇メートル級高速機き動どう艦かん『Hunter Pigeon』。真しん紅くの船体は錬れんの前に音もなく停止し、後部ハッチの扉が開く。

『こうなったら、つまんねぇいざこざは後回しだ！』

　スピーカー越しに響ひびくヘイズの声。

『時間がねぇ。来るならさっさと乗れ！』

　反射的に、錬はうなずいた。

　迷っている時間など、無かった。







　　第九章　あの雲が晴れたなら　～How far to the blue sky?～







　少年にとって、エリザは、世界のすべてだった。

　エリザが与えてくれる命令だけが、少年の時間を動かした。

　エリザが『やれ』と命じるなら、それは少年にとってやるべきことだった。エリザが『欲しい』と望むなら、それは少年にとって手に入れるべき物だった。他ほかの誰だれかではだめだった。エリザでなければならなかった。

　軍の人間に命じられるままに生きていても、心はいつも空っぽのままだった。

　だからあの日、『賢けん人じん会かい議ぎ』と名乗る少女の言葉に少年はうなずいた。エリザが死んだあの日からずっと止まっていた時間が、やっと動き出した気がした。エリザに託された意志。エリザが最後に望んだ遥はるかな空。世界に青空を取り戻すことがエリザの願いだというのなら、それをかなえたいと思った。

　命令ではなく、自分の意志で、エリザのために何かがしたかった。

　そうすれば、自分も、人間になれるかもしれないと思った。

　そうすれば、自分も、なにか意味のある存在になれるかもしれないと思った。




（──雲海上端に到達。全システムを通常戦せん闘とう状態に移行）

　円筒ガラスの内側に映り込む自分の顔は、今日もやっぱり歪ゆがんでいた。

　二〇〇メートル級特務工こう作さく艦かん『ウィリアム・シェイクスピア』操そう縦じゆう室。薄うす桃もも色の羊水に身を浸ひたし、体に接続された幾本もの有機コードを周囲に揺らめかせ、脳内に送り込まれてくる船外カメラの全方位映像をエドは虚うつろな意い識しきで見つめた。

　白く小さな太陽に照らされて、世界は一面の青だった。透き通るような空は淡いグラデーションを描き、はるか彼方かなたで黒い水平線に一直線に切り取られていた。

　視界の果てまで隙すき間まなく敷しき詰められた、漆しつ黒こくの雲海。

　そのただ中に、それはあった。

　雲を貫いて生はえだした、巨大な樹き。一本一本の枝の太さがウィリアム・シェイクスピアの船体に匹敵する、数え切れないほどの植物組そ織しき。葉の一枚、花の一輪もないその表面に論理回路の銀光をまとい、互いに複雑に絡み合いながら雲海の絨じゆう毯たんの上に広がっていく。

　これが、世せ界かい樹じゆ。

　船外カメラの視点を切り替え、眼下の雲海を拡大する。枝と雲が触れ合う部分では、さらに変化が起こっている。樹皮全体に刻まれた論理回路に光が走るたびに周囲の雲が消失し、その隙すき間まを埋めるように流れ込んだ雲がいくつも小さな渦を形成している。が、次々に消えていく雲を補うにはそれだけでは足りず、枝の密集した部分では雲の壁かべに『空白地帯』がいくつも発生している。

　取り込んで、自分の体に変換しているのだ。

　雲を構成する遮光性気体を。

「……あ」

　中央部のもっとも枝が密集した一帯で、とうとう雲海に『穴』が生まれる。厚さ数千メートルの雲の壁かべに巨大な縦たて穴あなが空き、下界の様よう子すが素通しになる。反射的にそこに視点をあわせ、息を吞のむ。巨大な柱のようにそそり立つ世せ界かい樹じゆの幹、その幹を伝って見下ろした先。

　世界樹の根は、着実に、フランス地方の南部に広がりつつあった。

　巨大な樹が突き立った一点を中心に、アルプス山脈の裾すそ野のに円形の平原が広がっていた。直径はおよそ十キロ。中心付近はクレーター状に大きく陥没し、縁ふちの部分ではいびつに抉えぐられた山々が次々に崩落を起こしている。

　その平原を覆おおい尽くして、世界樹の根は広がっていく。

　標高数千メートルの山々を音もなく吞み込み、巻き上がる雪煙さえも取り込んで、銀色の樹は静かに大地を浸食していく。

「……め……」

　放射状に広がった根の先端が、吹雪ふぶきに埋もれた小さな廃はい墟きよにたどり着く。そこがどこなのか理解した瞬しゆん間かん、呼吸が止まりそうになる。半年前のあの日、軍の士官に命じられるままに自分が滅ぼした小さな町。世界樹の根は無人の廃墟を瞬まばたきする間もなく吞のみ込み、あとには瓦が礫れきのひとつさえも残らない。

「……だめ……」

　世界がどうなろうと、かまわなかった。

　エリザの望むとおりに青空が戻ってくるなら、あとのことなどどうでも良かった。

　失敗したときのことなど考えなかった。そんなことは自分には関係なかった。自分にとってエリザは世界のすべてだった。人類がどうとか、地球がどうとか、そんなことは知ったことではなかった。

　ずっと、そう思っていた。

（警けい告こく。前方に障害）

　脳内のシステムメッセージに我に返る。成長を続ける世界樹の枝は互いに絡み合って雲海を覆おおい隠し、もっとも高い部分はすでにウィリアム・シェイクスピアの浮かぶ二万八千メートルの高度にまで到達している。

　船体正面、わずか二〇メートル。シェイクスピアの船体に匹敵する巨大な枝が、先端をゆっくりとこちらに向ける。

　銀色の表皮に光が走り、次々に生はえ出す細い枝が投と網あみのように広がる。

　意志を持った触手のように、世せ界かい樹じゆの枝が船体表面に絡みついてくる。

　……ぼくは……

　目の前が、ぐらりと揺れた。

（「メルクリウス」を広域戦せん闘とう形態に展開）

　Ⅰ－ブレインに命令を飛ばし、シェイクスピアの船体にゴーストを送り込む。船体構造の八割を占める流体金属メルクリウスを十二枚の翼つばさに変換し、まとわりつく無数の枝を一息に弾はじき飛ばす。返す刀で翼を螺ネ子ジの群れに展開し、なおも成長を続けようとする巨大な枝を四方八方から刺し貫く。螺子と樹きの擦こすれあう軋きしんだ音が幾万にも連なって脳内に響ひびき、数百メートルの長さの枝がその半ばからちぎれ飛ぶ。

　喉のどの奥から、吐き気がこみ上げる。

　培ばい養よう槽そうの羊水の中で体をくの字に曲げ、胸と頭を強く押さえる。

「……エリザ……ぼくは……」

　ちぎれた枝は船外カメラの視界をゆっくりと落下しながら、貫かれた無数の穴から次々に細枝を伸ばしていく。休むことなく螺子を振り上げ、枝めがけて針山のごとく突き立てる。中型飛行艦かん艇ていほどの巨大な植物組そ織しきが無数の破片に砕け、なおも襲おそい来る螺子の群れにもまれて粉みじんに分解される。

（高密度情報制御を感知）

　脳内に表示される警けい告こくメッセージ。船の正面に意い識しきを向けた瞬しゆん間かん、船外カメラ越しの光景が一変する。視界を覆おおい尽くさんばかりに広がった数千数万の世界樹の枝が、表皮からのびる無数の細枝の先端にいっせいに葉を広げ始める。空の青と雲の黒に切り分けられていた世界が目も鮮あざやかな新緑に塗り込められ、数え切れないほどの木の葉が強い風にあおられて激はげしい音を響かせる。

　白く小さな太陽が、直径十数キロにわたって枝を広げた巨大な樹を強く照らす。

　世界樹の表面を覆う銀色の論理回路にひときわ強い光が走り、幹を包む遮光性気体の雲が螺ら旋せんを描いて巻き上げられていく。

　──世界に青空を取り戻すための、戦い。

　だけど、それはエリザの望みではなかった。

　エリザベート・ザインは、自分の『作品』になにも望んではいなかった。

（目標を設定。自律攻こう撃げきを開始）

　わけの分からない衝しよう動どうに突き動かされて、船の制御システムにコマンドを叩たたき込んだ。周囲に漂う数万の白銀の螺子が、眼下の世界樹めがけていっせいに襲いかかった。無数の螺子の槍やりは行く手を遮るように生はえだした数十本の枝をやすやすと貫き通し、雪崩なだれを打って世界樹の幹に突き立ち、

（エラー。ゴースト消失。メルクリウスの構造維い持じに失敗）

「……あ……」

　小さく声を上げたときには、手遅れだった。

　世せ界かい樹じゆを貫き砕くはずだった螺ネ子ジの群れは幹に触れた瞬しゆん間かんにその動きを止め、激しいノイズがⅠ－ブレインを駆け抜けた。水銀の不安定同素体によって構成されているはずの螺子の槍が、世界樹に接する部分を起点に細い樹枝にその姿を変えた。螺子から植物組そ織しきへの変化は瞬時に流体金属メルクリウス全体に及び、ウィリアム・シェイクスピアの中心ブロックは絡み合う細枝の網あみに取り込まれた。

（船体負荷増大。演算機関にノイズ。危険）

　絡みつく枝が全長五〇メートル足らずの船体を締しめ上げ、操そう縦じゆう室の天てん井じようが軋きしんだ音を立てた。演算機関のシステム内にゴーストハックに似たアクセスが出現し、防ぼう壁へきに対する攻こう撃げきを開始した。最初の一秒の攻撃で三十六段階の防壁の半分が消滅し、八重並列のシステムのうち三つがⅠ－ブレインの認にん識しきから消滅する。

　船内の明かりが途と絶だえ、円筒ガラスの操縦槽そうを静寂が満たす。

「……ぼく……は……」

　力なく、エドは息を吐ついた。

　闇やみに染まる天井を、虚うつろな目で見上げた。




　　　　††††††††††††††




　演算機関の稼か働どう時に特有の船体振動が、Hunter Pigeonの操縦室に低く響ひびいていた。

「……要するに、ロンドン軍は使い物にならねぇってことだな？」

　押し殺したようなヘイズの声に、簡かん易い椅い子すの上で片かた膝ひざを抱えていた錬れんは顔を上げた。

『すまんが、そういうことだ』サブディスプレイの向こうで、白衣の男が答える。『とりあえず無人機を偵察に出したんだが、幹から十キロ圏内に近づいただけですべて「根」に取り込まれた。通常の航空艦かん艇ていの情報防壁では対抗できん。雲上航行艦クラスの能力が必要だ』

「なら遠距離砲撃は……あのサイズと成長速度じゃどうにもならねぇか……」

　ヘイズは舌打ちをもらし、

「魔ま法ほう士しは？　Ⅰ－ブレインの防壁なら単純な強度は雲上航行艦よりも上だ。軍でも研究部でもいいから、使える魔法士はいねぇのか？」

『特務部の魔法士三十二人、とっくに投入済みだ』白衣の男の、苦い声『とりあえず世界樹の根本付近まではたどり着いたらしいが、そこから先の報告は上がっていない。……どのみち、戦力的にはせいぜい通常軍一個小隊程度の連中だ。あてにはならん』

「お手上げか」

『議ぎ会かいは熱核兵器の使用を検討してるが、問題は中央の幹の部分に展開されている論理回路だ。物理的強度も完かん璧ぺきなら情報構造体防御も完璧……恐ろしい話だが、「虚無の領域」でも完全な破は壊かいは不可能と考えて間違いない』

「マジかよ……」ヘイズは額に指を当て「ってことは、オレが一発撃うち込んでも再生されるのがオチってわけか」

『そう言うことだ』男はディスプレイの向こうで立ち上がり『とにかく、こっちでも打てるだけの手は打ってみる。お前さんは雲の上に向かってくれ』

　上？　とヘイズは問い、そうだ、と男は答える。

『あれがまがりなりにも植物細胞をベースにしている以上、必ず「植物」というルールに縛られる。映像記き録ろくを解析した限りでは周囲の物質を取り込んでいるのはほとんどが「枝」と「根」で、中央の幹の部分はそこから得られた質量によって成長しているに過ぎん』

　何かに気づいたようにヘイズはひとつ指を鳴らし、

「……植物は枝と根がなきゃ養分を取り込めない、ってことか」

『そういうことだ』白衣の男はうなずき『根の方はこっちで検討する。お前さんはなんとかして枝を残らず破壊してくれ。……頼むぞ』

　かすかなノイズ音を残して、映像がとぎれる。

　ヘイズは右手の指を軽く弾はじき、こっちを振り返って「……だとよ」

　錬れんは上うわ目め遣づかいにその色違いの瞳ひとみを見上げ、椅い子すについた右膝ひざの上に顔を伏せた。

「あのなぁ」呆あきれたようなヘイズの声。「しっかりしてくれよ。今は反省とか後悔とかやってる場合じゃねぇだろ」

「わかってる……」

　短く答え、それでも顔を上げる気にならない。

　右足を抱える手に、無む意い識しきに力がこもる。

「お前なあ、マジでわかって」言いさして、ヘイズは小さく息を吐つき「……ファンメイと、その……フィア、のことか？」

　無言で首を横に振る。実じつ験けん室に向かったまま連絡が取れない二人のことはもちろんものすごく心配だが、頭の中の冷静な部分ではフィアがいれば大丈夫だろうということも理解している。こと守りに関する限り、あの子は自分などより遙はるかに強いはずだ。

「なら、いったいなんだよ」

　ヘイズの声に、困ったような色が混ざる。

「うん……」うつむいたまま、錬はぼそりと呟つぶやいた。「……エドは、僕のことなんかどうでもよかったのかな、って」

「あ？」

「僕がいて、フィアがいて、ファンメイがいて……それでも、世界がどうなってもかまわないって、そう思ってたのかな」

　最初に会ったときは、おかしな子だな、と思った。

　表情のない目、表情のない顔。笑わない、泣かない、怒らない。世界のことなどなにも知らず、話す言葉は「はい」と「いいえ」。世せ界かい樹じゆのことを聞かされ、行動を共にするようになっても、しばらくはただ『不ふ思し議ぎな子』としか考えていなかった。

　変わったのは、ロンドンの実験室であの子の過去を見せられてから。人形のように生きてきたあの子が、いつか笑える日が来ればいいと思った。飛ぶように過ぎていく日々の中であの子はどんどん人間らしくなっていて、そんなあの子を見ているのは本当に楽しくて、

　友達だった。

　友達だと、思っていた。

「ぜんぶ僕の勝手な思いこみで、あの子はずっと人形のままだったのかな……」

　目を閉じ、頰ほおを膝ひざに押し当てる。

　と、ヘイズが操そう縦じゆう席から立ち上がる気け配はいがあった。

「……そうじゃねぇだろ」

「え……？」

　顔を上げる。

　赤髪の男の姿は、いつの間にか、錬れんの目の前にあった。

「ちったぁ考えろよ。あいつが人形のままだったら、ファンメイを助けるはずねぇだろ」

「……あ」息を吞のむ。

　あの日の事件の真相については、ヘイズから聞かされている。世界樹の秘密に気づいたファンメイと、その口を封じようとしたエド。だが、エドはどうしてファンメイを見逃したのだろう。そんな必要などどこにもない。いくら能力を封じても、軍の捜索隊に見つかってしまえばどうにもならない。そんなことぐらい、あの子にも分かるはずだ。

「……最初はどうだったか知らねぇ。世界なんかどうなってもいいってマジで思ってたのかもしれねぇし、お前のことも利用するつもりだったのかもしれねぇ」

　ヘイズは息を吐つき、

「けど、友達ができて、好きな物ができて、世界がどうでもいいもんじゃなくなっちまったから……だから、あいつは苦しんでたんじゃねぇのか？」

「……そっか」

　錬は目を伏せ、小さくうなずいた。

　──人間みたいなことがしてみたい。

　そう告つげたエドの顔が、頭に浮かんだ。

「そうだね」

　操そう作さ卓脇わきのスピーカーから小さなアラーム。メインディスプレイを振り返り、ヘイズが小さく舌打ちをもらす。船外カメラの視界のはるか先、広がり続ける世せ界かい樹じゆの根──そのひときわ長く伸びた一本が、とうとうスイス地方中部、シティ・ジュネーブ跡地に到達する。

　かつての大戦で半はん壊かいした、直径二〇キロの巨大な廃はい墟きよ。

　十年にわたって原形をとどめてきた半球形の外殻が溶けるように崩れ落ち、地に触れる間もなく植物化する。強化カーボンとチタン合金の構造物が、自身の数百分の一のサイズしか持たない世界樹の根に、ゆっくりと取り込まれていく。

「ハリー！　準備は」

『完了です』

　ヘイズの声を遮って、横線三本のマンガ顔が立体映像ディスプレイに出現する。

『「世界樹」の能力解析に手間取りましたが、どうにか防ぼう壁へきは構築できました。どこまで有効かは保証しかねますが』言葉を切り、一本線の口元をかすかに持ち上げ『それと、良いお知らせがひとつ。ファンメイの通信素子の固有周波を確認しました』

「本当──？」

　思わず、錬れんは身を乗り出した。

『間違いありません。世界樹の直下、およそ五百メートル。残念ながら距離が遠すぎて通信回線の確保には失敗しましたが、発信源の動きをトレースした限りでは生きていると考えて問題ないかと』

　一いつ瞬しゆん、ヘイズの口元に小さな笑みが浮かんだ。

「……ロンドンに連絡。そっちとの通信は先生に任せる」操そう縦じゆう席に飛び乗り「こっちは上だ。世界樹の開けた穴を利用して雲の上に出る。急げ！」

　了解、と答えて、立体映像のマンガ顔が消える。

　錬は簡かん易い椅い子すを蹴けって立ち上がり、操縦席に駆け寄った。

「なにか作戦あるの？　僕にできることは！」

「枝の破壊はオレがやる。お前はとにかくエドワードと合流しろ。……あの調子じゃかなりパニクってるはずだからな。ひとりにしとくとヤバい」

　錬は勢いよくうなずき「それから？」と視線で問う。

　ヘイズは操縦席の裏から有機コードを引き出して自分のうなじに押し当て、

「枝をすべて破壊すればとりあえず世界樹の再生は抑えられる……そうなったらお前の出番だ。エドワードと二人で、なんとかあれの中に入ってくれ」

「中？　幹の内部ってこと？」

　ああ、とヘイズはうなずき、

「あれだけでたらめな代しろ物ものだ。全体が均一でどこを潰つぶしても同じなんてことは理論的にありえねぇ。枝や表皮は再生可能でも、内部には必ずシステム構造が必要。ってことは」

　右手の親指と中指を弾はじく。

「絶対、どっかに中枢ブロックがあるはずだ」
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　闇やみからの目覚めは、唐突だった。

　ファンメイは勢いよく目を開け、両の翼つばさを力いっぱい羽ばたかせようとして、

「あ……」

　振り上げた翼の先端が、低すぎる天てん井じように触れた。

　慌てて翼を折りたたみ、おそるおそる視線を上に向ける。脳内時計によれば意い識しきを失っていたのはおよそ三〇分──それだけの間に、周囲の状況は劇げき的てきな変化を遂げている。数百メートルの規模に広がっていた世せ界かい樹じゆ内部の空間はいつの間にか直径五メートル程度の球形に切り取られ、ファンメイはその中に閉じこめられる格好になっている。

　四方を取り囲むのは、絡み合う植物組そ織しきの壁かべ。

　枝とも根ともつかないその表面を、ときおり論理回路の銀光が走る。

「……そーだ！　フィアちゃん！」

　大事なことを忘れていた。大慌てで辺りを見回し、すぐに、背後の壁際に見知った人ひと影かげを認める。

　金髪の少女はこっちに背を向け、絡み合う樹きの床にぺたんと座り込んでいた。

「フィアちゃん！　だいじょう……」

　そう言いかけた瞬しゆん間かん、フィアの体がびくりと震ふるえた。

「め、目が覚めましたか──？」

　少女は背を向けたまま、大声でファンメイの言葉を遮った。

「え、あ……うん」出鼻をくじかれる格好で少し言いよどみ「あの……これ……」

「世界樹に同調してこの場所だけは確保しました！」早口にフィアは答える。「あのままだとファンメイさんも私も潰つぶされそうだったから……ほ、本当は世界樹を全部取り込むつもりだったんですけど、そこの論理回路が防ぼう壁へきになってるみたいでうまく奥の方まで入り込めなくて、私の力では、ここを維持するだけで手一杯みたいで、それで！」

　うわずった声で一息にまくし立て、少女はひぅっと息を飲み込む。

　小さな背中が震ふるえていることに、ファンメイはやっと気づく。

「フィア……ちゃん？」無意識に、細い肩に手を伸ばす。「……泣いてるの？」

「──泣いてません！」

　思いがけなく強い声。

　肩に触れかけた指が、止まる。

「わ……私、泣いてなんかいません！」フィアは勢いよく顔をうつむかせ「じ……自分のせいで世界が壊こわれるかも知れないのに……そんなときに泣くなんて、そんなのはずるいです！　卑ひ怯きようです！」

　小さな水滴がひとしずく、少女の頰ほおを伝い落ちて足下の樹に跳ねる。

「だから……だから、泣いてません……」

「フィアちゃん……」

「……私が、気がつかないといけなかったんです」弱々しい声が、闇やみに幾いく重えにも残ざん響きようする。「私がもっと気をつけてエドさんの心を見ていれば、ちゃんと気がついたはずなんです。……なのに私、青い空が戻ってきてみんなが幸せになるって聞いたらうれしくなって、浮かれちゃって、それで……」

「そ、そんなの！」

　誰だれかが悪いんじゃない──喉のどまで出かかったその言葉を飲み込む。この子がそんな言葉を望んでいないのが、心を覗のぞかなくても分かってしまう。

「フィアちゃん、あの、あのね……？」

　意を決して口を開いた瞬しゆん間かん、襟えり元の通信素子から小さな受信音。甲かん高だかいその音に、フィアがびくりと身を震ふるわせる。

　大慌てで通信素子を耳元に引き寄せ、

『……メイ……ファンメイ。聞こえるか？　聞こえたら返事をしろ』

「せ、先生？」ノイズ混じりの音声に、思わず声を上げる。

『……どうやら無事のようだな』通信素子の向こうのリチャードは息を吐つき『おおよその状況はヘイズから聞いた。ロンドン軍の通信施設を利用して交信を行っているが、世せ界かい樹じゆの情報制御の影響ですべての電波通信が不安定だ。長くはもたん。よく聞いてくれ』

「う、うん」

　通信素子を襟えりから外し、フィアにも聞こえるように音声出力を最大にする。

　その間にも、リチャードの言葉は続く。

『……お前さんたちがいるその場所は地下五〇〇メートル、世界樹の根の内部にあたる。現時点での世界樹の高さは二万九〇〇〇メートル。根の広がった範はん囲いは地下部分まで含めると平均しておよそ直径五〇キロで、成長の極端に早い一部が五分ほど前にシティ・パリ跡地に到達した』

　思わず息を吞のむ。リチャードの言うとおりなら、世界樹の根は、一部分だけとはいえすでにフランス地方の北部に到達していることになる。

　フィアが立ち上がり、真っ赤に泣きはらした顔で振り返る。

『……ヘイズたちは雲の上に向かったが、当面の問題は地上の方だ。世界樹の根は深いところで地下一〇〇〇メートル程度にまで達していて、フランス地方の地殻プレートに深刻なダメージを与えている。このまま成長が続けば、一時間足らずでヨーロッパ全域のプレートが構造を維い持じできなくなる』

「それって」

「大地じ震しん──ですか？」

『残念ながら、その程度では済まん』

　横から口を挟むフィアに、通信素子の向こうの声が答える。

『崩ほう壊かいがこれ以上進めば、地殻が世せ界かい樹じゆの質量を支えきれなくなる。大規模な陥没と地割れによる海水の流入……おそらく、ヨーロッパの西半分は世界地図の上から消えてなくなる』

　そんな、とフィアが口元を両手で覆おおう。

　シティ・ロンドンとシティ・ベルリン、それに、各地に点在する小さな町──

『どう少なくて見積もっても、確実に三〇〇〇万人は死ぬ計算だ』

「そ、そんなのダメ！　ぜったいにダメ！」通信素子を壊こわさんばかりの大声で叫ぶ。「作戦は？　なにか作戦とかあるんでしょ？」

『フランス地方を中心に部隊を展開して外部からの情報制御を試みているが、外皮部分の情報防ぼう壁へきが強固過ぎて手を出せずにい……』

　通信素子の向こうの音声に、砂をこするような耳障りなノイズが混ざる。

　受信レベルが、急速に低下していく。

「先生！　ま、待って！」

『……時間がな……お前たちはすぐに脱出……ロンドン軍に……』

　ひときわ大きなノイズを残し、リチャードの声が途と絶だえる。

　沈ちん黙もくに包まれる闇やみの中。

　手のひらの上の通信素子をファンメイは呆ぼう然ぜんと見つめ、

「──私たちで、止めましょう」

　強い声。

「え……？」

　顔を上げると、大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみがまっすぐにこっちを見つめていた。

「ここからなら、樹きの外から制御するよりも防壁は弱いはずです」

　フィアは泣き濡ぬれた顔を両手で拭ぬぐい、

「外に脱出してしまったら、ますます手が出せなくなります。それに、今から壁かべを壊こわして外に向かってもきっと時間切れです。……ここで、私たちがなんとかしないと」

「で、でも」

　どうやって？　と視線で問う。自分の力ではこの場所を維持するのが手一杯だと、フィア自身がさっき言ったばかりだ。

「考えます！」きっぱりと、少女が答える。「分からないけど考えます。考えなきゃいけないんです！　このまま放っておいたらたくさん人が死んで、町もいっぱい壊れて、私はやっぱりなにもできなくて、なにもできずに泣いてるだけで──！」

　小さな手を握りしめ、フィアが叫ぶ。

　あふれそうになった涙を袖そで口ぐちで払いのけ、

「誰だれかが死ぬのは、もう嫌いやです」

　まっすぐな、強い瞳ひとみ。

「……うん」

　気け圧おされるように、ファンメイはうなずいた。

　少しずつ、心の中に力が満ちていく気がした。

「そーだね……わたしたちがなんとかしないと」

「はい」

　フィアの口元に、ようやく小さな笑みが浮かぶ。せいいっぱい元気な笑顔でそれに応こたえ、ファンメイは周囲に視線を巡めぐらせた。

　球形の空間を取り囲む樹きの壁かべ。

　一本一本が子供の腕ほどの太さの枝は、幾いく重えにも絡み合って複雑な網あみ目め模様をなしている。ときおり軋きしんだ音が響ひびくのは、無数の枝がこの場所を押しつぶそうと今も成長を続けているからだろう。

　表面に刻まれた論理回路に、銀色の光が走る。

　フィアの言葉によれば、これが情報制御を阻はばむ防ぼう壁へきの役割を果たしているらしい。

「ねぇ……この壁かべ壊こわしたら、もっと制御の範はん囲い広げられる？」

「ちょっと、むりみたいです」フィアは銀光に照らされた天てん井じようを見上げ「世せ界かい樹じゆの成長が速すぎて……たぶん、私の力が外の領域にとどく前に防壁が再構築されてしまいます」

　そっか、と唇をかみ、顔をうつむかせる。再生が間に合わないぐらいのスピードで壁を破は壊かいし続けるという手は使えない。それでは、フィアが同調能力を使うことができない。周囲の情報を無差別に取り込む天使の翼つばさは、世界樹が受けた損傷を『痛み』として知覚してしまう。

　……どうしたら。

『龍りゆう使つかい』の力は自身を制御する力。自分以外のなにかを制御するにはまったく向かない。ファンメイにできるのは世界樹を物理的に破壊することだけ。そして、自分が力を振るっている限り、フィアは能力を使うことができない。

　壊すことにしか使えない力と、壊すことには使えない力。

　なんてかみ合わない。

　ファンメイは無む意い識しきに拳こぶしを握りしめ、意味もなく翼を揺らし、考え、考え、考え、

　──あ。

「ねぇ、フィアちゃん！」

　勢いよく顔を上げ、少女に詰め寄り、

「わたしの体、使えないかな？」

　え？　とフィアが首をかしげる。「だからね！」と背中の翼をその目の前に差し出し、縁ふちの組そ織しきをより分けて糸のような細い触手を形成する。

　表面には論理回路を構築して『絶対情報防御』を展開し、中の部分は逆に、できるだけ情報が通りやすいように構造を調節して……

「これを導どう線せんに使って、防ぼう壁へきのないところまで情報制御の範囲を広げれば」

　フィアが目を丸くし、ぽかんと口を開ける。その顔に一いつ瞬しゆんだけ笑みが浮かびかけ、すぐに少女は「あ……」と表情を曇くもらせ、

「でも……そんなことしたらファンメイさんの体が……」

　やっぱり気づかれてしまった。タイプは違っても同じ魔ま法ほう士しであるフィアには、ファンメイのやろうとしていることがどれだけⅠ－ブレインに負担をかけるかが分かるのだろう。

　危険な作業だということは、自分でも重々承知している。

　たとえ本来の肉体部分に手を加えなくても、黒の水に対してそれだけ複雑な操そう作さを行えば暴走を一気に進行させることにもなりかねない。

　だけど。

「だいじょうぶ！」ファンメイはえっへんと胸を張り「翼つばさをちょっといじるだけだから、ぜんぜん平気！　そんなに心配しなくても、自分の体のことは自分がいちばんよく分かってるんだから！」

「ファンメイさん……」

　フィアの大きな瞳ひとみに、じわりと涙の色がにじむ。

「え、えっと……」

　思わずたじろぎ、はっと我に返って、たじろいでしまった自分を心の中でなじる。

　大きく深く息を吐つき、どうにか笑顔を作って、

「……ホントはちょっと危ないけど、でも他ほかに方法ある？　フィアちゃんがなにか思いついてくれたらそっちにするけど」

　それは、とフィアは口ごもり、

「……ありません……けど、でも」

「だったら、ね？」少女の言葉を遮り「……ホントはわたしもちょっと怖いけど、でも、できること全部やらないと気持ち悪いもん。だから、お願い！」

　勢いよく頭を下げ、上うわ目め遣づかいにフィアの顔色をうかがう。

　少女は目をそらし、唇をかみ、

「……わかりました」

　心配顔のまま、ぎこちなくうなずいた。




（身体構造改変）

　背中の翼つばさを無数の触手にほどき、絡み合う樹きの隙すき間まに差し入れる。

　一本一本の触手は糸よりも細く、どんな金属よりも強く。世せ界かい樹じゆの情報制御をはねのけ、こすれあう枝の隙間を這はい進み、神経網のように枝分かれしながらどこまでも遠く、遠く、遠く……

「いつでもいいよ」

　空洞の真ん中に座り込み、背後に立つフィアを見上げる。

　少女はこくんとうなずき、それでも心配なのか瞳ひとみをかすかに潤うるませた。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ」ファンメイは笑い、静かに目を閉じて「……ぜんぶ終わったら、またいっぱい遊ぼうね」

「……はい」

　柔らかい手が、背中に押し当てられる。

　──シャオ。

　ファンメイは、右手の指輪を左手で強く握った。

　──わたしに、力を貸して。

（外部接続ポート開放。リンクを確立）

　天使の翼が、まぶたの裏の視界を躍おどった。
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　フランス北部の町がまたひとつ、世界樹に吞のまれた。

　中央司令室のスクリーンに映し出されるその光景を、リチャードは無言で見つめていた。

　時間にすれば三秒足らずのことだった。雪原のただ中に小さな点のように存在していたその町を、蛇のように這い寄ったわずか一本の世界樹の根は瞬まばたきする間もなく飲み尽くした。数百から成る建造物が一いつ瞬しゆんで植物組そ織しきに姿を変え、町は塵ちりひとつ残さずに消滅した。

　とどまることなく地上を這い進む巨大な根のはるか上空には、難を逃れた住民たちのフライヤーが漂っている。数百台のフライヤーのほとんどは世界樹の根から逃れるように散り散りに飛び去っていくが、中には自分たちの町が存在していたその場所を見下ろしたまま動こうとしない者もある。

　彼らには分かっているのだろう。

　このまま世界樹の成長が続けば、どこに逃げても同じだということが。

『──世界樹の根、さらに拡大！　中心付近の支配領域は直径五〇キロ！　成長の早い一部の組織が、まもなくシティ・パリ跡地に到達します！』

　オペレーターの切迫した声が司令室の高い天てん井じように響ひびく。幹を中心に直径五〇キロほどの放射状に広がった世せ界かい樹じゆの根──そこから、極端に成長の早い数本が触手のように周囲に伸び、そのうちの一本がフランス地方を南から北へ、でたらめな軌跡を描いて走っている。

　直径数百メートルの根の先端が、かつてパリと呼ばれたその建造物に触れる。

　整然と並ぶ数百台の端末の前では、それに倍する数のオペレーターたちが秒単位で送り込まれてくるデータと格かく闘とうを続けている。奇跡的にも死者はまだ確認されていない。世界樹の能力が人体の情報防ぼう壁へきを突破できるほど強固な物でなかったことと、おそらくは事前の軍の動きに反応して住民たちが避ひ難なん準備を進めていたことが幸いした。が、それも地球上の大陸すべてが消滅してしまえば同じこと。帰る場所を失えば、どのみち彼らに生きていく術すべはない。

　そして、それはシティの市民にとっても同様だ。

「第八前線司令部に状況の確認を」

　自分に割り当てられた操そう作さ端末から、通信部に指示を送る。情報制御研究部に属するリチャードは、司令部から助言を求められる立場にある。目の前の端末には前線の部隊から送られてくる世界樹のデータと共に、研究部で解析作業にあたっている数十名の部下が算出した解析結果が秒刻みで表示されている。

　目的はひとつ、世界樹の制御中枢を見つけ出すこと。

　そのためには少しでも多くの情報が必要だ。

『……シ……シティ・パリの消滅を、確認。……世界樹、さらに成長を続けます』

　彼女ならこんな苦労はしなかったのだろうな、と、ふとそんなことを考える。彼女がここにいたなら、その類たぐい希まれなる思考と直感によってたちどころに世界樹を停止させる手段を考え出してくれたことだろう。

　世界樹の生みの親にして情報制御理論創始者の一人、エリザベート・ザイン。

　大学時代に彼女に師事したリチャードは、誰だれよりも近い場所でその天才を目まの当たりにしてきた。

「師よ……今の私を見たら、あなたは笑うでしょうな」

　呟つぶやき、わずかに短くなっただけのタバコを灰皿で押しつぶす。タッチパネルに指を滑らせて解析作業を進めつつも、頭の片隅に今はなき師の姿が浮かぶ。

　世界最高の大脳生理学者として惜しみない賞しよう賛さんを浴びながら、世界と関かかわることを最後の最後まで拒こばんだ師。

　だが、リチャードの知っている彼女は、断じて他者を顧みない冷血漢などではなかった。

　──思い上がるな。科学者など所しよ詮せん、知ち識しきをこね回していれば満足なだけのさもしい生き物に過ぎん──

『なぜ世界に関わろうとしないのか』と問う弟子に、かつてのエリザはそう答えた。

　科学が時に人を不幸にすることを、彼女は誰よりも知っていた。誰よりも科学に愛されていた彼女は、誰よりも科学を疑っていた。情報制御理論の誕たん生じようを『人類の新たな進歩』と騒さわぎ立てる人々の中で、あるいは大気制御衛えい星せいの暴走事故によって破は滅めつに向かう世界の中で、彼女はいつも自分の研究が事態を悪い方向に進めることを恐れ、同時に、それでも科学から離れることができない自分を嘲あざ笑わらっていた。

　人類のため、世界のため、科学の発展のため──

　ただ己の知ち識しき欲よくを満足させたいだけの自分がそんな題目を盾に生命を弄もてあそぶことを、彼女はかたくなに拒み続けた。

「……科学とは、いったいなんでしょうな」

　メインスクリーンに表示される世せ界かい樹じゆの支配領域が、また少し面積を増した。このままのペースで成長が続けば、あと数十分で根の北端はドーバー海峡を越えてイギリスに上陸する。ロンドン軍は応援に加わったベルリン軍と共にシティ・パリ跡地の北部に戦線を構築して世界樹に対する攻こう撃げきを行っているが、このままでは突破も時間の問題だ。

　エリザベートの生涯ただ一度の実じつ験けん成果が、今、世界を飲み込もうとしている。

　その引き金を引いたのは、やはり、エリザベートの生涯ただひとつの作品だ。

　──リチャード。いずれ、お前も理解する時が来る──

「資料番号三十七から四十三までを再解析。……もう一度、最初から洗い直すぞ」

　エリザの幻げん影えいを頭から振り払い、研究部の部下に指示を送る。新しいタバコを取り出して火をつけ、目の前の資料に意識を集中する。

　……私は、あなたとは違う。

　大戦中は情報制御理論の研究者として、魔ま法ほう士しの開発に携たずさわった。それが嫌になって戦後はシティを去り、小さな町で医者として過ごしたこともある。

　だが、それでも自分は、科学者としてここに戻ってきた。

　科学が人を幸せにできると、思い直したわけではない。

　自分に何かができるなどと、自惚うぬぼれているわけでもない。

　だが、それでも、

「……なにもせんよりはマシだ」

　たったそれだけのことに気づくのに、十年かかった。

　司令室のオペレータたちの間から小さく悲鳴が上がる。メインスクリーンの向こうで、最後の防ぼう衛えい戦が世界樹の根に押しつぶされる。巨大な根は遮る物のない雪原を這はい進み、その先端がとうとうドーバー海峡に到達する。

　リチャードは一いつ瞬しゆんだけ視線を上げ、その光景を視界の端に認めた。

　すぐに視線を下ろし、タッチパネルに指を滑らせた。
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（「空間曲率制御アインシユタイン」常じよう駐ちゆう。局所重力制御開始）

　雲の上に、出た。

　気密扉の両脇わきをつかんで弾みをつけ、一挙動に船外に身を投げ出す。Ⅰ－ブレインにコマンドを飛ばして周囲の重力を書き換え、Hunter Pigeonの垂直な外がい壁へきに音もなく着地。小さくひとつ息を吐つき、腰のナイフを右手に引き抜く。

　風は烈風。吹き付ける大気は錬れんの周囲に展開された『空間の歪ゆがみ』を避さけ、甲かん高だかい唸うなりが幾いく重えにも連なって響ひびく。降り注ぐ陽光が世界を淡い青色に染め、Hunter Pigeonの真しん紅くの装甲を照らし出す。

　はるか眼下、三〇〇〇メートル。漆しつ黒こくの雲海は、世せ界かい樹じゆの新緑に覆おおわれようとしている。

　直径数十キロに広がるその偉容はもはや森などという生やさしい表現を超越し、島とでも呼ぶのがふさわしく思える。生おい茂る枝葉によって形作られた文字通りの『緑の大地』。高度二万八〇〇〇メートルの風が幅数百メートルほどもある巨大な葉を揺らし、数百万の葉は互いにこすれあって潮しお騒さいに似た壮大な響ひびきを奏かなでる。

　日の光をあふれんばかりに吸い込んで、世界樹は天に向かって枝を伸ばし続ける。

『……十分だ』襟えり元の通信素子からヘイズの声。『このまま行けば、あと十分で世界樹の根がシティ・ロンドンにたどり着く。時間がねぇ』

「わかってる」うなずき、なにか言わなければと言葉を探し「……それじゃ、気をつけて」

（重力方向を改変）

『そっちもな』というヘイズの呟つぶやきを従えて、ゆるやかに落下を開始する。バランスを失った体が上下反転し、蒼そう穹きゆうの空が視界を覆う。「空間曲率制御」による加速度を地球の重力に上乗せして自由落下をさらに加速。自身を傷つけないぎりぎりのレベルで速度を微調整し、三〇〇〇メートルの落差を二〇秒足らずでゼロにする。

　緑の大地が頭上に迫り、絡み合う巨大な枝の姿があらわになっていく。

　重力の向きを上方に書き換えて可能な限り速度を落とし、

　──いま。

（「運動係数制御ラグランジユ」起動。容量不足。「アインシュタイン」の動作状態を簡かん易い常駐に変更）

　身を翻ひるがえすと同時にⅠ－ブレインの動作状態を変更、飛行艦かん艇ていの船体ほどもある枝に足から突っ込む。岩肌のような樹皮の上を一転して着地の衝しよう撃げきを殺し、周囲から槍やりのように突き出された数十本の細枝を立ち上がりざまに切り飛ばす。

（運動倍率を五、知覚能力を二〇に設定）

　息を吐つく間もなく駆け出す。樹皮の大地から針山のごとく生はえ出す無数の細枝を右手のナイフでやり過ごし、枝から枝へ、葉から葉へ、木々の檻おりを深部へと潜もぐっていく。

　……エド。

　錬れんが降り立った場所からほぼ真下、距離にして五〇〇メートル──ウィリアム・シェイクスピアの現在位置はHunter Pigeonのセンサーによってすでに確認している。まったく動きが見られないことから考えると、かなり危険な状態になっていることは間違いない。

　世せ界かい樹じゆの内部に進入し、制御中枢を止める。

　そのためには、自分の力だけではたぶん足りない。

　世界樹に関する詳細な記き憶おくを持つエドの協力が、どうしても必要だ。

　……どこ？

　枝の攻こう撃げきをかいくぐりながら、休むことなく周囲に視線を走らせる。枝の縁ふちから身を躍おどらせ、重力制御によって加速度を殺しつつ数十メートルの距離を落下する。前後左右上下どこを見ても、視界に映るのは互いに交差し合う巨大な枝の姿。当たり前の植物が数万倍に拡大されたその異様な光景に、遠近感が悲鳴を上げる。

　足に着地の感触。一いつ瞬しゆんのタイムラグもなく運動を再開する。樹皮の表面を走る論理回路の銀光が、心なしか強さを増した気がする。脳内時計の告つげる時刻は『午前七時三十二分』。世界樹の根がシティ・ロンドンに到達するまで、あと七分と少し。

　……この近く！

　足下から生はえ出す木の槍やりをかわしざまに振り返った視界が、かすかな違和感を訴える。前方一〇〇メートル、枝と枝の間に生まれた空間。無数の細枝が蔦つたのように絡み合って、巨大な繭まゆ状の組そ織しきを形成している。

　壁かべを成す枝と枝の隙すき間まからかすかにのぞく、金属光こう沢たくを帯びた黒。

　ウィリアム・シェイクスピアの中心ブロック。

「エド──！」

（高密度情報制御を感知。危険）

　脳内の警けい告こくメッセージに我に返る。自分が無む意い識しきに足を止めてしまっていたことにようやく気づく。時間にしてコンマ三秒。あってはならない致命的な隙。周囲の枝という枝から生えだした数千の槍は鋭するどい穂ほ先さきを構え、すでにこちらを照準する体勢にある。

　……しまっ……！

　反射的に踏み出した右足に衝しよう撃げきが走る。足下から生えだしたナイフのような枝が右のブーツを刺し貫き、痛みを表す数値データが神経を駆けめぐる。

　二〇倍速の視界が、全方位から襲おそい来る槍の姿を捉とらえる。

（回かい避ひ不能）

　Ⅰ－ブレインが叫んだ。
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（予測演算成功。「破砕の領域」展開準備完了）

　操そう縦じゆう席のシートから身を乗り出し、ヘイズは立て続けに三度親指と中指を弾はじく。小さな音がHunter Pigeonの前方三ヶ所に直径三〇メートルの論理回路を刻み、絡み合って行く手を遮る樹の壁に重なり合うように三つの穴を穿うがつ。間髪入れずに機体を急加速。すでに半分以上再生されている穴をかろうじてくぐり抜け、さらに二つ指を弾いて下方から迫る枝の先端六〇メートル余りを抉えぐりとる。

「ハリー！　状況！」

『とりあえず、世せ界かい樹じゆ上部構造全体の三〇パーセントをこちらに引きつけました』横線三本のマンガ顔が、四角い輪りん郭かくの端に小さな汗マークを表示する。『ですが、残念ながら現状では圧倒的に数値が足りません。少なくとも枝全体の九〇パーセントを同時に消去しなければ、世界樹の成長、及び再生は停止しないものと予測されます』

「んなこたぁ分かってんだよ！」

　操縦席の周囲に漂うサブディスプレイのひとつにちらりと視線を走らせる。残り七分。世界樹の根がシティ・ロンドンに到達するまでそれだけの時間しか残されていない。小さく舌打ちをもらし、機体を大きく左に旋回。世界樹の直上すれすれを舐なめるように駆け抜け、すぐさま船首を天頂に向けて上昇──

『食いついてきました』

　半透明な立体映像ディスプレイが目の前に浮かび上がり、船外カメラの映像を映し出す。Hunter Pigeonが飛び去った一角で、世界樹の森に変化が生じる。ほとんど水平に広がっていた数百本の枝が幹につながる付け根を支点にいっせいに身を起こし、こちらに向かって腕を伸ばすように寄り集まってくる。すぐさま機体の運動方向を変更して鉛直に落下。数メートルの距離に迫った枝の先端を寸前のところでやり過ごし、三度指を弾はじいて進行方向に待ち受ける別な枝の中ほどを消し飛ばす。

　……間に合えよ。

　たとえ自分とハリーのすべての演算速度をあわせて『虚無の領域』を放ったとしても、攻こう撃げき可能な範はん囲いは最大で直径十キロ。五〇キロ近い広範囲に成長した枝のすべてを消し飛ばすにはとうてい足りない。

　となれば方法はひとつ。

『周囲の物質を取り込もうとする』という世界樹の行動原理を利用して枝を可能な限りこちらに引き寄せ、虚無の領域の効果範囲に押し込めるしかない。

　成功の可能性の薄うすい危険な賭かけ。

　失敗すれば世界は消えてなくなる。

「……ガラじゃねぇんだけどな」

　呟つぶやき、船体を大きく右に傾ける。Hunter Pigeonを狙ねらう枝はますます数を増し、いつしか周囲には絡み合う枝の分ぶ厚あついドームが形成されつつある。猶ゆう予よわずか数十センチの隙すき間まに船体を滑り込ませ、かろうじて包囲の手を逃れる。

　──残り三分。

「状況は！」

『こちらに反応しているのは世せ界かい樹じゆ全体の六〇パーセント。不十分です』答えたハリーの顔が、警けい告こくメッセージに切り替わる。『下！　十時方向六〇度！』

　密集した枝と枝が連れん鎖さ的にぶつかり合い、その内の一本がHunter Pigeonを直ちよく撃げきする軌道に乗る。とっさに両手の指を弾はじくが、左手から発した方の音は論理回路を形成しない。蓄積疲労のために十分な予測演算の精度が得られない。鞭むらのように繰くり出された枝は一つだけ生じた論理回路に先端を吹き飛ばされながらもHunter Pigeonに襲おそいかかり、船体の後方をわずかにかすめて激はげしい衝しよう撃げきを走らせる。

「クソったれ──！」

　かろうじて船体の姿勢を立て直した瞬しゆん間かん、管制システムが無数の警告を発する。限りなく回かい避ひ不能に近い軌道で全方位から攻撃が迫る。Ⅰ－ブレインが悲鳴を上げる。力任せに唇をかみ切り、途と切ぎれそうになった意い識しきを痛みでつなぎ止める。




　──残り二分。




　数字の形をした絶望が、サブディスプレイに表示された。
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　脳内にイメージされた架空の視界を、光が満たした。

　フィアは歯を食いしばり、Ⅰ－ブレインを駆けめぐるノイズの群れを必死に押さえ込んだ。

　世界樹の情報構造体に同調を試みたその瞬間から、どれだけ時間がたったのか分からない。演算速度はとっくに限界で、脳内時計を起動する余裕すらない。

（情報構造体の支配率低下。思考エラー……修正に成功）

　通常の魔ま法ほう士しの数百倍の一時記き憶おく領域を持つ同調能力者のⅠ－ブレインを持ってしても、世界樹の巨大な情報構造を取り込むのは半分が限度だ。支配しきれない領域が半分も残っていれば、抵抗は際限なく続く。

　そして、対象に全力で同調するということは、本来なら自分の体を守ってくれるはずの防ぼう壁へきをすべて取り払うということ。

　ほんの一いつ瞬しゆんでも気を抜いて世せ界かい樹じゆの情報に逆に支配されるようなことになれば、自分の肉体は一秒とかからずに植物化してしまう。

『フィアちゃん、だいじょうぶ？』

　心の中にファンメイの声。どうにかまぶたを動かして目を開けると、心配そうにふり返る少女の横顔がある。戦せん闘とう服の背中に開いた丸い穴からは目に見えないほど細い糸が無数に生はえだして、周囲を覆おおう樹きの壁かべの隙すき間まに消えている。

　世界樹の防壁を物理的に通り抜けて、内部に思考演算を届けるための導どう線せん。

　なんでもないふうを装っても、少女の体にとてつもない負担がかかっているのが同調しているフィアにはいやというほど分かる。

『平気です』

　心の中で答え、小さく笑ってみせる。目を閉じ、脳内の演算に意識を集中する。いつものように光の翼つばさをイメージしても、先端から返ってくる反応は鈍い。やっぱり『黒の水』を通した中途半端な状態では、ノイズが多すぎて十分な精度が得られない。

　……このままだと。

　同調支配によって取り込んだ世界樹の一部が、もっとも成長した根の先端がドーバー海峡に到達したことを知らせる。全体の半分を取り込んだぐらいでは、成長はとうてい止まらない。世界樹の根は海水を自分の体に取り込みながら、シティ・ロンドンを目指してさらに支配領域を広げていく。

　また、同じことの繰くり返し。

　自分が失敗したせいで、たくさんの人が死ぬ。

　……わたしに、もっと力があれば……

　こぼれそうになった涙を、まぶたで無理やり封じ込める。ファンメイの背中に当てた右手に力を込め、しっかりしろと自分をなじる。泣いてはだめ。後悔するのもだめ。今はただ、自分にできることをやるだけ。

　……そうですよね、おばあさま。

　なにもできないと泣いていた、あの日の自分とはもう違う。自分には帰る所がある。大切な人がいる。真ま昼ひるがいて、月つき夜よがいて、おかあさんがいて、他ほかにもいっぱい好きな人がいるあの町を、守りたいと思う。

　錬れんの町を、守りたいと思う。

　……わたし、今度こそ、ぜったいに負けません。

　成長を続ける世界樹の根が、とうとう海を越えてイギリスの南端に到達する。シティ・ロンドンまで、直線距離にしてわずか一〇〇キロ。心に浮かびそうになった絶望の影かげを、吐と息いきと共に吐き出す。

　……最後まで、ぜったいに、希望を捨てないこと。

　無む意い識しきに、フィアは肩に掛かったストールの裾すそを握りしめた。

　仮想空間に浮かぶ光の翼つばさを、力の限り震ふるわせた。
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　八重並列の演算機関制御システムがまた一つ、Ⅰ－ブレインの認にん識しきから消えた。

　操そう縦じゆう槽そうの台座に腰掛けて円筒ガラスに背中を預け、エドは虚うつろな息を吐ついた。

　何度目かの衝しよう撃げきで操縦槽の外に投げ出されてから、ずいぶん時間がたつ。砕けてしまった円筒ガラスの縁ふちからは、半ば以上残った羊水が今も少しずつ伝い落ちている。

　薄うす桃もも色の水たまりに両足を投げ出し、操縦室を満たす闇やみをぼんやりと見つめる。

　小さくひとつくしゃみをもらし、それでようやく自分が裸だったことを思い出す。ゆっくりと巡らせた視線が、部屋の隅に止まる。うなじに接続された最後の有機コードを引きずったまま這はいずるようにして近づき、両手でつまんで目の前に広げる。

　壁かべから落ちた埃ほこりにまみれた、紅茶色の小さなコート。

　あの日、町の露ろ店てんで買ってもらった、大事な大事なコート。

「……れん……」

　コートを抱きしめたまま床にうずくまる。呼吸が苦しい。吐き気がする。胸の奥に生まれた冷たい何かが、内側から心しん臓ぞうを締しめ付ける。右手で強く胸を押さえ、体をくの字に曲げて何度も荒い息を吐く。

「……ごめん……なさい……」

　人間になりたいなどと、思わなければよかった。

　自分の意志でなにかをやろうなどと、考えなければよかった。

　人形としてこの世に生み出されたのならば、大人おとなしく人形のままでいれば良かった。なにも考えず、なにも感じず、ただ誰だれかに命じられるままに生きていれば良かった。自分が生まれてきた意味など考えずに、心を持たないただの兵器でいれば良かった。

　そうすれば、誰にも迷惑をかけることは──

「……あ……」

　違う。

　そうではない。人形としてシティにいた頃ころの自分は、命じられるままにたくさんの人を殺したのではなかったか。世界最強の人形使いとして、ウィリアム・シェイクスピアのマスターとして、自分はこの手を血に染めてきたのではなかったのか。

　男を、女を、老人を、子供を──ただ当たり前に日々を生きているだけの「人間」の命を、自分は無む慈じ悲ひに奪ってきたのではなかったか。

　……紅茶色のコートが、腕の中から滑り落ちた。

　体に残っていた最後の力が、いっぺんに抜けた。

「……ぼく……」

　なんとなく、分かった気がした。

　けっきょく、どの道を行ってもこうなることになっているのだ。人形として生きようが、人間として生きようが、自分はどこまでいっても誰だれかに迷惑をかけるだけの存在で、それ以外のことなど初めからできるはずがなかったのだ。

　だから、自分のようなものは、初めからいなければよかったのだ。

　あの日、あの凍り付いた展望室の片隅で、エリザと一いつ緒しよに死んでいればよかったのだ。

（警けい告こく：最優ゆう先せん命令、シティ・ロンドン防ぼう衛えい）

　うなじに接続されたままの有機コードが、かろうじて生き残った船外カメラの解析映像を脳内に映し出す。遥はるか眼下、二万七〇〇〇メートル。世せ界かい樹じゆの根はすでにフランスを縦じゆう断だんし、ドーバー海峡を越えた北端はいよいよロンドンに到達しつつある。

「……だ……め……」

　必死に絞り出した声は、どこにも届かない。

　絶望的な徒労感が、心を埋め尽くしていく。

「エリザ……」

　エリザ、おしえてください。

　ぼくの力は、なんのためにあるのですか。

　殺すためですか。

　壊こわすためですか。

　誰かを不幸にするためですか。

　友達を不幸にするためですか。

　ぼくはやっぱり、人間にはなれないのですか。

　──ぼくは、やっぱり、あなたのこどもにはなれないのですか。

　ひときわ強い衝しよう撃げき。操そう縦じゆう室全体が激はげしく揺さぶられ、演算機関の制御システムがまたひとつ脳内から消失する。

　両手を力なく床に投げ出し、天てん井じようの闇やみに視線をさまよわせる。

「……エリザ……」

　おしえてください。

　ぼくは、いったいなんのためにうまれてきたのですか。

（思考ノイズ。エラー。解析不能）

　瞳ひとみが熱い。濡ぬれた感触が頰ほおを伝う。無む意い識しきに伸ばした指に透明な滴しずくが落ちる。いったい何が起こっているのか考えようとして、意味のないことだとやめる。両腕で膝ひざを抱えて顔をうずめ、静かに目を閉ざし、




「──エド──！」




　……天てん井じようから、光が射した。

　強い声が、操そう縦じゆう室しつによどんだ闇やみを打ち払った。
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（「仮想精神体制御チユーリング」起動。ゴーストハックをオートスタート）

　ウィリアム・シェイクスピアの中心ブロックを構成するチタン合金にゴーストを送り込み、天井付近の外郭に直径一メートルほどの穴を発生させる。縁ふちに両手をかけて一気に跳ちよう躍やく。穴は錬れんが通り過ぎた瞬しゆん間かんに跡形もなく消滅し、追いすがる枝の船内への侵入を阻はばむ。

　傷を負った右足をかばって、左足一本でどうにか着地。

　照明の落ちた室内に素早く視線を走らせ、部屋の隅にうずくまる男の子に駆け寄る。

「エド！」目の前で立ち止まり、顔を上げようとしない男の子を見下ろして「……どうしたの？　ケガしてるの？」

　エドは膝ひざの間に顔を埋めたまま、力無く首を横に振る。普ふ段だんからは想像もつかないほど弱々しいその姿に不安を覚える。こうして見た限りでは外傷のたぐいはいっさい見られないが、もしかすると内ない臓ぞうを痛めているのかも知れないし、Ⅰ－ブレインに損傷を受けた可能性だって十分考えられる。

「ねぇ！　大丈夫？」羊水に濡ぬれた床に両膝をつき、エドの顔を横から覗のぞきこみ「どこか痛いの？　苦しい……」

　そこで、錬は言葉を失った。

　おそるおそる手を伸ばし、小さな頰ほおを両手で包み込む。

　そのまま、ゆっくりと顔を上げさせる。

「……ごめん……なさい……」消え入りそうなくらい、小さな声。

　エドは泣いていた。

　人形のような無表情を顔に貼はり付けたまま、涙をこばして泣いていた。

「……エド……」

「ぼくの……せい……」ガラス玉のような瞳ひとみが、天井の闇を見上げた。「ぼくのせいで……みんな……しぬ……」

「エド、しっかりして！」むき出しの肩を強く揺さぶる。「まだ誰だれも死んでない！　なんにも終わってない！　お願い！　エドの力がいるんだ！」

「……ぼく……いないほうがよかった」

（高密度情報制御を感知。危険）

　Ⅰ－ブレインの警けい告こく。とっさに放ったナイフの一いち撃げきが、エドの頭に突き立とうしていた螺ネ子ジの槍やりを寸前のところで打ち落とす。ポケットから有機コードをつかみ出して二人のⅠ－ブレインを無理やり直結、フィアと同調するときの要領でゴーストハックの起動を強制停止させる。

　脳から脳へ、感情の渦が直接流れ込む。

　傷だらけの心が、ナイフのように心しん臓ぞうに突き刺さってくる。

「ぼく……うまれてこないほうが、よかった……」

　人形のような無表情を、止めどなく涙が伝う。

　切れ切れな嗚お咽えつが、唇から漏もれ始める。

「……いきてるいみ、ない……」

　その背中を、錬れんは強くつかんだ。

　一糸まとわぬエドの体を、胸の中に抱き込んだ。

「……違う」

「れん……？」

　羊よう水すいに濡ぬれ光る薄うす茶ちや色の髪に、頰ほおを押し当てた。

　声の限り、叫んだ。

「──生まれてきた意味なんかなくたって、生きてる意味なんかなくたって、なんにもなくたってエドはちゃんと生きてるじゃないか！」




　呆ほうけたように、エドが顔を上げた。

　錬は腕の力を少し緩ゆるめ、その顔をまっすぐに見下ろした。

「……僕、エドに会えてうれしかった。エドと一いつ緒しよにいろんなことして、すごく楽しかった。エドが世界を救おうとしてるからとか、エドが魔ま法ほう士しだからとか、そんなことどうでもいいくらいエドのことが好きだった。だから……」

　せいいっぱいの笑顔で言葉を続ける。

「だから、エドが死んだら悲しいよ」

　理屈になっていないことぐらい自分でも分かっている。うまい言葉なんて思いつかない。

　それでもこの子に伝えたい。伝えないといけない。

　初めから意味を与えられて生まれてくる人間などいないのだと。

　人はみんな、なんの意味もなく生まれて、そのほとんどが大した意味もないまま死んでいって、それでもたぶん、その命には価値があるのだと。世界を救ったとか、たくさんの人を助けたとか、そんな立派な意味がなくても人は生きていていいのだと。

「エドは……僕らと一緒にいて楽しかった？」

　ほんの少しの間があって、エドがこくんとうなずく。

「こんなことになって、エドは悲しい？」

　弱々しく、エドがうなずく。

「だったら」手を伸ばし、薄うす茶ちや色の髪を撫なで「エドは、ちゃんと人間なんだよ」

「……ぼく……にんげん……？」

「うん」

「……ほんとに……？」

「本当だよ」うなずき、小さな手を取る。「ちょっと笑ったり泣いたりするのが苦手なだけの、普通の子だよ」

　無表情な人形面づらが、とうとう砕けた。

　涙にぬれた顔をくしゃくしゃに歪ゆがめ、小さな肩を激はげしく震ふるわせ、エドは声を張り上げて泣き始めた。

「……大丈夫だよ」小さなその背中に、もう一度、両腕を回す。「誰だれかにもらった意味なんかなくても、エドは今ここにいて……だから、エドは生きてていいんだよ」

「……でも……ぼく……」

　泣き声の合間に、切れ切れな声が混ざる。

　螺ネ子ジの槍やりに貫かれて死にゆく人々の姿が、世界を吞のみ込もうと成長を続ける世せ界かい樹じゆのイメージが、有機コードを介してⅠ－ブレインに映し出される。

「まだ、間に合うよ」小さな体を抱き上げ、二人で一緒に立ち上がる。「失敗をなくすことはできないけど、でも取り返すことはできるから」

「……とりかえす？」

「うん」足下のコートを拾い上げ、エドの体を包む。「たくさん人を殺したならその百倍いいことをすればいいんだし、世界樹だって僕らで止めればいい。……それでも許してくれない人だっているかも知れないけど、でも、なにもしないよりは良いから」

　床に片かた膝ひざをつき、目の高さを合わせ、

「だから、行こ？」

「……はい」

　涙で顔をぐしゃぐしゃにしたまま、エドはうなずいた。

　うなずいて、ほんのかすかに、笑みを浮かべた。




　……変化は、静かに始まった。

　世界樹に取り込まれようとしていたウィリアム・シェイクスピアの中心ブロックを、かすかな震しん動どうが包んだ。

　震動は周囲に絡みつく世界樹の枝に伝でん播ぱし、樹皮の表面をおおっていた論理回路の銀光がかすかな明滅を始めた。明滅は次第に激はげしさを増していき、次の瞬しゆん間かん、絡み合う樹じゆ枝しの繭まゆに小さな亀き裂れつが走った。

　卵から孵かえる雛ひな鳥どりのように、ウィリアム・シェイクスピアの漆しつ黒こくの船体が、ゆっくりと船首を突き出した。

　その動きに呼応して、周囲の樹枝にさらなる変化が生じた。シェイクスピアの船体に接する部分を起点にして、植物組そ織しきが少しずつ本来の、流体金属メルクリウスの姿を取り戻し始めた。

　異変を感じ取った他ほかの枝が、脱出を押しとどめようと次々に細枝を伸ばしてくる。船体の一部に戻った白銀の流体装甲は無数の螺ネ子ジにその姿を変え、全方位から襲おそい来る世せ界かい樹じゆの攻こう撃げき、そのことごとくを打ち落とす。

　十数秒の時間をかけて、中心ブロックがようやく樹枝の繭を抜け出す。世界樹に取り込まれていた流体金属すべてがあるべき姿を取り戻し、漆黒の船体を守るように無数の螺子の網を形成する。

　船首を天頂に向け急加速。立ちふさがる枝葉の森をくぐり抜け、追いすがる攻撃を打ち払う。躍おどるようにその身を翻ひるがえし、十二枚の白銀の翼つばさを陽光にきらめかせ、高く、高く、どこまでも高く──




　流体金属の鳥が、蒼そう穹きゆうの空を舞まった。




　　　　††††††††††††††




　──最後まで、ぜったいに、希望を捨てないこと。

　少女の放った心の叫びを、ファンメイは光の翼の中に聞いた。

　……フィアちゃん。

　うっすらと目を開け、ふり返って少女の顔をのぞき見る。フィアは肩のストールを強く握りしめ、きつくまぶたを閉じて切れ切れに荒い呼吸を繰くり返している。うつむいた顔にはびっしりと汗が浮かび、幾筋も細い流れを作って紅こう潮ちようした頰ほおを伝い落ちていく。

　背中に押し当てられた手のひらから、少女の心が流れ込む。

　強い意志が、光の翼となって視界を躍おどる。

「──フィアちゃん」

　心の中ではなく、声に出して呼びかける。フィアはゆっくりと目を開け、疲れ切った顔をぎこちなく動かしてにっこり微笑ほほえむ。

　大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみが、まっすぐにこっちを見つめる。

　自然と、口元に笑みが浮かんだ。

　……うん。

　初めて会ったのは雨の中。悲しくて、苦しくて、動けなくなっていたのを助けてくれた。それからいろんなことがあって、いろんなことを話した。自分と同じくらい辛つらい過去を背負って、それでも明るく笑う女の子。暖かくて、優やさしくて、強い心を持った金色の髪の天使。

　この子が友達でよかった。

　島を出て最初にできた友達がこの子で、本当によかった。

「あのね」ひとつ息を吐つき「……わたし、フィアちゃんのこと好きだよ」

　フィアはきょとんと目を丸くし、すぐに元の笑顔に戻って、

「はい！　私も、ファンメイさんのこと大好きです」

　うん、とうなずき、脳内を伝う情報に意い識しきを向ける。世せ界かい樹じゆの根は海を越えてすでにイギリスに上陸し、シティ・ロンドンに向かって成長を続けている。『黒の水』の展開範はん囲いは平均で五〇キロ、最長で八〇〇キロ。分子十数個単位まで太さを縮ちぢめて長さと本数をぎりぎりまで稼かせぎ、面積だけなら根全体の九割以上を網もう羅らしている。

　が、そこまでサイズを縮めた『黒の水』では、表面に展開した絶対情報防御に十分な精度が得られない。触手の中を伝うフィアの思考は無数のノイズに干渉を受け、根の末端に届く頃ころには意味を成さなくなってしまう。

　背中の黒の水だけではダメ。

　もっと情報として強固な、本来の肉体部分を使えば。

「……ファンメイさん？」

　フィアの声に不ふ審しんの色が混ざる。小さく笑みを返し、思考をブロックする。

　このままだと世界が消えて無くなる。

　ヘイズも、ハリーも、先生も、錬れんも、エドも、フィアも、みんな死ぬことになる。

「……フィアちゃん。わたしたち、友達だよね？」

「はい！」

　一いつ瞬しゆんの間もなくフィアがうなずく。その笑顔が、心に渦巻く恐怖を打ち払う。

　大きく息を吸い込み、吐き出す。

　右手の指ゆび輪わを外してポケットに押し込み、目を閉じる。

（生体維持機構停止プロセスを開始）

　本当を言うと、やっぱり怖い。自分が人の姿を失って、心を失って死んでいく──その瞬間を思うと恐怖で気が狂いそうになる。

　だけど、人はみんな死ぬ。

　どんな人間だって、一〇〇年もたてば、みんな土に還かえって消えていく。

　それは悲しいことだけど、どんなにがんばっても変えられないこと、仕方のないことだ。

　だから、負けない。

　それが仕方のないことだというのなら、わたしは、そんなものに負けてなんかやらない。

　今この瞬しゆん間かんに、わたしが、わたしの意志でそう決めた。

「……あんまり長く保たないと思うから……あとのことはお願いね」

「え？」

[image: ]

　勢いよくふり返り、フィアの体に両腕を回す。リンクが途と切ぎれてしまわないように、頰ほおを強く胸に押し当てる。

（身体構造改変）

「ファンメイさん！　だめ──！」

　腕が、足が、胸から下の体すべてが、感覚を失う。

　──ルーティ、カイ、シャオ。

　崩れ落ちそうになった体が、細い腕に抱き留められる。

　──わたし、友達ができたよ。

　最後の力で、ファンメイは笑った。

　光の翼つばさが、輝かがやきを増した。
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　ヘイズはコンマ二秒で決断を下す。演算機関に命令を叩たたき込み、乗員の安全確保のために操そう作さできないように設定されている基本ルーチンの七〇パーセントを強制終了。空いた領域にⅠ－ブレインの演算を一部押しつけ、脳にかかる負荷を軽減する。

（脳内の蓄積疲労、六十二パーセントに低下）

　船体表面に数メートルと迫る巨大な枝に狙ねらいを定め、立て続けに親指と中指を弾はじく。『破砕の領域』によって生じた枝と枝との隙すき間まに全長一五〇メートルの船体を滑り込ませ、一息に限界まで加速して包囲網を逃れる。船首を天頂に向けて急上昇。Hunter Pigeonよりはるかに巨大な無数の樹じゆ枝しが船体表面の装甲を次々にかすめ、音速の数十倍の速度で船外カメラの視界の彼方かなたに消えていく。

　わずか数秒で世界樹の支配領域を離脱、高度四万メートルの空に身を翻ひるがえす。大気密度は演算機関の動作限界ぎりぎりまで低下し、周囲には淡い青色をまとった闇やみの空が満ちる。

　遙はるか眼下、雲海を覆おおい尽くさんばかりに広がっていた世界樹の枝は、その七〇パーセント近くがこちらを追って中心部に寄り集まっている。

「ハリー、悪い」天てん井じようのカメラを見上げ「今回、マジで死ぬかもしれねぇ」

『いつものことです』横線三本の顔が笑う。『死にそうな目に遭うのもいつものこと、それを切り抜けるのもいつものこと。もう慣れました』

「……そーだな」思わず苦笑する。「確かに、いつものことだ」

　──残り一分。

　大きくひとつ息を吐つき、船首を直下に向けて落下を開始。一秒足らずで時速二万五〇〇〇キロにまで加速し、ほぼ垂直に突き立った巨大な枝の先端を紙一重でかわす。船体を捻ひねって水平に方向転換、高層建造物のように連なって切り立つ樹枝の回廊を抜け、蒼そう天てんの空の下に躍おどり出る。

　……行くか。

　下方に広がる枝の密集地に狙いを定め、一気に加速をかける。この一角さえ引き寄せれば、世界樹上部構造のほとんどを制圧することができる。Hunter Pigeonの船体とまったく同じ幅の隙間に船首を滑り込ませ、立て続けに『破砕の領域』をまき散らす。格子のように絡み合う枝の編あみ目をくぐり抜け、文字通りの『樹海』を深部へと突入する。

　視界を埋め尽くす無数の巨大な枝が、いっせいに鞭むちと化して襲おそい来る。

　管制システムが『回かい避ひ不能』と警けい告こくを発する。

　予測演算の限りを尽くして進行ルートを割り出す。木々のランダムな運動の中からわずかな間かん隙げきを拾い上げ、両手の指を弾いて進むべき道を確保する。Ⅰ－ブレインに警告。樹枝のひとつが船体後部を直ちよく撃げきする軌道を描く。接触までコンマ二秒。破砕の領域を展開する時間はない。かまわず再加速をかける。

　接触。

　衝しよう撃げきを表す数値データの群れが、有機コードを介して脳内に流れ込む。

　操縦室に対する衝撃吸収機構は働かない。そのプロセスはさっき強制終了させた。体が操縦席から吹っ飛び、右の壁かべに容赦なく叩たたきつけられる。

『ヘイズ！』

　呼吸が止まる。灼しやく熱ねつ感が腹の奥に広がる。少なくともあばら三本は持って行かれた。痛みを無視して立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、Ⅰ－ブレインがさらなる警けい告こくを発する。正面、左右、真上──四方向から襲おそい来る樹じゆ枝しの攻こう撃げきが絶望的な軌道を描く。反射的に両手の指を目の前に掲げるが、腹部を貫く痛みに予測演算が機能しない。直撃まで一秒。ヘイズはとっさに壁に体を押しつけ、歯を食いしばり、




　白銀色の螺ネ子ジが、船外カメラ越しの視界を躍おどった。




　Hunter Pigeonの船体を直撃する軌道にあったすべての樹枝が、無数の螺子に刺し貫かれてその動きを止めた。空中に縫ぬい止められた樹枝めがけてさらに倍する数の螺子が襲いかかり、巨大な植物組そ織しきを粉々に打ち砕いた。一瞬の自失から立ち直り、管制システムに命令を送って加速。包囲網を水平方向に突っ切り、樹海の外に飛び出す。

　降り注ぐ陽光に、流体金属の翼つばさがきらめく。

　十二枚の白銀の翼を広げた漆しつ黒こくの船体が、手を振るように空を躍る。

「……やっと復活しやがったな」

　翼の傍かたわらに浮かぶ黒髪の少年の姿を認め、無む意い識しきに笑みをこぼす。滑らかに船体を翻ひるがえし、空に向かって上昇を開始。慣性の力で高度四万五〇〇〇メートルにまで上昇し、船首を直下に向けて息を吐つく。

　──残り三〇秒。

『世界樹上部構造の九十五パーセントを掌しよう握あく』円筒形の立体映像ディスプレイが、壁に背を預けたままの体を取り囲む。『これより「虚無の領域」展開プロセスに移行します』

　横線三本の顔が、目の前に浮かぶ。

『領域発動と同時に本ほん艦かんは全システムの九十五パーセントを強制停止。緊きん急きゆうモードで地表に降下します。──それでは、いつでもどうぞ』

「了解」

（Ⅰ－ブレインの動作効率を一二〇パーセントに再設定）

　目を閉じ、脳内演算に意い識しきを集中する。Ⅰ－ブレインと演算機関の能力をすべて使って、正面下方、直径十キロの空間内の大気状態を一分子単位でトレースする。

　狙ねらいは世界樹の幹の直上、球形により集まった枝の中心部。

（予測演算成功。「虚無の領域」展開準備完了）

　親指と中指を、弾はじく。

　小さな音は操そう縦じゆう室のマイクに拾い上げられ、周波数を厳げん密みつに保ったまま船外に放出される。大気に生じたわずかな揺らぎが眼下の目標点に論理回路を刻み、情報制御演算を開始する。

　周囲の空気分子の運動が変更され、核となった一つ目の論理回路を包み込むように、一回り大きな論理回路を形成する。生み出された論理回路は自身の周囲にさらに大きな論理回路を形成し、発生した論理回路がまた次の論理回路を生み出す。

　情報制御の無限連れん鎖さが、直径十キロの球形に、巨大な論理回路を形成する。

　──虚無の領域

　極限にまで膨ふくれ上がった論理回路は、Ⅰ－ブレインの機能停止を代だい償しように、対象空間内のあらゆる物体を情報解体する。

　眼下の視界を覆おおっていた巨大な樹枝の群れが、ほんのかすかに揺らめく。表面を覆っていた論理回路の銀光が消失し、次の瞬しゆん間かん、すべての樹枝が構造を失って砂のごとく崩れ落ちる。

　操そう縦じゆう室の照明が消える。機能の大半を失ったHunter Pigeonの船体が、重力に引かれて自由落下を開始。ヘイズは小さく息を吐つき、かろうじて生き残ったメインディスプレイの向こうに広がる世界樹の姿をぼんやりと見つめ、




　船外カメラ越しの視界の遙はるか彼方かなたに、その姿を認めた。




　……なんだ？

　世界樹に取り込まれて薄うすらいだ雲海の遙か彼方、ちょうど北極の上空。

　闇やみ色の雲のただ中に、かすかな銀色がきらめいた。

　痛みをこらえて脳から命令を送り、カメラの映像を限界まで拡大。その姿をメインディスプレイに捉とらえる。直径およそ二〇〇メートル。鈍い銀色の金属光こう沢たくに覆われた、球形の建造物。雲の存在しない空白地帯が周囲一〇〇メートルほどを取り囲み、そのさらに外側には黒い遮光性気体の海が広がっている。

　黒い気体は、銀色の建造物の上部からゆっくりと流れ出している。

「……あれが……」

　すべては一瞬のことだった。

　流れ込んだ遮光性気体の雲がカメラの拡大視界を覆い、ディスプレイが闇に染まった。

　視点を変更、眼下の世界樹に焦点を戻す。すべての樹枝を失って中央の幹だけを突き出した世界樹めがけて、白銀の鳥が突っ込んでいく。その傍かたわらには黒髪の少年。

　接触まであと二秒。

　少年は目の前に両手を掲げ、小さく軽く指を弾はじき、

「マジかよ……」

　ヘイズは、ぽかんと口を開けた。

　声を上げて笑った。

「……化け物だな、ありゃ」
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（論理回路生成デーモン「ファインマン」起動。「マクスウェル分子運動制御」対象空間を固定。情報解体を発動）

　目の前の空間を左手で払い、「マクスウェルの悪あく魔ま」を展開する。分子運動制御マクスウエルが目標点の中心に三〇センチ角の立方体型領域を設定し、「錬れんの演算速度でも分子運動のトレースが可能なように」空気分子の数を制限する。

　領域に右手を突っ込み、親指と中指を弾はじく。

　小さな音が限定された空間内の空気分子の配列を変更し、直径二〇センチの円形の論理回路を形成する。

　描かれた論理回路は時間と共にその構造を微細に変化させることで魔法士の情報制御演算と同様の効果を発揮し、円形領域に触れた物質を情報解体する。ヘイズの『破砕の領域』を演算速度の足りない自分のⅠ－ブレインで再現するために生み出した、マクスウェルとの同時起動によってのみ効果を発揮するデーモン。回路を構成する分子の数が極端に少ないためにオリジナルに比べると効果範はん囲いや情報解体能力はせいぜい半分以下といったところだが、それでもその力は確かに『破砕の領域』のコピー。

　ファインマンによって描かれた不可視の論理回路は世せ界かい樹じゆの組そ織しきを瞬しゆん時じに原子単位にまで分解し、圧倒的な演算速度によって守られているはずの表皮に手のひらほどの穴を穿うがつ。

「──エド！」

　襟えり元の通信素子に向かって叫ぶ。傍かたわらを飛ぶウィリアム・シェイクスピアの翼つばさが無数の螺ネ子ジにほどけ、情報解体によって生じた穴から幹の内部に進入する。表皮の論理回路が内側から破は壊かいされ、直径一〇〇メートルにわたって陥没する。

　巨大な植物組織が格子状に折り重なる世界樹の内部構造が、あらわになる。

　白銀の螺子が行く手を塞ふさぐ梁はりのような樹きの柱を打ち砕き、進行ルートを確保する。漆しつ黒こくの船体が一気に加速し、世界樹の内部に突入する。『アインシュタイン空間曲率制御』を起動してあとを追うが、飛行艦かん艇ていの速度には追いつけない。少しずつ距離が離れていく。

「エド、待って！　まだこいつの中枢が──」

『いま、おしえてもらった』

　通信素子から有機コードを介して、ロンドン軍の通信形式でデータが流れ込む。

　地上から一万五〇〇〇メートル。直径三キロにまで成長した世界樹の幹の、ほぼ中心部。

　……これが、中枢。

　傍らを通り過ぎようとしていた螺子にしがみつき、どうにかエドに追いつく。周囲に満ちる植物組そ織しきの構造は徐々に密度を失い、次の瞬しゆん間かん、一気に視界が開ける。

　論理回路の銀光に満たされた、広大な空間。

　周囲の壁かべから伸びる細枝に支えられて、中央には直径十メートル足らずの瘤こぶ状の組織が浮かんでいる。

　たとえるなら、それは、樹じゆ枝しによって構成された脳。

　表皮に稠ちゆう密みつに描かれた論理回路を、銀色の光が駆けめぐる。
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『……あれ』

　エドの言葉を合図に、一気に突っ込む。脳内に『マクスウェル』『ファインマン』を起動。行く手を阻はばむように突き出す樹枝の槍やりを空気分子の盾で受け止め、中枢に向かって親指と中指を弾はじく。

　瘤状組織を包む論理回路が、光を増す。

　情報解体はそのほとんどの能力を阻まれ、かろうじて中枢部の表皮に小さな穴を穿うがつ。錬れんの脇わきをすり抜けて飛び出した白銀の螺ネ子ジがその穴に突き立ち、中枢部を貫き通す。

　世界樹全体が、かすかに震ふるえる。

　右手の指をもう一度打ち鳴らし、情報解体を発動。中枢部がさらに抉えぐれ、表皮の論理回路が光を失う。返す刀で『炎えん神じん』発動。周囲の空気から熱をかき集め、中枢部に叩たたき込む。

　……やった。

　そう思った次の瞬しゆん間かん、周囲の内ない壁へきを包む論理回路に光が走る。中枢部を支えていた無数の枝が炭化した組そ織しきを切り捨て、寄り集まって新たに瘤こぶ状の組織を形成していく。

　とっさに打ち鳴らそうとした右手が、突き出した枝の槍に貫かれる。

（論理回路の形成に失敗）

　痛みを表す数値データの群れがⅠ－ブレインを貫く。とっさに左手を打ち鳴らそうとした瞬間、白銀の螺子が傍かたわらを駆け抜けて新たに生成されつつある中枢部に突き立つ。巨大な樹きの脳を支える枝が歪いびつな螺ら旋せんを描き、周囲に満ちる論理回路の光がでたらめな明滅を始める。

『……れん』通信素子の向こうから、小さな声。『いまから、ちゅうすう、のっとる』

「エド？」右手から枝の槍を引き抜き「待ってエド！　乗っ取るってどうやって！」

『ぼくも、がんばる』

　ウィリアム・シェイクスピアの十二枚の翼つばさがすべて螺子に姿を変え、世せ界かい樹じゆの内壁に次々に突き立っていく。形成されつつあった中枢が元の枝に分解し、螺子に姿を変えてウィリアム・シェイクスピアの船体に巻き付く。

　樹枝の螺子と流体金属の螺子が絡み合い、一体化していく。

　……こんな……！

　とっさにウィリアム・シェイクスピアに向かって跳ちよう躍やくし、目の前を横切る螺子の群れに弾き飛ばされる。空中で体勢を立て直し、思わず目を見開く。無数の螺子は次々に漆しつ黒こくの船体にまとわりつき、絡み合って瘤状の組織を形作る。

　白銀色の表面を、葉脈に似た論理回路が覆おおう。

　銀光が、闇やみに沈んでいた空間を明るく照らし出す。

「エド……！」

　叫んだ声をかき消して、地鳴りのような激はげしい響ひびきがすべてを吞のみ込んだ。

　光が、世界を満たした。
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　世界樹の幹を包む論理回路を、強い銀光が走り抜けた。

　その光景を、ヘイズは操そう縦じゆう席のディスプレイ越しに見つめていた。

　銀光は明滅を繰くり返しながら、次第にその強さを増していった。光は地表を覆う巨大な根にも広がり、直径五〇キロに及ぶ広大な地域が陽光のような輝かがやきに満たされた。

　時間にすれば十秒足らず。

　燃もえ尽きる寸前のろうそくのようにひときわ強い光を放ち、世界樹は、急速にその輝きを失っていく。

　最後に残ったわずかな光が絶え、静かな闇が、世界に降りる。

「……終わったな」

　無む意い識しきに、小さく息を吐ついた。

『そのようだな』サブディスプレイの向こうから、リチャードが答える。『制御中枢の座標を特定するのに手間取ったが、どうやら間に合ったらしい』

　新しいタバコを取り出して火をつけ、ゆっくりと紫煙を吐き、

『ともかくご苦労だった。……ずいぶん世話をかけたな』

「お互い様さ」

　まだ動くシステムを使って、カメラの視点を変更する。地表を覆おおう世せ界かい樹じゆの根は、シティ・ロンドンのわずか一〇〇メートル手前でその動きを止めている。

「根の方は、先生がやったのか？」

『いや……ファンメイと、あのフィアという少女のおかげだ』

「……あいつ」

　三つ編あみお下げの少女の姿が頭に浮かぶ。どうせとんでもない無む茶ちやをやらかしたに決まっている。帰ってきたら、お説教をしてやらないといけない。

「ガラじぇねぇんだけどな……」呟つぶやき、ふと気づいて「けど先生、いいのか？　フィアって言えば、シティ・ベルリンの……」

『野や暮ぼを言うな』リチャードは笑い『天あま樹ぎ錬れんの名前と一緒に、公式記き録ろくから抹消しておいた。ファンメイに恨まれたくはないからな』

「さすがは先生」

　笑い、ゆっくりと操そう縦じゆう席から身を起こす。

「……なぁ、先生。これからのことなんだけどよ」

　リチャードはタバコを灰皿で潰つぶし、だて眼鏡めがねを外して、

『……行くのか？』

「とりあえず、後始末が片づいたらな」ポケットから紙片を取り出し、手のひらに広げる。「……すまねぇ。ファンメイのこと、しばらく頼む」

　あの日、エリザベート・ザインの研究所跡で見つけたノートの切れ端。天樹、ウィッテン、アリス──それの人名と共に残された、『大気制御衛えい星せいに偽装』という言葉。

　十二年前の、大気制御衛星暴走事故。

　北極と南極の上空で、今も雲を生み出し続ける二つの衛星。

「──ちょっと、やることができちまった」
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　ウィリアム・シェイクスピアの船体を覆う螺ネ子ジを無理やりかき分け、装甲にゴーストを送り込んで扉を開ける。右手と右足の痛みをこらえて、操そう縦じゆう室に飛び込む。

「エド──！」

　紅茶色のコートに包まれた小さな体を、闇やみの向こうに見つける。

　砕けた操縦槽そうに背中を預け、エドは床に座り込み、静かに目を閉じていた。

「エド、どうしたの？　エド！」

　駆け寄って肩を揺さぶるが、エドはぴくりとも動かない。心しん臓ぞうは確かに動いているのに、いくら呼んでも応こたえない。うなじには有機コードが接続され、外周の操作端末を介しておそらくは世せ界かい樹じゆに接続されている。

　不安が心の中に広がる。

　涙が出そうになる。

「しっかりして、エド！」

　もう一度強く肩を揺さぶった瞬しゆん間かん、それに応えるように室内に光が満ちる。天てん井じようのスクリーンに無数の窓が浮かび上がり、数値データとグラフが視界を覆う。

　世界樹の、構成情報。

　無む意い識しきにエドの体を抱く腕に力を込める。窓はひとつずつ消えていき、最後に何も表示されていない一枚が残る。淡い光の中、文字がひとつずつ刻まれていく。

　──しばらく、おわかれ。

「……あ」

　腕の中に視線を落とし、思わず小さく声を上げる。涙が次々にあふれ出し、頰ほおを伝って流れ落ちる。

　薄うす茶ちや色の瞳ひとみが、まっすぐにこっちを見上げる。

　小さな手が、涙でぬれた頰に触れる。

「エド……」

　錬れんは、その手を握りしめた。

　無理やり、笑顔を作った。

「がんばったね」

「……はい」

　エドはうなずき、目を細め、




　──にっこりと、笑った。
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「ん……」

　うっすらと目を開け、左右に視線を泳がせる。ぼやけた視界の向こうにエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女を認め、小さく笑う。

　頭に当たる柔らかい感触。

　自分が膝ひざ枕まくらされていることを、なんとなく理解する。

「……大丈夫ですか？」

　心配そうな少女の声。

　うなずき、身を起こそうとして、体が思うように動かないことに気づく。

「あ……」

　ゆっくりと視線を巡めぐらせる。戦せん闘とう服の裾すそから生はえだした無数の触手を見つめ、小さく息を吐つく。胸から下のすべての部分と、左腕。Ⅰ－ブレインに命令を送っても、黒の水は人間の姿をとろうとはしない。

　かろうじてまともな形に戻っている右腕を、目の前に掲げる。

「とりあえず、右腕だけ元に戻してみました」フィアの声。「他ほかのところも時間をかければ治せると思いますから、あんまり心配しないでください」

「うん……」

　うなずき、視線を上に移す。植物組そ織しきに囲まれた、暗い球形の空間。辺りを包んでいた論理回路の銀光は絶え、静寂が世界を満たしている。

「……世せ界かい樹じゆ、ちゃんと止まった？」

「はい」フィアはうなずき、そっと頰ほおを撫なで「ファンメイさんのおかげです」

「そっかぁ……」

　呟つぶやき、肩の力を抜く。

　ふいに、涙があふれた。

「ど、どうしたんですか！」慌てた声で少女が叫ぶ。「大丈夫ですか？　どこか痛いんですか？　あの、私！」

「……ちがうの」

　ゆっくりと首を振る。

　まともに動く右手でポケットをまさぐり、銀色の指ゆび輪わを取り出す。

「……わたし、人間の姿じゃ無くなったら、もうわたしじゃなくなると思ってた」

「え？」

「……わたしは壊こわれて溶けて、死んじゃうんだと思ってた。心もなにかもなくして、ただのお化けになっちゃうんだと思ってた」

　黒の水と化して死んでいった友人たちの姿が、心に浮かぶ。

「でも違った。……こんなふうになっても、わたしはちゃんとわたしのままだった」

　涙がぼろぼろこぼれて、頰を伝い落ちていく。

「だから……だからね……」

　いまなら、胸を張って言える。

　これから先、どんなことがあったとしても、わたしは大丈夫だ。

　どんなふうに変わってしまったとしても、わたしは、最後の最後までわたしでいられる。

　だから、大丈夫。

「はい」

　つられたように、フィアが瞳ひとみを潤うるませる。

　今にも泣き出しそうな顔のまま、笑う。

「さっき、その……先生から連絡がありました。私が軍の人に見つかってしまうと大変なので救出部隊は送らないから、動けるようになるまで休んでから出てこい、だそうです」

　少女の手が、黒の水に融とけた左腕に触れる。

「私がぜったいにぜんぶ治しますから、もうしばらく眠っててください」

「……うん」

　ファンメイはうなずき、目を閉じた。

　右手の指輪を、最後まで、強く握りしめていた。







　　終章　この空の下　～Branch road～







　税関を抜けて分ぶ厚あついゲートをくぐると、激はげしい喧けん噪そうが耳に飛び込んできた。

　フライヤーの緊きん急きゆう発着場として開放されたロンドン第一階層の第八ポートは、隊商の輸ゆ送そう船を待つ避ひ難なん民の列でごった返していた。

　大人おとな、老人、子供──人々はみな一様に重そうな荷物を肩に担ぎ、なんとか輸送フライヤーの席を確保しようと声を張り上げている。人垣の向こうでは隊商のとりまとめ役と思おぼしき男が携帯端末から打ち出した番号札を次々に手渡していく。

　大型の貨物フライヤーが一台、人を積めるだけ積んで発着場を飛び立っていく。

　押し合いへし合いする人波をかき分けてどうにか壁かべ際ぎわに二人並んで座れるスペースを見つけ出し、錬れんはようやく一息つくことが出来た。

「ほら、フィアも座って」

「あ……はい」

　旅支度を詰め込んだ袋を勢いよく下ろし、床に座り込んでフィアに手をさしのべる。が、少女は後ろをふり返ったまま、いつまでたってもその手を取ろうとしない。

　エメラルドグリーンの瞳ひとみの見つめる先には、母親に手を引かれながら不安そうに辺りを見回す小さな子供の姿。

　思わず、ため息が出そうになった。

　ここにいる一〇〇〇人近い避ひ難なん民みんは、すべて今回の世せ界かい樹じゆの暴走によって住む町を無くしてしまった人たちだ。いろいろ理由はあったにしても、その責任の一端が自分たちにあるのかと思うと、錬れんも気が重い。

「だ……大丈夫だよ！」なんとかフィアを安心させようと、明るい声を作る。「長くても三ヶ月の辛しん抱ぼうだって、リチャードさんも言ってたし！」

　小さな手を引いて自分の隣となりに座らせ、細い体を抱き寄せる。

「錬さん……」

「きっと、大丈夫だよ」

　できるだけ柔らかく、笑ってみせる。

「……はい」

　少女は錬の肩に頭を預け、ようやく小さな笑みを浮かべた。




　あれから、もう一週間が過ぎた。

　西ヨーロッパ全土を巻き込んだ世界樹の暴走──それをぎりぎりのところで食い止めた錬は、中枢に取り込まれたウィリアム・シェイクスピアの中で動けなくなっているところをロンドン自治軍研究部の調査隊に助けられ、フィアと共にシティ・ロンドンに運ばれた。

　二人を迎えた白衣の男はリチャードと名乗り、データの提供と解析作業の手伝いを条件に、二人の身分や今回の事件に関かかわるいっさいを不問にすると約束してくれた。あれだけの被害を出しておいておとがめ無しで済むものなのかと錬は首をかしげたのだが、リチャードによると、シティ・ベルリンを巻き込んでしまったことで今回の事件が国際問題に発展することを恐れたロンドン上層部が、世界樹にまつわる一連の現象をすべて『原因不明』として処理することにしたらしい。

　研究部でも一部の人間しか立ち入りを許されない機密区域にかくまわれた錬とフィアは、それから一週間、活動を停止したまま今もアルプス山脈の裾すそ野のに根を広げる世界樹について調査をすすめた。

　結果は、残念ながら、錬の予想通りのものだった。

　幹の内部に取り込まれたウィリアム・シェイクスピアの演算機関とエドのⅠ－ブレインは、完全に世界樹の情報構造の一部となって制御中枢の機能を果たしていた。エド自身の通常の脳は問題なく機能しているから考えることもできれば会話をすることもできるが、有機コードによる接続を外した瞬しゆん間かんに世界樹は代わりの中枢を復元して再び暴走してしまう危険がある。

　シェイクスピアの内部には破損した操そう縦じゆう槽そうの代わりに長期運用に適した生命維い持じ槽が運び込まれ、エドは当分の間、その中で日々を過ごすことになった。

　もちろん、永遠というわけではない。エドの代わりのより安全な制御中枢を構築するために、ロンドンの研究員たちはすでに作業に入っている。それと同時に、世せ界かい樹じゆの被害を受けた地域では、『制御テストの一環』として取り込まれてしまった町を植物組そ織しきから分離して建築材の状態に復元し、ついでに『被害自体の調査』のためにその町を元通りに復旧する、という作業が始まっている。

　すべての町を修復するのにおよそ三ヶ月、中枢の構築が完了するのに最長でも半年──リチャードは、そう断言してくれた。

「エドさん……早く出てこられるといいですね」

「そうだね……」

　呟つぶやき、ふと我に返ってフィアの顔を見つめる。頰ほおを染めてうつむく少女の目の前を、小さな光の羽根のイメージが躍おどる。また心を読まれてしまった。苦笑し、喧けん噪そうのやまない発着場にぼんやりと視線を移す。

　大型フライヤーがまた一台、シティと外界を隔てる隔かく壁へきの向こうに飛び立っていく。

　持ち主の趣しゆ味みなのだろうか。客室代わりのコンテナ一面に施された真っ赤なペイントが、高い天てん井じようの薄うす明かりに映える。

　血のような赤色が、ひとりの男の顔を思い出させた。

「……ヘイズさん、今いま頃ごろどこにいるんでしょうね」

「たしか、最初はアメリカに行くって言ってたけど……」

　赤髪の空くう賊ぞくは、一足先にロンドンを発たった。詳しいことは教えてくれなかったが、なんでも、調べないといけないことがあるのだそうだ。最後に挨あい拶さつに行ったときには『お前らも元気でな』と笑っていた。もっといろいろな話がしたかったな、と今更ながらに思う。

　今度会うときは、敵じゃなければいいな、と思う。

「そう言えば、本当によかったの？　ファンメイに会ってこなくて」

「はい！　お別れは昨日、ちゃんとしてきましたから」

　にっこりと笑うフィアの顔を、それとなく観察する。あまり無理をしている様よう子すがないことに、心の中で安あん堵どの息を吐つく。あんなに仲良くしていたのだから、心配していないわけがない。錬れんでさえ心配しているのだから。

　……本当に、大丈夫なのかな。

　世界樹の根を止めるために酷使されたファンメイの体は、フィアの能力をもってしても完全に修復することはできなかった。左手の小指の先にあった黒い領域は左肘ひじから先の全体におよび、左足親指の変質部分も足首にまで広がった。体調はいくらか回復したようだったが、それでも昨日の午後にお別れに行ったときには病室のベッドで横になっていた。

　軽く挨あい拶さつを交わし、これからの行き先について問われ、それから『ここからは女の子同士の秘密なの！』と部屋の外に閉め出されてしまった。

　何を話していたのか後でフィアに聞いたら、『ひ、秘密です！』と真っ赤な顔で怒られてしまった。扉の外で待っている間に何度か自分の名前を聞いたような気がしたが、いったいなんだったんだろう。

「……まあ、リチャードさんも『安静にしていれば当面は問題ない』って言ってたし、きっと大丈夫だよ」

　フィアの頭を軽く撫なでる。

　少女はうれしそうにうなずき、「……あ」と声を上げた。

「来たみたいです。メルボルンに行く隊商さん」

「みたいだね」

　大型フライヤーが隔かく壁へきの向こうから発着場に降り立ち、まとめ役の男が大声で案内を始める。避ひ難なん民みんの中から十数人が進み出て、次々に番号札をを受け取っていく。

　オーストラリア、シティ・メルボルン跡地。

　それが、自分たちの次の目的地だった。

「……『賢けん人じん会かい議ぎ』って、なんなんでしょうね？」

　調査のために世界樹の内部に何度か足を運んださいに、エドの口からその言葉を聞いた。生命維い持じ槽そうの中で眠っていたエドに世せ界かい樹じゆの存在を教えた、『賢人会議』と名乗る謎なぞの少女。リチャードの話によればそれは、ここ数年の間にシティに対してスパイ活動を行っている正体不明の組そ織しきの名前でもあるらしい。

　推定される組織の所在地は、シティ・メルボルン跡地。

　そこには今、真ま昼ひると月つき夜よがいるはずだ。

「真昼兄にいと月姉ねえのことだから、心配ないとは思うけど……」

　それでも、なぜか胸むな騒さわぎがする。二日前には長老や弥生やよいさんや町の人たちに無事を知らせるために連絡をとったのだが、その際に『真昼と月夜からは一ヶ月間音おと沙さ汰たがない』と聞かされた。二人が作戦中に外部との通信を極力避さけるのはいつものことだが、それにしても一ヶ月は長すぎる。

「……心配ですか？」

　フィアの温かい手が、そっと頰ほおに触れる。

「大丈夫だよ」

　その手を取り、錬は立ち上がった。

　荷物の袋を肩に担ぎ、ふと隔壁の向こうに視線を移す。吹雪ふぶきのヴェールの遙はるか彼方かなたに、雲にまで届く世界樹の巨大な幹がうっすらと浮かび上がる。

　……エド。

　無む意い識しきにポケットをまさぐり、小さなディスクを指先に確かめる。出立の間際になってリチャードから手渡された、調べて欲しいと頼んでおいたデータ。

　そこには、エドワード・ザインの遺伝子配列に関する解析結果が記されている。

「そう言えば、そのこと、エドさんには？」

「今は、まだ」静かに首を振る。「もうちょっと時間がたって、エドが自分のやりたいことできるようになったら、ね……」

　ずっと、疑問に思っていた。エドのⅠ－ブレインに世せ界かい樹じゆのデータが書き込まれていたのが偶然だというなら、エリザベート・ザインはいったい何のために小さな人形使いを生み出したのか。身の回りの世話をさせたいのなら、ただのロボットを使えば事足りる。

　リチャードは、エドがロンドン軍に発見された頃ころの記き録ろくをたどり、このデータを見つけ出してくれた。

　当時の研究者が『不要』と判断して倉庫の奥に放り込んでしまった、『エドワード・ザインの遺伝子配列の原型に関する考察』。

　エリザベート・ザインの遺伝子を元に作られた可能性が、六十五パーセント。

「やっぱり、ひとりは寂しかったのかな……」

　もちろん、こんなものはただの確率の合致だと言ってしまえばそれまでだ。外れている可能性だって三十五パーセントもあるし、単に一から遺伝子配列を設計するのが面めん倒どうだっただけなのかも知れない。

　だけど、でも……

「『本当のことなんか分からないんだから、僕らが勝手に信じててもかまわない』」

　スカートの埃ほこりを払い終えたフィアがうれしそうに顔を覗のぞきこみ、

「ですよね？」

「うん」

　うなずき、もう一度、吹雪ふぶきの彼方かなたにかすむ世界樹を見上げる。

　人形として生きてきた男の子が、人間になるために作った樹き。

　だけど、あの子はもう、ひとりじゃない。

　ひとりぼっちの人形は、もういない。

「それじゃ、そろそろ行こっか」

　くるりとフィアに向き直り、目の前に右手を差し出す。

「はい！」

　フィアはうなずき、その手を取った。
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　小さな足音に目が覚める。大きく深く息を吸い込み、肺を満たす羊よう水すいの感触を確かめる。脳内に意い識しきをめぐらせ、世せ界かい樹じゆの状態を確認する。問題なし。眠っている間にも、制御はきちんと行われている。

　うっすらとまぶたを開け、生命維い持じ槽そうの内側に映り込む自分の顔を見つめる。口くちの端はを微妙に動かして、笑顔を作る練習をしてみる。ガラス筒は歪ゆがんでいるから、上う手まく笑えているかどうか分からない。それでも何度も練習する。

　相手が笑顔を向けてくれたら、自分も笑顔を返したいと思う。

　足音はどんどん大きくなっていき、唐突に壁かべから光が差し込む。操そう縦じゆう室全体に明かりが灯ともり、三つ編みお下げの少女が息を切らせて駆け込んでくる。

「ごめんね。検査で遅くなっちゃったの！」

　ファンメイは笑い、生命維持槽の向こうからこっちをじっと見つめる。

「エド、笑うの上じよう手ずになったね」

　はい、と答えると、ファンメイは大きくうなずく。

「それじゃ、今日は何して遊ぶ？」

　いつもと同じ質問。

　少し考えて、いつもと同じように、歌、と答える。

「うん！　今日も歌うのね」

　ファンメイはうなずき、操そう作さ端末を叩たたいて生命維持槽のふたを開ける。

　有機コードをうなじにつないだまま、体が羊水の外に運び出される。

　ファンメイが濡ぬれた体をタオルで拭ふき、いつものように服を着るのを手伝ってくれる。

　そうして、ぼくらは歌う。

　ファンメイの高い声に、同じくらい高い声が重なる。声変わりが来ればもうちょっとかっこよくなるのに、とファンメイは言っていたが、よく分からない。歌うのは楽しい。『わたしはI love この完全な世界をthis perfect愛しています world』。狭い操そう縦じゆう室に二人分の声が跳ね返り、幾いく重えにも連なってかすかな木こ霊だまを返す。

　今日は、ファンメイの顔色がいい。

　顔色が良くても、悪くても、今にも死にそうなぐらい疲れていても、ファンメイは毎日必ずここに来て、いっしょに歌ってくれる。

　……ぼくらは歌う。

　なんのためでもなく、誰だれのためでもなく、ただ、楽しいから歌う。楽しいから笑い、楽しいから生きている。

　それだけでいいのだと、教えてもらった。

「ねー、エド」ふいに、ファンメイが歌を止やめる。「ここから出たら、何がしたい？」

　少し考え、錬れんに歌を聴きいてもらいたい、と答える。

　ファンメイは笑い、ほわほわと頭を撫なでてくれる。

「二人でいっぱい練習して、錬とフィアちゃんビックリさせようね」

　うなずき、なおも声を張り上げる。歌はいよいよ高く、遠く、透き通っていく。青い空があり緑の草原があり、愛する人が側そばにいれば世界は美しい。

　青い空。

　エリザが最後に望んだ遙はるかな空。

　……ぼくは。

　エドは顔を上げた。

　天てん井じようの向こう、樹きの向こう、雲の向こうに広がる青空を、心の中に思い描いた。




　いつか、この歌が、あの場所まで届きますようにと。







　　　　あとがき







〈注〉作中、登場人物のひとりが「螺ら旋せん状の溝が刻まれた金属線」を武器として戦っていますが、これは決して「ドリル」ではありません。工務店などに行って「ドリルをください」と頼むと往々にしてこういった「細い金属線」が出てくるものですが、作者の中では「なんだかうさんくさい円えん錐すい形でぎゅんぎゅん回ってどんな岩でも一発で砕くだけたりする」のが本物のドリルです。




　というわけで、三さえ枝ぐさ零れい一いちです。『ウィザーズ・ブレインⅣ　世せ界かい樹じゆの街』、どうにかこうにかお届けすることができました。

　…………

　……えーっと。

　一年二ヶ月ぶりです。どうも、ごぶさたしています（ああああああ）。

　前回の二巻から三巻までの間でちょっとスピードアップしたと喜んだのもつかの間、こんなにお待たせしてしまってごめんなさい。「やっぱり登場人物多かったなー」などと反省しつつ、次回こそはせめて半年ぐらいで出せるようにがんばります。いや、ホントに。




　今回はいよいよ一巻の主人公と二巻の主人公が出会い、シリーズとしての『ウィザーズ・ブレイン』もようやく動き出しました。新キャラクターともども、可愛かわいがっていただければ幸いです。彼らがこの先どんな運命をたどっていくのか、期待していてください。また、本編を読まれた方はおわかりと思いますが、今作ではいくつかの重要な謎なぞが解き明かされないまま残っています。そちらの方もご注目ください。




　ファンレターをくださった皆さんへ。

　わざわざお手紙を送っていただいたのに、返事が出せなくてごめんなさい。展開に詰ったとき、思うように筆が進まなくなったとき、皆さんの手紙を読んで元気を出しています。字が下へ手たで筆ふで無ぶ精しような作者ではありますが、これからもお手紙いただければ幸いです。




　それでは、今日のところはこの辺で。

　次回の舞台はオーストラリア、シティ・メルボルン跡地。本作と同時に地球の裏側で巻き起こっていた、もう一つの物語をお届けします。

『黒衣の騎き士し』『双剣』『光使い』『異能ならざる双子』『幻影』、そして、もうひとりの『元型なる悪あく魔ま使つかい』──。

　混こん沌とんの町に役者は集つどい、『賢けん人じん会かい議ぎ』が世界の表舞台に姿を現します。




　十月某日、Becker'sにて。「嘆きのロザリオ」を聴きながら。


三さえ枝ぐさ零れい一いち



　本作執筆中のＢＧＭ：「攻殻機動隊ＳＯＵＮＤ　ＴＲＡＣＫ」「斑鳩いかるが」
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫県産。好きなハッカーは笑い男、好きな師匠は東方不敗。実家に阪神タイガースカラーのゲームキューブが配備されたという噂を聞き、激しく動揺する今日この頃。『ウィザーズＶ』鋭意制作中。
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純すみ 珪けい一いち

黒が大好きな黒い絵師。服を見るのも好きですが最近はあまり外に出られなくて悲しい…。でもそんな時ほど妄想の中で色んな服が思いつくので、悪い事ばかりでもなかったりする。
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ウィザーズ・ブレインIV




世せ界かい樹じゆの街まち〈下〉








三さえ枝ぐさ零れい一いち





発　行　　　　2014年2月13日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2004 REIICHI SAEGUSA





※この電子書籍は2008年1月5日発行の電撃文庫『ウィザーズ・ブレインIV 世界樹の街＜下＞』5版に基づき制作











[image: ]




item/image/logo-dengeki.png





item/image/p061.jpg
\

|

\\

\/\\
o






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第五章　見えない心、見えない翼　～Will you like me?～



		第六章　夢見る人形　～Which way to go～



		第七章　軋む人形　～If I were truly a good boy～



		第八章　空の夢　～Dreamland～



		第九章　あの雲が晴れたなら　～How far to the blue sky?～



		終　章　この空の下　～Branch road～



		あとがき



		奥付











item/image/cover.jpg





item/image/k002.jpg
TN T

N ﬂi—r& b*’p“k E"‘i 73"'\'“ ...+...~

Will viﬁxr like me ? —

x

~1§ow;' b ¢

lule sh

§2L - 1
%

. h}ﬂ‘ﬁ'ﬁ?@

ar to l'l'!uz
n I

-F,.fngm + -4

Y'?"‘*-

LT.OE@‘F+. ......... ———f—+2§? 14

1
road—

I

T

wEE AFROR

— Only three

words —

wm—u EE&:&MEA&EL\ S

o

- St"#rrrLWonlld —

=m ZEEEJIKH
ﬂ L Sekd of Wish ——

Und h d —
n} zr% e lill"l ergrounq. + N
wom HERDODHOD

| |

ke E(_}Eﬁd)ﬂﬁ_é&t(

cel of fortune" go roun.

[

1 L I |

I I
AN--OK-FXA5ZAFOHE—
|






item/image/k001.jpg
S A
-
KA\
-
-
-
=
B it s e ks T
T tibarrion §8 EE= T T T
FRE b SRS S b SRR - SR
[ | B | I I |






item/image/p279.jpg





item/image/k004.jpg
vy

V18 (REB+H11R)
IEIES L8O 21 SEHIS0E
[HunterPigeon] W&’ BR
HEND—SEAH BON3® A
<R O VEVERHEKD & ‘\
/¥ QLINNUIHrIH6 L IQUE
#i30° @i I e [l
RAXYTREDOLE” KIEHIL
180 IPK DB QR IRIRK
1810° BE——NAYTN\BRKIS m“
IR RO LI IRMRER Y N
BSKEE tﬁé y
A §. Ho#K [=- 77/}4_
HRHER (REBIR) \
Vo BR (&) EUSROS | |
EREIRIENH (RE5) O
$° A INLRHLIBRRIGHSRR
LERANT ¢ OYKLS0VEDH w
N

PEL° ERVHLE0 ORI

7 D-1I1D1eN-00- A(Jw%

N ’j

N

<SR WL
B LEOCBENPES ||
IIREONS10° WORNER V
ORI RROR(E (EOX) | \
V'’ RKO<EORLEINAK

RELO NS -

HLZD—2% -y w
R (REEKR)

/R HL EREEREEY

W | <HIP Y —L-HYNR"|
I | <HBHOLUBHH V
B VIOVIRIES (<RES) © ‘M
HOh Y —LQREsONLAL
KRS BLURENSIOOYN ,.d
Hie°® <TBOBEISNFRHY | i
BB o 1O QUK IR D E
B3° HOhY —L0mON (3l

BSE) QENIRIFKTI0NS” n_l
NENBREO LR

FES (REENH) -
E¢ADNVEILEKEVE0 8 B
i — MNP SRR HO Bk nV
Bl MIKERE SIRBES Ay

LB QIS 1
SENEQLL® O (B

S EER) 1 B0SCEFEEY
= om0 VTR CBR AN
RNURTIC A SEHRHN l
| DIER L EE S0 IEED -
T?x. LZADRENOH6INY -/

mw ﬂﬂﬁmﬁ_xﬁoua

> 7 ,lﬁﬂa@gmmwg_@_A K V/
D 4 | B R<HSWBLIHAHOL —
‘ | EACHT BRiHIRB VR B8R
IHVBIRR 510° KHKIORIHEK
W K-SR R BRI
VRO HQQMHEBe——
PATARIEN VL
BOEIHORRIAVU—D" & /A
BN URTIHQ® LIORR

LESERISISE N ahe ) SR
RHILLIOR 616 5°






item/image/k003.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/photo.jpg





item/image/p151.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p101.jpg





item/image/p269.jpg





